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			進化の実～知らないうちに勝ち組人生～⑦

			美紅

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・百足屋ユウコ＋しおざわりな（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			悪霊の王

			決着

			幸せへの一歩

			帰還

			会合の誘い

			今後の方針

			乱入者は生徒会長

			勇者たちから見た校内対抗戦

			集結するＳ級冒険者と暗躍する者たち

			『せいちゃん』と『あいりん』の出会い

			渦中のテルベールともう一つの陰謀

			勇者VS誠一

			サリアの気持ちと勇者の末路

			魔族と人間の共存への一歩

			元勇者一行と使徒の一手

			番外　オリガの生活

		

	
		
			悪霊の王

			　

			「よくやった、誠一殿！　これで貴殿も立派な『生命力マスター』だ！」

			「『生命力マスター』ってなに!?」

			　あれから、遭そう遇ぐうする悪霊たちを、勇者の師匠でもあったゼアノスの指導のもと、ひたすら殲せん滅めつし続けた。

			　その結果、今となっては物理攻撃に『生命力』を宿すだけでなく、魔法にも『生命力』を宿せるようになり、何なら『生命力』の余波だけで悪霊を倒せるようになったのだ。

			　もうね、後半は意味が分からなかったね。

			　踏ん張るだけで敵が消えていくんだもん。

			　俺の体は『生命力』の塊みたいなものらしいからね。

			　そんな風に思っていると、脳内にアナウンスが流れた。

			『称号【生命力マスター】を獲得しました』

			　文字通りマスターになっちゃったよ！　正直そんな予感はしてたけどね！

			　半ばヤケクソ気味に思いながら、称号を確認する。

			　

			『生命力マスター』……生命力の扱いを極めた者に贈られる称号。その生命力は【Ｇ】をも凌しのぐ。

			　

			　比較対象が【Ｇ】とかやめてくれませんかねぇ!?

			　つか、比較対象に挙がる【Ｇ】ってヤベェな!?

			　称号の内容に驚いていると、笑いながら初代魔王であるルシウスさんが話しかけてきた。

			「いやぁ、おめでとう！　まさか本当にこの短時間で習得するなんてねぇ……本当に規格外だ！」

			「これ、やっぱり異常なことなんですか？」

			「うん？　そうだなぁ……参考までにだけど、僕は習得までに一週間はかかったかな？」

			「いやいや、それでも恐ろしいくらいに早いぞ。俺ら勇者組なんて、半年はかかったってのに……」

			「うむ、私もルシウス殿と同じく一週間だが……誠一殿は一時間も経ってないのでは？」

			　俺はやはり異常だった。

			　勇者やその師匠、初代魔王以上ってどういうことよ!?　前から俺の体は何を目指してるのか分からなかったけど、魔王すら越えちゃったら、もう神様しかないじゃん!?

			　自分自身に突っ込んでいると、父さんたちが、のほほんと笑いだした。

			「なんだかよく分からないが、誠一が褒ほめられてるぞ」

			「そうねぇ……嬉しいわね」

			「そうだな。なんせ、俺たちの自慢の息子だからな！」

			　こっちはこっちで恥ずかしいな!?　すごく嬉しいけどさ！

			「さすが『進化の実』を食しただけはあるな」

			「あ！」

			　穏やかな笑みを浮かべるゼアノスのセリフに、俺はあることを思いだした。

			「そうだ、ゼアノスは『進化の実』を見つけた張本人だった！」

			「おお、そこまで知っているのか」

			「うん。たまたまだけどね。でも、ゼアノスにこうして会えた今、『進化の実』の詳しい話を聞きたいなって……」

			　俺がそういうと、ゼアノスは苦笑いした。

			「いや、私も詳しいわけではない。なんせ、神々ですら予想できなかったものだ。私が知るはずがないだろう？」

			「そう言われたらお終いだけどさ……」

			「まあ、分かっていることもある。だが、それらは誠一殿自身が体験してきたことそのままだ。ゆえに、私に答えられることはない」

			「そうかぁ……」

			　少し期待していたが、ゼアノスも『進化の実』については詳しくないようだ。

			「それに、あの実はもう手に入れることはできないだろう。何せ、誠一殿たちが食してしまったようだしな」

			「え？　俺今栽培中だけど……」

			「栽培中!?」

			　俺の言葉に、ゼアノスは目を見開いて驚いた。

			「今までの話を無視する気か!?　神々でさえ予想できなかったあの実を、栽培中だと!?」

			「いや、ゼアノスを倒したことで【果てなき悲愛の森】を完全に攻略したことになったらしく、そのときに『進化の実』をもらって、それで育てたいなぁって思ったから、それ専用の魔法を創って……」

			「うむ、相変わらずおかしな方向に突き進んでいるようだな！」

			　ゼアノスがどこか投げやり気味にそうツッコむと、一息ついて続けた。

			「本来、あれは人の手で育てることなどできないのだ。だからこそ、【果てなき悲愛の森】で自然に育っていたわけだからな。その自然の中で育っていたものも、あのゴリラ……サリア殿と誠一殿が食べたので、すべてなはずだ」

			「マジか……」

			　まさか、あの森で俺とサリアしか『進化の実』を食べていないということには驚いた。いや、その後ルルネも食べたけどさ。

			　……でも、【果てなき悲愛の森】を攻略した報酬としても『進化の実』を手に入れたわけだけど……羊のヤツ、もしかして俺が思ってる以上にヤバいヤツだったり？　……そんなわけないですよね！　そうであってくれ！　あの性格でヤバかったらどうしようもねぇから！　制御できる相手がいねぇよ！

			「はぁ……とにかく、これで俺は悪霊の王と戦えるだけの力は付いたんだよな？」

			「そうだな。後はその悪霊の王を捜すだけだが……」

			　そう、肝心の悪霊の王の居場所が分からないのだ。

			　どうしたもんかと考えていた、そのときだった。

			『我の復活を妨げる不届き者は貴様らか？』

			「！」

			　不意に、地の底を這うような、低い声が聞こえてきた。

			「この声は……？」

			「……どうやら、向こうからやって来たようだな」

			　ゼアノスは真剣な表情だが、俺には何が何だかさっぱりだった。

			　取りあえず、さっきから首元がぞわぞわしてるので、後ろに視線を向けると……そこには、とても不気味で気持ちの悪い物体が存在していた。

			　なんか、ムンクの叫びみたいな顔した模様が、黒色の物体に大量に浮かび上がっているのだ。気持ち悪っ！

			「えーっと……どちらさんで？」

			『我は悪霊の王である。名前はまだない』

			「どこの猫だよ」

			　びっくりしたわ。悪霊の王自身がこうしてやって来たこともだけど、何よりも王様のくせに名前がないことに驚いた。それとも、そんなものなんだろうか？　どうでもいいけど。

			　そんな風に思っていると、かつての勇者であるアベルたちが冷や汗を流しながら口を開く。

			「コイツは……予想以上だな」

			「まさかここまで強力だったなんて……」

			「……そうね。ここまで死の気配が濃厚だとは思わなかったわ……」

			「近くにいるだけでも気分が悪いぜ……」

			　よく分からないが、すごく気持ち悪いのは一緒なようだ。

			　だよな、あの見た目、気持ち悪いよな。

			「……何か誠一殿は盛大な勘違いをしているようだが、彼らは悪霊の王の『負の生命力』の強大さに驚いているのだぞ」

			「え？」

			「……そうだねぇ。正直、ここまで強いとは思わなかったなぁ……」

			　ルシウスさんもゼアノスも、真剣な面持ちで目の前の気持ち悪い物体を見つめている。

			「誠さん。あれ、近代美術みたいな見た目ね」

			「そうだな……あの体の模様や歪み具合はそんな感じだな」

			　父さんたちは呑気にそんな会話をしている。いや、俺もどちらかと言えば父さんたちと同じくらいの気持ちなんだけど……。

			　未だに事の重大さに気付いていない俺に、アベルは強い口調で告げてきた。

			「誠一。油断するんじゃないぞ。アレはお前が思ってる以上に……強い」

			「えぇ……」

			　いや、そう言われても……。

			　ただの一般人……いや、地球で最底辺だった俺は、それこそ自分が最弱だったことを知ってるので、今さら俺より強いと言われても、驚きも何もないんだが……。

			　てか、俺より強かろうが弱かろうが、結局倒さなきゃいけないわけで、全力を尽くす俺からすれば、あんまり関係ないような……。

			　どこまでも緊張感のない俺に、アベルが再び口を開こうとすると、悪霊の王に変化が起こった。

			　唐とう突とつに体中がボコボコと蠢うごめきだし、分裂を始める。

			　そして、分裂した体は、やがて人型となっていった。

			　そして――――。

			「なっ!?」

			「う、ウソだろ……」

			　アベルたちどころか、ゼアノスとルシウスさんですら絶句する。

			　だが、俺や父さんたち、そして宝箱だけがその姿に見覚えがなく、ゼアノスたちの驚く理由がまるで分らなかった。

			　ちなみに、分裂した人型の数は、全部で４つ。

			　気の強そうな目が印象的な貴族の女性と、その女性より豪華な衣装に身を包んだ、神経質そうな壮年の男性。

			　なんだか卑屈そうな中年の神官と、自信満々な表情の豪華な鎧よろいに身を包んだ青年。

			　そんな人間たちに、悪霊の王は変身したのだ。

			　誰？　この人たち。

			　すると、ゼアノスが震える声で四人のうちの一人の名前を呼ぶ。

			「え、エリザベス……」

			　エリザベス？　その名前、どこかで聞いたことがあるような……。

			　そう思っていると、メイドのマリーも、エリザベスという女性を見て、驚きの声を上げた。

			「お、奥様!?」

			　奥様？　……あ、ゼアノスの元奥さんか！　って何で!?

			　混乱する俺をよそに、エリザベスとその隣に立っていた壮年の男性が口を開いた。

			「久しぶりね、ゼアノス。貴方のせいで私の人生はメチャクチャだわ」

			「まったくだ。ゼアノス、そしてアベルたちよ。貴様らのせいで我がどれだけ心労を重ねたと思っておるのだ？　万死に値する」

			「陛下……」

			　苦々しくそう口にするゼアノスを見て、俺はようやく理解した。

			　人型になった悪霊の王たちは、いわゆるゼアノスたちと因縁のある相手なのだ。

			　まず、エリザベスというのはゼアノスの元奥さんで、その隣の壮年の男性は『暗黒貴族ゼアノス物語』で登場した、ハルマール帝国の帝王、エルシュタット三世とやらだろう。しかも、エルシュタット三世のセリフから察するに、アベルたちの根も葉もない噂を流して、彼らを死に追い詰めたのもコイツだろう。

			　ということは、残りの二人は……。

			「……ピエール」

			「貴方に名前を呼ばれると吐き気がしますねぇ」

			　アベルたちを裏切った、神官のピエール。

			　そして……。

			「……まさか、もう一度会うことになるとはね」

			「ハッ！　俺様に殺されたくせに、対等にしゃべろうとしてんじゃねぇよ、ゴミが。テメエら魔族は人間様の奴ど隷れいのくせに、調子に乗りすぎなんだよ」

			　……名前は分からないけど、ルシウスさんを殺した勇者だろう。

			　ゼアノスたちとこうして出会えたわけだから、その因縁の相手がいてもおかしくは……いや、おかしいだろ！　何でいるの!?

			　そんな俺の疑問に、エルシュタット三世は答えた。

			「貴様らが自我を持ったことで、強い因縁のある我々も、こうして自我を持つことができたのだ。そのことに関しては、ゴミの割にはよい仕事をしたな。褒ほめて遣わす」

			　スゲェ、ナチュラルに上から目線だ。

			　エルシュタット三世に続くように、エリザベスたちも次々と口を開く。

			「でも、私は貴方の顔なんて二度と見たくなかった。貴方が変なことをしたから、私の平穏な生活は崩れ去ったのよ。貴方が勝手に指名手配された後、私は今まで通りの優雅な生活ができなくなった……この責任はどうしてくれるのかしら？」

			　エリザベスはビックリするくらい理不尽な責任転嫁だな。

			「私は……モテる貴方が妬ましかった。ああ、妬ましかったのです！　だから裏切ってやった！　ハハハ、彼女持ちなんて死んでしまえばいい！　ざまぁ！」

			　ピエールは拗こじらせすぎだろ!?　てか、裏切った理由ってそれなの!?　【果てなき悲愛の森】にいたときの俺の予想当たってんじゃねぇか！

			「クソ魔族どもが。テメェらは大人しく、俺様たちに殺されてればよかったのによぉ……生意気にも逆らいやがって！　もう一度、テメェの目の前で仲間を殺してやるよ。ああ、お前の絶望に歪む顔が見てぇなぁ！」

			　コイツは本当に勇者か!?　メチャクチャ狂ってね!?

			　よく分からないけど、悪霊の王になるだけのことはあるな。

			　それはともかく、ゼアノスたちはエリザベスたちの登場に激しく動揺してるようだが……。

			「貴様らは我々の復活の邪魔をした。それだけでも許しがたい。よって、この場で貴様らには最高に惨むごい死を――――ぐべらはっ!?」

			『へ!?』

			　俺は厭いやらしい笑みを浮かべ、得意げに語っていたエルシュタット三世の顔面を殴った。

			　結果、エルシュタット三世の首から上が消し飛び、やがてそのまま光の粒子となって消えていった。

			　俺の行動に、ゼアノスたちだけでなく、エリザベスたちも絶句する。

			　なんか、幽霊を殴ったって感じじゃないなぁ。

			　そう思いながら、俺はさっきの感触を確かめるように、その場で手を開いたり閉じたりして、ゼアノスたちに訊きいた。

			「コイツら、悪霊の王なら倒していいんだよな？」

			『倒した後で訊きくの!?』

			　ゼアノスたちにいっせいにツッコまれたのだった。

		

	
		
			決着

			　

			　俺がエルシュタット三世を殴り飛ばしたことで、残りの三人も大きく動揺していた。

			　そして、エリザベスが声を震わせながら喚きだす。

			「あ、ああああ、貴方！　貴方に慈悲はないの!?」

			「そ、そうです！　陛下が、まだ口上の途中だったというのに！」

			「非常識だ！　それでも人間か!?」

			　人間だよ！　一応な！

			　そんでもって敵に非常識呼ばわりされるとは思わなかったわ。

			「んなこと言われても……そっちは俺たちを倒そうとしてくるわけでしょ？　なら、結局戦うわけだし……」

			「そうだとしても、様式美というものがあるでしょう!?　これだから平民は――――」

			　俺は言葉を続けようとするエリザベスを無視し、隣のピエールを殴り飛ばした。

			　案の定、ピエールも一瞬で消滅する。

			「へ？」

			「あと二人か……」

			「あ、ヤベェ。コイツ、ヤバいヤツだ……！」

			　俺を見て怖がる敵の勇者。そう怖がらなくてもいいのに。

			「ありえない……ありえないわ……！　せっかくゼアノスたちが自我を持ってくれたことで、私たちも悪霊の王の中で意識を持つことができたというのに……！　ゼアノスたちがいなかったら、あのまま悪霊の王という一個体のまま終わっていたかもしれない中、どうにか復活できたのに、この展開はあんまりじゃない!?」

			「説明ありがとうございます」

			　なんか詳しい説明してくれたから何となくエリザベスたちがこの場にいる背景が分かってきた。

			　つまり、エリザベスたちの意識や人格が蘇ったのは、ゼアノスたちが現れたから。もし俺だけが冥界にやって来て、ゼアノスたちがいなければ、ただの悪霊の王と戦うことになっていたのだろう。悪霊の王の復活自体に俺の存在は関係ないっぽいし。運がいいのやら悪いのやら……いや、父さんたちに会えたからよかったんだろう。死んだのはアレだけど。

			　俺たちがそんなやり取りをしていると、父さんたちと、ナチュリアーナさんが会話をしていた。

			「ナチュリアーナさん。よく分からない四人組が出てきたと思ったら、気付けば二人になっているのだが……」

			「私も戦闘のことはさっぱりなので、何が起こっているのか説明するのはちょっと……」

			「え？　誠一、今戦ってるの？」

			「暴力はいかんぞ、暴力は」

			「いえ、そういう軽い状況じゃないんですが……あの……説明が難しいですねぇ……」

			　ナチュリアーナさんは困ったように笑う。

			　父さん、暴力がダメとか言ってられる状況じゃないんですよ！　ホント物騒だなぁ！

			　父さんたちの会話を聞いていると、今まで呆然としていたゼアノスたちが正気に返った。

			「……予想以上にぶっ飛んだ展開すぎて呆然としたが、よくよく考えれば、エリザベスも陛下も、私たちの因縁の相手だ」

			「……残念ながら、王様とピエールは速攻で倒されちゃったけどな」

			「なら、残る二人は僕とゼアノスが相手した方がいいんじゃないかい？　その方が、スッキリするだろうし」

			「そうだな……誠一殿。この二人は我々に任せてもらえないだろうか？」

			「え？　別にいいけど……大丈夫なの？　ゼアノスたちって生前みたいに完全な状態じゃないんでしょ？」

			「ああ。だが……これは私たちの問題だからな」

			　そういうゼアノスたちの目を見て、これは俺がどれだけ言っても無駄だと思った。

			　素直に俺は引き下がり、代わりにゼアノスたちが前に出ると、エリザベス達の様子が変わった。

			「お？　何だ、クソ魔族が俺様の相手をするのか？　舐めてくれるじゃねぇか」

			「へぇ。ゼアノス、貴方が相手をしてくれるのね？　いいわ、私の恨うらみ、全部ぶつけてあげる……！」

			　急に強気だなぁ。

			　思わずそんな感想を抱いていると、ゼアノスたちはどこか同情するようにエリザベスたちを見つめていた。

			「エリザベス……すまない。私が不甲斐なかったばかりに……」

			「……君も、時代の被害者だったのかもしれないね」

			　それぞれが語り掛けると、エリザベスたちは顔を真っ赤にする。

			「何よ何よ！　私をそんな目で見ないで！　全部、貴方が悪いのよ！」

			「ああ、ああ、ああ！　胸くそ悪ぃなぁ!?　魔族の分際でこの俺様に同情か!?　ふざけるんじゃねぇ！」

			　エリザベスたちは、黒色のエネルギーの塊のようなものを周囲に展開すると、いっせいにゼアノスたちに射出した。撃ち出されたのは、おそらく負のエネルギーそのものだろう。

			　ということは、ゼアノスたちがアレに触れれば、とんでもないことになるのだが……。

			「せめてもの償いだ。痛みなく、安らかに眠れ」

			　ゼアノスは俺の持つ【憎悪溢れる細剣ブラツク】と似た物を抜き放ち、一瞬にしてエリザベスに近づくと、そのまま心臓を的確に貫つらぬいた。

			「僕は【魔王】で、君は【勇者】だ。――――もし違う立場で出会っていたら、何か変わっていたのかな？」

			　ルシウスさんは、周囲に漆黒の槍やりを何十本と展開し、勇者の黒色のエネルギーにぶつけて撃ち落とすと、そのまま勇者の胴体を貫つらぬいた。

			「そ、そんな……」

			「う、そだろ……」

			　あまりにも呆気ない終わり。

			　ゼアノスたちも、この終わり方に目を見開く。

			　ゼアノスが剣を抜き、ルシウスさんが魔法を消すと、その瞬間、二人は光の粒子となって消えていった。

			「……」

			「なんていうか……呆気なかったねぇ……」

			　ルシウスさんが、どこか虚しさを感じさせる声音でそう呟つぶやく。

			「……我々も、誠一殿の近くにいたことで、知らず知らずのうちに『生命力』が強化されていたのだろうな。結果的にエリザベスを苦しめることなく、送ってやることができた。誠一殿、感謝する」

			「ゼアノス様……」

			　ゼアノスは、俺に礼を言った。

			　そして俺が頭を上げるように言おうとした、そのときだった。

			『まだだ……まだ我は負けてはおらんぞ！』

			　さっきまでエリザベスたちがいた場所に、漆黒の禍まが々まがしい煙のようなものが集まっていく。

			　そして、赤い瞳ひとみをギラつかせながら、徐々に体を形成する。

			『我は悪霊の王！　たかが人間如きに、この我を滅ぼすことなど――――』

			「せっかくの雰囲気が台無しだろうがっ！」

			　せっかくゼアノスたちが因縁の相手を倒し、感傷に浸っているところを、いきなり復活とか言い始めた悪霊の王が邪魔してきたのだ。

			　だから、俺はすぐさまご退場願うため、顔面に拳を叩き込んだ。

			　すると、キレイサッパリ、塵一つ残さず、悪霊の王は一瞬にして存在が消し飛んだ。

			「出てくるならもうちょっと後にしろよな！　さ、ゼアノス。安心して感傷に浸ってくれ！」

			「無理があるだろう」

			　ですよね！　知ってた。

			　なんとも締まりのない終わり方となってしまったが、こうして悪霊の王をあっさりと倒すことができだ。

			『レベルがお上がりになりました』

			　ついでにレベルアップもしました。アッサリ終わったのにね！

		

	
		
			幸せへの一歩

			　

			　悪霊の王を倒したことでレベルが上がったと告げられ、すぐにステータスを確認してみたのだが、変化があったのはスキルだけだった。

			「えっと？」

			　俺が新たに手に入れたのは、固有スキルの【同調】というものだった。

			　……これまた意味の分からないスキルが手に入ったな。

			　分からないモノは分からないので、素直にどんな効果か確認すると……。

			　

			【同調】……周囲と同調する。

			　

			　分かるかッ！

			　何その説明!?　それだけで分かると思うか!?　分からねぇよ！

			　もっと詳しい説明はないわけ!?

			　何とかしてスキルの効果を調べようとしたが、結局これ以外の表記は現れず、効果が分からずじまいとなってしまった。

			　どこか納得できない様子でいると、宝箱と父さんたちが近づいてきた。

			「……相変わらず容赦ない……思わず相手に同情してしまった……」

			「その節は大変申し訳ありませんでした」

			　似たようなノリで倒してしまっているため、宝箱には謝るしかない。ごめんなさい。

			「誠一。ずいぶんと立派になったな。父さんは嬉しいぞ」

			「そうね、将来が楽しみね」

			　父さんたちは、柔にゆう和わな笑みを浮かべ、俺の頭を撫なでてくる。

			　気恥ずかしいが、嬉しさの方が強いので、黙って撫なでられ続ける。

			　そんなことをされていると、不意に辺り一面に声が響き渡った。

			『……誠一様……誠一様……』

			「え？」

			「この声は……」

			「なんだなんだ？」

			　突然の声に、みな驚いた様子だが、俺は聞いたことある声だったため、冷静に答えた。

			「あ、冥界さん」

			「冥界!?　この声が冥界の声だって言いたいの!?」

			「え？　うん」

			「何でアンタは冷静なのよ……」

			　アベルの仲間で狩人のアンナが疲れた様子でそう呟つぶやいた。

			　あ、普通はパニックだよな。……いや、俺だって普通だからね！

			「もう大丈夫なの？」

			『……はい……貴方のおかげで、無事に新たな門番を生み出すことができました……感謝いたします……』

			「どういたしまして」

			「……冥界に話しかけられる状況が異常なんだけど、それに適応してる誠一君こそが異常だね……」

			　ルシウスさんの呆れを含んだ笑いに、俺は何も言い返せなかった。その通りでございます。

			「それじゃあ、役目は終わったってことで、元の人間界に帰してくれるんだよね？」

			『……ええ……約束通り、人間界に帰しましょう……』

			「よっしゃああああああああっ！」

			　よかった！　これで死んだなんてことにならずに済むぜ！

			　そう喜んでいたのだが、ふとあることに気付いた。

			「あ……そう言えば、この世界の時間軸と、人間界の時間軸ってどうなってるんだ……？」

			　もし無事に帰れたとしても「人間界では百年も経ってました」とか浦島太郎状態になるのはごめんだ。サリアたちとも別れることになるわけだからな。

			　それに、この冥界は空の色もずっと同じなので、正直どれくらい時間が経ったのかも分からなかった。

			　だが、俺の心配は杞き憂ゆうに終わった。

			『……安心してください……冥界の時間軸と人間界の時間軸は同じです……貴方が冥界で過ごした時間ですが、一日程度だと思います……』

			「そっか。それなら安心だな」

			　浦島太郎にならなくてよかったぜ。

			　戻った瞬間に知り合いが一人もいないとか、お爺さんになっちゃうとか嫌だからね。……この体なら適応できる気もするけど。

			「それじゃあ、早速元の世界に帰してくれ。あ、父さんたちも一緒だよな？」

			　俺はそう言って、父さんたちの方を振り返ると、全員困ったような笑みを浮かべていた。

			「……どうしたの？」

			「……誠一、すまない。父さんたちは行けないんだ」

			「…………え？」

			　俺はその言葉の意味が分からなかった。

			「な、何言ってるんだよ。一緒に帰ろうぜ？　ほら、ゼアノスたちも……」

			　ゼアノスは、ゆっくりと首を横に振った。

		

	
		
			[image: p_27.jpg]
		

	
		
			「残念だが、無理だ」

			「何でだよッ！」

			「それは、僕たちが死んでるからさ」

			　ルシウスさんが、ハッキリとそう言った。

			「え？」

			「だから、ここでお別れなんだ、誠一」

			「な、なんでだよ。悪霊の王も倒したし、このまま俺と一緒に元の世界に帰ろう？　それに、死んだって……みんなこうして生きてるじゃないか！」

			「誠一君、言ったよね？　僕たちは君のように生きてるワケじゃないって」

			「どうして!?」

			　優しく諭そうとするルシウスさんに、俺は詰め寄る。

			「一度死んだ人間は、生き返らない。もちろん蘇生魔法もあるけど、それは死んですぐにしか効果は発揮しないんだ。これは世界のルールなんだよ。誰にも変えられない、絶対なんだ」

			「そ、それなら、冥界さん！　父さんたちも人間界に戻してよ！　悪霊の王を倒すのを手伝ったんだからさ！」

			『…………誠一様……それはできません……できないのです……冥界そのものである私だからこそ、ルールを破ることは出来ないのです……』

			「……」

			　冥界さんの申し訳なさそうな声に、俺は黙る。

			　力いっぱいに拳を握り、顔を伏せていると、母さんが俺を抱きしめた。

			「誠一。大丈夫よ。貴方なら、大丈夫。なんてったって、私と誠さんの自慢の息子なんだから。誠一には新しい世界で大切な人ができたんじゃないの？　その人を泣かせてはダメよ。――――さあ、早く行きなさい。アナタの大切な人が待ってるわ。私たちは一緒に行けないけど、これからも前を向いて、楽しく生きてね」

			　泣き笑いながら、母さんはそう言った。

			　それを聞いて、俺は――――。

			「んなこと知るかッ！」

			『!?』

			「世界のルール？　楽しく生きて？　――――バカにするなよ」

			「誠一。父さんたちは真面目な話を――――」

			「真面目な話なんて知るかッ！　ふざけろッ！」

			「ふざけろ!?」

			　父さんたちの言葉は、さすがにカチーンときたわ。

			　いろいろな物語では、確かに死んだ人と出会ってもそのまま生き返ることはなく、それでも主人公が前を向いてハッピーエンドになるんだろう。

			　でも……大切な人が死んだままで、ハッピーもクソもねぇんだよ！

			「俺に楽しく生きてほしいなら、生きてくれよ！　好きな人……大切な人が死んだままで、楽しく生きられるわけないだろ!?」

			「誠一。これは物語じゃないんだ」

			「ああ、物語じゃねぇよ！」

			　そう、物語は時に残ざん酷こくだ。

			　大切な人の死を糧に、主人公は幸せな道を進むわけだからな。

			「物語じゃないからこそ、俺は俺の幸せのために、全員に生き返ってもらうからな！」

			　バカげたセリフだと思う。人生を舐めているとも思う。

			　それでも、俺は自分の気持ちを否定したくない。我わが儘ままだとしても、俺はその意思を貫つらぬきたい。

			　世界がどうとか、知ったこっちゃねぇ。

			　周りの言葉も何もかも、俺には関係ない。

			　ただ、俺が思う幸せのために我わが儘ままを言ってるんだからな。

			　俺の言葉と剣幕に全員が圧倒される中、何とか持ち直した父さんが口を開いた。

			「口ではどうとでも言えるが、現実はそう甘くはないんだ。諦あきらめなさい」

			　もう一度、諭すように、俺に語りかける。

			　父さんだけじゃない、それこそ冥界さんまでもが諦あきらめさせようと説得してきた。

			　だが、俺の体だけは、俺の声に――――応えた。

			『スキル【同調】が発動しました。これにより、周囲と同調します』

			　不意に流れる脳内アナウンスに、俺は一瞬呆ける。

			　へ？　同調？　あの手に入れたもののよく分からなかったスキルがどうして……。

			　訳が分からず呆然としていると、突然、父さんたちの体が輝きだした。

			「なっ!?」

			「これは……」

			　みな自分の体に起こった現象に驚く中、またも俺の脳内にアナウンスが流れた。

			『同調を完了しました。今回の同調内容は、誠一様の【生者】の性質を本体とし、周囲が誠一様と同調したため、周囲の【死者】は【生者】へと変更されました』

			　俺は何も言うことができなかった。

			　それは俺だけではないようで、父さんたちも絶句している。

			　すると、ルシウスさんが、苦笑い気味に言った。

			「参ったねぇ……まさか、ルールを破っちゃうなんて……」

			「ま、まさか……」

			　父さんがそう訊きくと、ルシウスさんは穏やかな笑みを浮かべて答えた。

			「僕たちは、誠一君のおかげで生き返ったみたいだね」

			『!?』

			　信じられないとばかりに目を見開く父さんたち。

			　だが、冥界がルシウスさんの言葉を裏付けるように言葉を発した。

			『……本当に信じられないことですが……皆さん、誠一様と同じく【生者】となっているため、人間界に帰ることができます……本当に……意味が分からないですが……』

			　冥界からもそう言われた父さんたちは、しばらく言葉を発することもできなかったが、やがて俺を力強く抱きしめた。

			「誠一ッ！　お、俺は……またお前のそばで、成長を見守ることができるのか!?　そうか、そうなんだな!?」

			「誠一……誠一……！」

			　父さんと母さんに身を委ねたまま、もみくちゃにされるも、俺はずっと笑みを浮かべ、二人を抱きしめ返した。

			「そうだよ。俺が大人になってからも、元気で生きてくれよな」

			「ああ……ああ……！」

			「もちろんよ……！　孫を見て、孫が成長するまで死ねないんだから……！　だから、早く結婚しなさい！」

			「それはさすがに気が早すぎるだろ!?」

			　俺、まだ高校生だからね!?　……いや、今は先生をやってるけどさ！

			　ゼアノスたちも、それぞれが生きて人間界に帰れるという喜びを噛みしめ、互いに喜び合っていた。

			　他の誰が何と言おうが、俺は意味のある死なんざ望んでない。ましてや、大切な人が死んだままとか許せない。

			　こうして大切な人が笑って生きてくれることこそ、俺の幸せなんだ。

		

	
		
			帰還

			　

			「誠一」

			「ん？」

			　全員で人間界に帰ると決まった後、父さんは真剣な表情で俺を見つめてきた。

			「誠一に一つ言っておく。今回みたいなことは、もうやめなさい」

			「え？」

			　俺は父さんの言葉に首を傾げた。

			「例えば、天寿を全うして、人生に満足して亡くなった人がいるとしよう。その人を生き返らせることはいいことだと思うか？」

			「それは……」

			　言葉に詰まる俺を、父さんは優しく撫なでる。

			「死者への冒涜という言葉があるだろう？　誠一の行動は、それに近い行為なんだ。もちろん、誠一が命を粗末に扱うなんて微み塵じんも思っていない。でも、命というものは、自然と尽きていくものなんだ。そして、死んだ人は二度と生き返らない。頭に入れておきなさい」

			「……」

			「確かに、天寿を全うできずに死んでしまう人もいる。病気などは対処できるときもあれば、できないときもあるが、これもまた運命というヤツなんだろう。だが、それ以外の……事故や事件に巻き込まれて大切な人が亡くなる場合はどうすればいいと思う？　父さんの言葉を思い出しながら、考えてみなさい」

			　この感じは、父さんが俺を叱ったりするときと同じだ。

			　父さんの場合は、怒鳴りつける叱り方じゃなくて、考えさせる叱り方だった。

			　そして、今回の場合は生き返らせるなと言いたいのだろう。

			　なら……。

			「……事故や事件に遭わせないようにする？」

			「そうだな。そうやって未然に防げるなら、それが一番だ。さて、それじゃあ事故や事件に遭わないようにするにはどうしたらいい？」

			「え……」

			　さすがにそれは俺にも分からない。

			　常に気を張っておくとかだろうか？

			　でも、どれだけ頑張っても事件・事故を完かん璧ぺきに防ぐなんて無理だろう。

			　漠然としすぎて結局分からなかった。

			　すると、父さんはハッキリと言い切った。

			「何、簡単なことだ。誠一が守ってやればいい」

			「え？」

			「父さんにはできなかったが、せっかく男に生まれたなら大切な人くらいは守れるようにならないとな」

			「……それ、答えになってる？」

			　本当に、父さんは……。

			　こうやって優しく諭して導いてくれる父さんだったからこそ、俺は頑張れたんだ。

			「いろいろ言ったが、父さんが誠一に言いたいことは、『死』というものは、決して悪い物ではないということだ。このことに限らず、言葉の印象だけで受け取ることをしないで、しっかり自分で考えるようにしなさい」

			「……はい」

			　父さんとそんな会話をしていると、ゼアノスが近づいてきた。

			「誠まこと殿。このようなことは、おそらく今回限りでしょう」

			「ゼアノスさん。それはどういう？」

			「体感して分かったのですが、どうやら我々は誠一殿の体……生者としての肉体に感化され、死者としての体が生者の体に変わり、生き返ることができたようです。これは死者でありながら意識が存在する【冥界】だからこそできた荒業のようなもの……元の世界で人が死んだとしても、同じ方法では生き返らせることはできないでしょう。死んでしまえば、意識は【冥界】へと旅立ちますから……もう一度同じことをするのはほぼ不可能でしょう」

			『……そうですね……今回の件を踏まえて、私も冥界への入場制限を厳しくしましたから……どうやら私にも誠一様の影響があったようで……以前はできなかったことができるようになりました……入場制限もその一つです……死んでない人間が、転移魔法や人間界の西の果てに存在する門をくぐることもできなくなるでしょう……』

			　冥界さんもゼアノスの言葉に同意した。

			　って、冥界さんにまで影響を与える俺って何？　もうわけ分かんねぇや。

			　とにかく、今回のようなことはこれっきりということだけは分かった。

			　……まあ父さんたちが死んでるのは分かってたし、無茶苦茶を言ったのも理解してる。

			　死んだ父さんたちが俺と同じように帰れるわけがないってのは分かってた。

			　ただ、こうして父さんたちと過ごしたことで、死んだことを認めたくなかったんだ。

			　冷静になって考えると、ホント意味の分からないことを喚いていたと思うけどさ……。

			　でも、俺はこうして父さんたちと再会して、触れてもらえて……もう二度と感じることができないと思っていた温もりを体感してしまったから。

			　また、何もできないまま、それも目の前で、父さんたちと別れるのだけは……耐え切れなかった。

			　体だけは予想外の方向に突き抜けていってるのになぁ……精神面だけは全然成長できてねぇ。情けない話だけどさ……。

			「それに、私自身は生き返れたことが純粋に嬉しいですしね」

			「そ、そうですか？」

			　ゼアノスは、生き返ったことが純粋に嬉しいと言ってくれた。

			「人によっては死者への冒ぼう涜とくと考える者もいるでしょう。だが、私は生きたかった。生きていたかったんですよ。……ここにいるマリーとね」

			「ゼアノス様……」

			「傲ごう慢まんなのはどちらも同じだと思いますよ。死者を蘇らせることが傲慢だというのなら、死者の気持ちを代弁するのもまた、傲慢だと思うのです。まあ、私個人の考えなので、お気になさらず」

			「はぁ……」

			　父さんとゼアノスがなんか難しい話をしている。俺にはさっぱり分からないから、もうちょっと簡単に言ってくれないかな？　……あ、俺がバカなだけか。

			「まあまあいいじゃないか！　難しい話はやめよう！　ほら、誠一君が固まっちゃってるじゃないか」

			「あれ、バレてる!?」

			「そりゃあもう、顔に堂々と出てたからね」

			　もうダメダメだね、俺。

			　俺はごまかすように笑った後、気になったことを冥界さんに訊きいた。

			「そう言えば、門番を生み出したって言ってたけど、さっそくその門の守護をしてるの？」

			『……いえ……まだ生み出したばかりで……ちょうど誠一様の近くにいますよ……』

			「俺の近く？」

			　ふと後ろを振り向くと、そこには日本史の教科書などで見たことのある、金剛力士像がボディービルのラットスプレッドというポージングで立っていた。いつの間に!?　ってか顔が怖いのにポーズがおかしいだろ!?　しかもキャラ被ってるし！　もう筋肉キャラはガッスルだけで十分だよ！

			　俺が突然の金剛力士像の出現に驚いていると、父さんたちは目を輝かせていた。

			「誠さん、誠さん！　金剛力士像ですよ！」

			「おお！　そうだな！　まさか、地球じゃなくてこんな場所で見られるとはなぁ」

			「写真！　写真撮りましょうよ！」

			「それじゃあスマホスマホ……すまない、そう言えばスマホは持ってなかった……」

			「そんなぁ……誠一！　貴方はスマホ持ってない？」

			「ここにきて観光気分!?　いや、持ってるけどさ！」

			　そう、持ってるんだよなぁ……ファンタジーブレイクもいい加減にしろと言いたい。俺のことだけどな。

			　ただ、インスタント・ファームの魔法で出現したスマホだから、カメラ機能はさすがに……。

			「……あったよ」

			　用意いいな!?　俺ビックリだよ！

			　カメラ機能があることに驚いていると、母さんははしゃぎながら父さんに言う。

			「ほら！　誠さん、一緒に写りましょ！」

			「ああ。誠一も来い」

			「え？　あ、うん」

			　こんなことしてていいの？　といった感じでゼアノスたちを見渡すと、何やら生暖かい視線を向けられていた。アカン、恥ずかしすぎる。

			　俺が羞恥で顔を赤くしていると、二人はお構いなしに俺の腕を引っ張り、父さんと母さんの間に立たせた。

			　すると、母さんは優しい声音で言う。

			「……いつの間にか、こんなに大きくなっちゃって……」

			「……そうだな。もう父さんより大きいもんな……」

			　二人の視線がまたくすぐったくて、俺は照れ隠しで声を大きくして言った。

			「ほ、ほら！　あんまりゼアノスたちを待たせるのもよくないしさ！　撮るよ！」

			「それもそうだな」

			　父さんたちの顔が、俺の顔に寄せられる。

			　自撮りなんてやったことないから分からないけど、慣れない手つきで何とか操作して……。

			「笑って笑って！」

			「顔が硬いぞ」

			　父さんたちにそんなことを言われながら、俺は写真を撮った。

			「はい、チーズ！」
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			　そう言った瞬間、何故か金剛力士像も笑顔になり、俺たちの後ろで両手でピースをして写って来た。

			　おい、はっちゃけすぎだろ!?　門番の威厳はどうした!?

			　金剛力士像は写真を撮り終わると、再び何事もなかったかのように同じポージングに戻る。

			「誠一、撮れたか？」

			「え？　あ……」

			　俺が何かを言う前に、スマホをとられてしまい、父さんたちは写真を確認する。

			　いや、さすがにあの厳つい金剛力士像がピースしてたら驚くよなぁ。

			「うん、いい写真だな！」

			「そうね。金剛力士像も楽しそう！」

			「驚いてねぇ！」

			　むしろ当たり前の如く受け入れてるよ！　さすが父さんたちだぜ！　俺にはできねぇよ！　まあ冥界でも観光気分で写真を撮ろうって言ってる時点で分かりきってたけどさ！

			　相変わらずの父さんたちのぶっ飛び具合に驚いていると、冥界が声をかけてきた。

			『……よろしいですか……？』

			「あ、ハイ。ごめんなさい」

			『……いえ……お気になさらず……まあ、冥界で写真を撮る方は初めて見ましたが……』

			　そりゃそうだろ。観光場所としてはヤバすぎる。死んでるわけだし。

			『……それでは、そろそろ皆さまを人間界へと転移させたいと思います……転移する場所は、誠一様がここに来る前にいた場所と同じになります……』

			　つまり、バーバドル魔法学園の闘技場になるのか。

			　……さすがにあんなことがあったわけだし、誰も闘技場にはいないだろうから、俺らがいきなり現れても驚かれたりはしないか。

			「分かったよ」

			『……では、転移を開始します……誠一様……このたびは、本当にありがとうございました……』

			「……こっちこそ、ありがとう」

			　俺たちの足元に、転移魔法が展開される。

			　そして、最後に冥界はこう言った。

			『……貴方の未来に祝福を……また、遊びに来てくださいね……』

			「冥界ってそんな気軽に遊びに来ていいもんじゃないよねぇ!?」

			　最後の最後でそんなお誘いを受けた俺は、父さんたちと一緒に転移するのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「……戻って……来たのか……？」

			　転移魔法が発動した後、俺の視界に飛び込んできたのは、バーバドル魔法学園の闘技場で間違いなかった。

			「帰ってこれたんだな……」

			　当たり前だが、やはり闘技場には誰もいない。

			「……心の奥底では未だに信じられない部分があったのだが……我々は、本当に生き返ったようだな……」

			　大きな驚きを受けるゼアノスの声を聞いて、そちらに顔を向けると、ゼアノスだけでなく父さんたちまでもが同じような反応をしていた。

			　そして、ナチュリアーナさんが突然泣き出した。

			「あ……ああ……うぅ……あぁあああ……」

			「ナチュリアーナさん!?　どうしたんですか!?」

			　俺たちは慌ててナチュリアーナさんのそばに寄る。

			　賢者であるリリアナさんに背中を撫なでられながら、ナチュリアーナさんは嗚お咽えつを漏らしながら口にした。

			「わ……私……悔しかったんです……」

			「え？」

			「……大切な人を残して……それも、その人の目の前で殺されたことが……」

			　ナチュリアーナさんは、この場にいる誰とも直接的な縁はない。

			　それなのに、こうしてゼアノスたちと一緒にいるってことは、少なからず俺とはどこかで縁があったことになる。

			　しかし、どんな縁なのか……俺には未だに分からなかった。

			　どうして死んだのかさえ……。

			「もう……会えないんだと諦あきらめていた人と……本当にまた会えるチャンスがって思ったら……私……」

			「そうですか……」

			　リリアナさんがナチュリアーナさんの背中を撫なで続けていると、アンナさんが優しい口調で言った。

			「アタシたちはこの時代の人間じゃない……だけど、安心しなさい。貴方がその大切な人と会えるまで、アタシたちが協力するわ。いいでしょ？」

			「もちろん！　それがいいだろう」

			「そうそう。同じ冥界から帰って来た仲間じゃねぇか。水臭ぇよ」

			　アベルや戦士のガルスも、ナチュリアーナさんにそう告げる。

			　そうか。忘れてたが、アベルたちだけでなく、ゼアノスたちもこの時代の人間じゃない。

			　父さんたちに至っては、この世界の人間ですらないんだが……。

			　俺がそんなことを考えていると、父さんが口を開いた。

			「誠一」

			「ん？」

			「父さんたちのことは気にするな」

			「え？」

			　父さんの言葉に、俺は呆けるしかない。

			　すると、父さんはそんな俺を無視して続けた。

			「父さんたちは、誠一の邪魔はしない。好きなようにしなさい」

			「好きなようにって……父さんたちはどうするの？」

			　俺としては、父さんたちがそばにいてくれたら嬉しい。

			　すると、今度は母さんが俺に言った。

			「私たちは、どこかでのんびり暮らすわ。母さん、家庭菜園とかしてみたかったのよねぇ」

			　母さんは、いつも通りのマイペースさで、そんなことを言い出す。

			「のんびり暮らすって……どこに暮らすつもりなんだよ」

			「さあ？　誠一、いい場所知らない？」

			「結局俺頼み!?　いや、ゼアノスたちの方が詳しいんじゃ……」

			「私のいた時代とは違うからな。それに、そんないい場所を知っていれば、生前あんな目に遭っていないさ」

			　説得力のありすぎる言葉に、俺は黙るしかなかった。

			　いや、いい場所って言われてもなぁ……。

			　そこまで考えて、ひとつの場所が思い浮かんだ。

			「……あった」

			「あら、それはどこ？」

			「ウィンブルグ王国の王都、テルベールってところ。……この世界に放り出されて、何も分からない俺を温かく迎え入れてくれた場所だよ」

			　俺の第二の故郷と言ってもいい場所だ。

			　正直、変態どもが蔓延はびこっているので、本当はオススメしづらいが。

			「そうなの？　誠一がお世話になったって言うなら、お礼に行かなきゃね」

			「そうだな」

			　父さんと母さんはそう言って朗らかに笑った。

			「……でもさ、この世界は危険なんだよ？　それなのに、父さんたちから離れるなんて……」

			　俺が二人と別れたくないのは、この世界は地球とは比べ物にならないほど、危険と隣り合わせの世界だからだ。もちろん、日本も完全に安全なわけじゃないけどさ。

			　そんな心配をしていると、ゼアノスが俺を安心させるように言った。

			「誠一殿。ご両親のことは私に任せてくれないか？」

			「え？」

			「そうだねぇ。僕も、君のご両親のことをちゃんと守るから、安心していいよ」

			「おれも……護る……お前の家族……」

			　さらに、ルシウスさんと宝箱までそう言った。

			　いや、そこまでいくと今度は過剰戦力だよね？　初代魔王と勇者の師匠が護衛って、どこの要人警護？　宝箱はよく分からないけど。

			　思わず顔が引きつっていると、ゼアノスが説明してくれた。

			「先ほども言ったが、我々はこの時代の人間じゃない。だからこそ、働かなければいけないのだ」

			「働く？」

			「そう、我々は――――無職だ」

			「あ」

			　そりゃそうだ。

			　ゼアノスは、生前は公爵だったかもしれないが、国から裏切られ、その国すらも滅んでる今、無職と変わりがない。

			「僕も無職だね」

			「あ、じゃあ俺らもか」

			「そうね」

			「そうだなぁ」

			「どうしましょう？」

			　ここにいる全員無職じゃねぇか……！

			　勇者や魔王が無職ってどうなの!?　世間体が悪いよね！

			　そんなことを思っていると、宝箱が自慢するかのごとく胸を張った。

			「おれ……宝箱。これが、おれの仕事。お前ら……無職」

			「ガハッ!?」

			　宝箱の言葉に、父さんたちとナチュリアーナさん以外の全員が胸を押さえた。今のはクリティカルヒットだなぁ……。

			　予想外のダメージを負ったゼアノスは、気を取り直すとみんなに提案した。

			「う、うむ。どうだろう？　我々全員でそのテルベールとやらに移り住むのは」

			「あ、それいいんじゃない？　ナチュリアーナさんの大切な人っていうのも、そこを拠点にして探せばいいんだしさ」

			「ナチュリアーナがそれでいいんなら、俺らも文句はないよな？」

			「ああ。ギルドもあるだろうから、そこに登録して金を稼げばいいしな」

			「そうね。それが一番手っ取り早いんじゃない？」

			「ここにいる皆さんなら、冒険者になれば苦労しないでしょうし」

			　ごめん、ランゼさん。

			　なんかとんでもないメンツが貴方の国に住むようです。勧めたの俺だけど。

			　思わず遠い目をしていると、母さんが優しい笑顔を向ける。

			「ほら、誠一。私たちは大丈夫よ。皆さんと協力してやっていくから」

			「う、うん」

			「それに、貴方には大切な人がいるんじゃない？」

			「え？」

			　そんな話したっけ？

			　母さんの言葉に、そう思った瞬間だった。

			「誠一！」

			「！」

			　そんなに時間は経っていないはずなのに、ひどく懐かしく感じる声。

			　ただ、その声を聞いただけで、俺は笑顔になってしまう……大切な人の声だ。

			　声がした方に振り向くと、そこには目に涙を溜めた、笑顔のサリアがいた。

			　俺が呆然とサリアを見つめると、サリアはそのまま俺の胸に飛び込んできた。

			「おかえり、誠一っ！」

			「うおっ!?」

			　突然のことに驚きながらも、俺はしっかりとサリアを抱きとめる。
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			「サリア？」

			「……大丈夫だって、信じていたけど……それでも、無事に帰って来てくれてよかった」

			　サリアは俺を見上げると、そう微ほほ笑えんだ。

			　その笑顔を見て、俺はサリアを抱きしめかえす。

			「ただいま、サリア」

			「うん！　おかえり！」

			　俺とサリアは、その場で抱きしめあった。

			「あらあら、今晩は赤飯ね！」

			「誠一も大人になったな」

			　――――父さんたちをすっかり忘れてた。

		

	
		
			会合の誘い

			　

			「うんうん」

			「あらあら」

			　父さんたちの目の前で、堂々とサリアと抱きあった俺は、顔が赤くなるのを感じた。

			　やっちまったよ！　完全に父さんたちを蚊か帳やの外にしちゃったし！

			　そ、そりゃあ短い間とはいえ、サリアたちと離れ離れになったのは、俺も寂さびしかったわけでさ？

			　誰に言い訳をしてるのか分からないが、内心焦りながら父さんたちの方に視線を向けると、二人とも分かってますよと言わんばかりに生暖かい目を俺に向けていた。

			　いやあああああああっ！　恥ずかしい！　ヤベェ、これ超恥ずかしいんですけど!?

			　世のリア充はよくこんな恥ずかしさに耐えられますねぇ!?　俺には早すぎた！

			　そんなくだらないことを考えていると、サリアが父さんたちの存在に気付く。

			「あれ？　あの人たちは？」

			「へ!?　あ、ああ。……この人たちは、俺と縁がある人たち……らしいよ？」

			「何で疑問形なの？」

			　いや、だって縁の基準が俺にはよく分からねぇし……。

			　すると、ゼアノスが優し気な顔でサリアに声をかけた。

			「久しぶりだな、ゴリラ殿……いや、サリア殿」

			「え？　……あっ！　ゼアノスさん!?」

			　何でゼアノスは人間状態のサリアを見て、あのゴリラだって気付いたの!?

			　サリアが人間になったのは、確かゼアノスを倒した後だったはずなんだが……。

			　しかも、サリアもすぐにゼアノスだって見抜いてるし……見抜けなかった俺がおかしいのかな？

			「え、でもゼアノスさんって……」

			「うむ。私は誠一殿との勝負に敗れ、完全にこの世から消滅した……だが、何の因果か、冥界で誠一殿と再会し、私の大切な……マリーとも出会えたんだ」

			「それじゃあ、アナタがマリーさん？」

			　サリアがゼアノスの隣に控えていたマリーに声をかけると、マリーさんは恭うやうやしく礼をした。

			「はい……私がゼアノス様にお仕えするメイドのマリーでございます」

			　マリーさんの自己紹介を受け、サリアは満面の笑みを浮かべて、マリーさんに抱き着いた。

			「よかったー！　ゼアノスさんと一緒になれたんだね！」

			「え!?　あ、あの……はい」

			　マリーさんも、最初はサリアの行動に目を丸くしていたが、ゼアノスの方を恥ずかし気に見た後、頬を赤らめて頷いた。

			　……俺とサリアは、ゼアノスの生涯の物語を読んで、マリーさんとゼアノスの結末を知っているからな。

			　その二人が、こうして幸せそうにしていることが、サリアは嬉しいのだろう。

			　マリーさんに抱き着いた状態のサリアに、今度はルシウスさんが声をかけた。

			「やぁ。僕のことは知ってるかい？　いや、知るわけ――――」

			「初代魔王様？」

			「何で分かるの!?」

			　聞いた張本人のルシウスさんがサリアの言葉に驚く。いや、俺もビックリだけどさ。本当に何で分かるの？

			「じゃあ、俺たちのことは分かるか？」

			「ちょっと、さすがにそれは分からないでしょ？」

			　アベルがニヤニヤした顔でサリアに訊たずね、仲間のアンナがジト目をアベルに向ける。

			　だが、サリアは笑顔で言い切った。

			「勇者アベルさんと戦士のガルスさん、そして狩人のアンナさんに賢者のリリアナさん！」

			「ウソだろ!?」

			「本当に言い当てやがった……」

			　アベルが驚く後ろで、ガルスが小さく呟つぶやく。

			「あ、あの……どうして私たちのことが……？」

			　リリアナが思わずといった様子でそう訊たずねると、サリアは少し考える仕草をした後、口を開いた。

			「野生の勘！」

			　もう野生の勘って何なんだろうね。

			　ちょくちょくサリアはこの野生の勘を働かせるが、一度も外したことがない。もはや予知とかそのレベルじゃね？　野生ってヤベェ。

			　サリアの答えを聞いて、案の定アベルたちは微妙な表情だ。

			　……まあ、サリアが言葉を学ぶために読んだのが、アベルの日記だったわけだし、名前は知ってるんだから当てることは……いや、名前知ってても当てられねぇだろ。

			　スキル『鑑かん定てい』を使えば話は別だけどな。

			　そう言えば、今さらだが、俺もサリアもアベルの日記を読んだわけで……本来、日記って交換日記とかでもない限りは、人に見せたくないモノだろう。

			　それを、俺たちは見てしまってるわけで……うん、黙っとこう。いや、変なことは書いてなかったけど、心情的にはやっぱり嫌だろうしな。

			「……俺、覚えてる？」

			「宝箱さんだ！　覚えてるよー！」

			　一人、アベルの日記のことをそっと心のうちに仕舞っていると、サリアは宝箱と話し始めた。

			　……いや、うん。宝箱との出会い……と別れは、俺の精神がやられる。何度も言うけど、倒すつもりはなかったんだからな！　予想以上に俺の体がヤバかっただけだから！

			　サリアは結局、だいたいの人のことを一発で言い当てていたが、ナチュリアーナさんを見て、首を傾げていた。

			「えっと……私はナチュリアーナと申します。あの……貴女は私のことをご存知ですか？」

			「うーん……ナチュリアーナさんのことは分からないなぁ……」

			「そうですか……」

			　ナチュリアーナさんは微妙な表情を浮かべる。

			　それもそうだろう。

			　なんせ、俺が影響して呼ばれているはずなのに、その縁がまるで分からないからだ。

			　本当に、どこで縁ができたんだろうか……。

			　ナチュリアーナさんとの縁について考えていると、父さんたちがサリアに話しかける。

			「もしもし、サリアさん……でいいかしら？」

			「え？」

			「どうやら誠一が貴女のお世話になっているようだ」

			「本当に、ありがとうね。一目見ただけで、貴女が誠一を大切に……そして、誠一も貴女を大切にしていることがよく分かったわ」

			　父さんと母さんの言う通りなのだが、こう、人から言われると余計に恥ずかしいな！

			　サリアは父さんたちを見て、一瞬呆けた表情を浮かべた後、瞳ひとみを輝かせた。

			「もしかして……誠一のお父さんとお母さんですか!?」

			「そうだね」

			　父さんと母さんが優しい笑みを浮かべてそう答えると、サリアは慌てて父さんたちに向き直った。

			「えっと……私はサリアです！　誠一の……お嫁さんですっ！」

			　顔を真っ赤にしてそう言うサリアに、ゼアノスたちは何やら頷き、アベルたちはニヤニヤと俺たちを見てきた。

			　そして、父さんたちは――――。

			「誠さん、聞きました!?」

			「ああ、しっかりとな」

			「こんな可愛かわいい子が誠一の彼女どころかお嫁さんだなんて……今日は赤飯ね！」

			「本当に父さんたちがいない間に、立派になったなぁ」

			「もうヤメテ！」

			　いや、サリアがお嫁さんって言うのは否定しませんよ！　俺も大好きだからね！

			　でもさ、自分の両親にそれを伝えられるのが、まさかこんなにも恥ずかしいとは思わなかったです！

			　父さんたち以上に周りの視線が鬱うつ陶とうしいけどな！

			　俺が羞恥に悶もだえていると、駆け付けてくる人の気配を感じた。

			　その方向に視線を向けると――――。

			「おい、サリア！　いきなり走り出して――――って誠一!?」

			「あ、主様！」

			「誠一、お兄ちゃん!?」

			　アルたちが、俺を見て驚いていた。

			　羞恥で頭が回ってなかったけど、サリアだけがこの場にいるのは確かに変だ。

			　てか、なんで俺たちがこの場所に帰って来るって分かったんだろうか？

			　驚きながらもそんなことを考えていると、アルたちも俺に駆け寄って来て、抱きしめてきた。

			「誠一……！　無事でよかった……！」

			「主様、私は信じておりました！　主様が必ず冥界を屈服させて帰って来ると！」

			「……誠一お兄ちゃん、お帰りなさい」

			　立て続けの出来事にあたふたする俺だったが、アルたちをしっかりと抱きしめる。

			「ああ、ただいま」

			　ここまで心配してくれてたなんて……本当に俺なんかにはもったいない。

			　ただ、ルルネの俺に対する認識は何なんだ。結果的に似たような状況になったわけだから、言い返せねぇけどさ！

			　サリアも、俺とアルたちが抱きしめあっている姿を見て、優しい表情を浮かべている。

			　だが――――。

			「ま、誠さん。本当に私たちが知らない間に、誠一は成長したようですね……」

			「あ、ああ……予想外だな……」

			　父さんたちは、俺とアルたちの姿を見て、顔を引きつらせていた。

			　……また父さんたちのことを忘れてた。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　――――ウィンブルグ王国の王都テルベール。

			「うーむ……」

			　王城の一室で、ウィンブルグ王国の国王ランゼは、とある書状を前に唸っていた。

			「さて、どうしたもんかね……」

			「ランゼ殿！　用事があると聞き、このガッスル、うさぎ跳びでやってまいりましたぞ！」

			「その情報いるか？」

			　そんなランゼの部屋に、ノックもせず現れたのは、いつも通りの上半身裸でブーメランパンツ姿のガッスルだった。

			　本来、王族の部屋にノックなしで飛び込むのは不敬極まりないのだが、ランゼはため息一つに留めた。

			「急に呼び出して悪かったな」

			「構いませんぞ！　私がいなくとも、ギルドは通常運転ですからな！」

			「じゃあお前、ギルドにいらねぇじゃん」

			「辛しん辣らつぅ！」

			　結構酷ひどいことを言われたというのに、ガッスルの表情は特に悲しそうでもなく、頭を叩いて朗らかに笑っていた。

			「まあいいでしょう。それで、何のご用ですかな？」

			「ああ……国からギルドに、一つ依頼がある」

			「……ほう？」

			　国からの依頼という言葉に、ガッスルも表情を正す。

			「なるほど、『筋肉を効率よくつける方法』の講義をしてほしいと？」

			「んなわけねぇだろ!?　脳みそまで筋肉かよ！」

			「いやぁ、それほどでも」

			「褒ほめてねぇ！」

			　真面目な雰囲気は気のせいだった。

			「では、一体何をギルドに依頼するのですか？」

			「いや、色々あるだろ!?　今回の件とは別にしても、魔物の討とう伐ばつとかさぁ！」

			「あー。そんなこともしてましたね」

			「誰かコイツとギルドマスター替われ！」

			　ランゼのツッコミはもっともだった。

			「では、一体何を？　戦争に参加しろという内容でしたら、断固拒否いたしますが……」

			「んなこと言わねぇよ……Ｓ級冒険者を全員招集してほしい」

			「なんと!?」

			　ガッスルは驚くと、真剣な表情で訊たずねる。

			「それは、実力だけがＳ級の冒険者ですかな？　それとも、実力と称号ともにＳ級の冒険者ですかな？」

			「実力と称号がＳ級のヤツに決まってるだろ!?　何でお前の所の実力だけＳ級の変態どもを雇わなきゃいけねぇんだよっ！」

			「なるほど……ですが、真のＳ級冒険者たちも、それぞれの欲望のもとに行動しておりますからなぁ」

			「やべぇ。ギルドに依頼するのが不安になって来た」

			「まあ安心してくださいな！　実力は本物です！　ただ……何故Ｓ級冒険者を招集されるのですか？」

			　ガッスルが当然の疑問を口にすると、ランゼはさっきまで見ていた書状をガッスルに見せる。

			「魔王から、会合の誘いが来たのさ」

		

	
		
			今後の方針

			　

			　私――――レイヤ・ファルザーは、魔王軍議会で決定したウィンブルグ王国との会談の件を部下のベルたちにも伝えるべく、私の城へと戻っていた。

			　城に着いてすぐにベルたちがいるであろう部屋に移動する。

			　そして、何の躊躇ためらいもなく部屋の扉を開けた。

			「み、右足が……！　赤、赤だよな!?」

			「ちょっ……ベルさん！　そこに手があったら、緑に俺の手が置けないじゃないですか！」

			「うるせぇ！　どうにかしやがれ！　てか、テリー！　お前はただでさえ体で面積とってんだから、少しは遠慮しろよッ！　痩やせろ、今すぐ痩やせろ！」

			「む、無茶言わないでくださいよぉ！」

			「は～い、次行きますね～。……はい！　次は左足を青色！」

			「左足を青!?」

			「ちょっ……届かない……！」

			「はい、次～。……ていうか、男だけでこのゲームやるものなんですか？　見てるだけで吐き気を催すんですが……」

			「「んなこと俺らが一番分かってるよ！」」

			　私はそっと扉を閉めた。

			　……何？　アレ。

			　よく分からない、カラフルな敷物の上で、ベルとテリーの二人が変な体勢で絡み合っていた。

			　それを、ボスコは冷めた目で見ながらも、手元のこれまたカラフルな……確か、ルーレットというモノを使って、何やら指示を出していた……。

			　まさか、私がいない間に、ベルとテリーはそういう関係になったって言うのかしら？　私は彼氏すらできてないのにッ！

			　ていうか、アイツら妻子持ちよねぇ!?　いいの!?

			　……いえ、決めつけるのはまだ早いわね。もしかしたら、私の勘違いかもしれないし……。

			　私は再びそっと扉を開け、中の様子を確認する。

			「ふぉぉぉぉぉ！」

			「近い近い近い近い！」

			「うわぁ……汚ぇ……」

			　ブリッジ体勢のテリーの上から、ベルが覆おおいかぶさる姿が目に飛び込んできた。

			　私は扉を閉めた。

			　……。

			　勘違いじゃなかった……。

			　どう見てもデキてるじゃない、アレ……。

			　何なの？　私が知らない間に何があったの？　放っておきすぎて、過ちが起きちゃったわけ？　え、私のせい？

			　……いいえ、アイツらが悪いのよ。奥さんもいるのに……。

			　よし、奥さんにチクろう。

			　そう決意した私は、勢いよく扉を開けた。

			「アンタたち、デキてたのね……」

			「へ!?　ってレイヤ様あああああああああ!?」

			「あ、ベルさん！　ちょっ……力抜いたら……！」

			「あ」

			　ボスコがそんな間抜けな声を漏らした瞬間、ベルが体勢を崩し、テリーの上に崩れ落ちた。

			　その際、私はハッキリと見てしまった。

			　そう――――。

			「うええええええええっ！」

			「おろろろろろろろろっ！」

			「汚ぇ……！」

			　テリーとベルが、キスをしてしまったところを。

			　私はもはや無の境地で、ベルたちに語り掛けた。

			「アンタたち……そんな関係だったのね……ごめんなさい、気付かなくて……」

			「誤解！　レイヤ様、盛大に誤解してますから！」

			「いや、あの場面じゃ誤解とは言えないでしょ～」

			「ボスコォォォォオオ！　テメェも誤解解くの手伝えや！」

			「ああ……ベルさんと……すまん……俺の唇、守れなかった……不甲斐ない旦那を許しておくれ……」

			「テリーまで!?　あああっ！　どうしてこうなった!?」

			　――――その後、ベルから話を聞かされた結果、ベルたちに対する誤解は解けた。

			　何でも、異世界の遊びをしてたらしい。

			　なるほどねぇ。

			「――――で、遊んでたのね？」

			「あ、地雷踏んだわ」

			「「ベルさああああああああん！」」

			　私はオシオキとして、拷問のフルコースをベルたちにご馳走した。

			　フルコースが終わると、私の目の前にはボロボロの死ぬ寸前のゴミが三つ転がっていた。

			「し、死ぬ……死んじゃう……」

			「もうイヤ……鉄の棒は、嫌……」

			「ああ……鉄球が……鉄球がぁ……」

			　うわごとのように何かを呟つぶやいているが、それらを無視して本題に入る。

			「アンタたち、気を引き締めなさい」

			「へ？」

			「魔王軍議会で、私たちはウィンブルグ王国と会談を持つことが決定したわ」

			「え!?」

			　私の言葉に、案の定ベルたちが驚く。

			「急ですね……どうしてまた？」

			「ルーティア様が、決断なされたのよ。そしてその第一歩として、ウィンブルグ王国が選ばれたってワケ。あそこは、以前から魔族にも友好的な数少ない国だったしね。アンタたちも護衛として参加することになるから、頭に入れておきなさい」

			「了解です……あ」

			　ベルが頷くと、途中で何かを思い出したかのような表情になり、途端に顔を青くする。

			「れ、れれレイヤ様？」

			「何よ？」

			「えーっと……ウィンブルグ王国には以前、転移魔法をばら撒いたような……ばら撒いてないような……」

			「……」

			　そう言えばそうだった。

			　そして、そのことでオシオキを考えていたんだったわね。

			　私は無言で鞭むちを取り出した後、一度片づけた拷問器具を再度取り出す。

			「あ、あれ？　レイヤ様？　さっきオシオキは終わったんじゃ――――」

			「……」

			「無言!?　無言が一番怖いんですが!?」

			「べ、ベルさん！」

			「うろたえるんじゃねぇ！　まだ俺たちに使うとは――――」

			「それじゃあ始めるわね。覚悟しなさい？」

			「ウソだあああああああああ！」

			　再び、ベルたちの絶叫が響き渡るのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「――――というわけで、戻ってきました」

			「どういうわけ!?」

			　無事、冥界から帰還し、サリアたちとも再会を果たした俺……柊誠一は、サリアに連れられＦクラスの教室に向かった。

			　そして、アグノスたちが教室の中にいたので、こうして戻ってきた報告をしたのだ。

			　てっきり、あんだけのことがあったから皆実家にでも帰ったのかと思えば、アグノスたちは自分の意思で残ったらしい。

			　それで、俺の説明を受けたアグノスたちは、予想通りすごく驚いていた。

			「で、冥界で会って一緒に帰って来たのは俺の両親と勇者一行、勇者の師匠に初代魔王。そしてお花屋さんだな」

			「どうも、誠一の両親だ」

			「勇者です」

			「その勇者の仲間だ」

			「師匠だ」

			「魔王で～す」

			「お、お花屋さんです？」

			「よし、自己紹介もすんだな」

			「今ので終わり!?」

			　ざっくりとした自己紹介を終わらせたつもりだったが、あまりにも雑すぎたようだ。うん、俺もそう思う。

			「アンタ、メチャクチャすぎじゃない!?　本当に死んでて、さらにその冥界から他人を連れて戻って来るとか常識はずれにもほどがあるでしょ!?　しかも勇者や魔王って……そろそろ私たちの頭がパンクしそうなんだけど!?」

			「いやぁ……返す言葉もねぇな！」

			「笑い事じゃないでしょっ!?」

			　ヘレンの言葉に俺はもう開き直って笑ってしまった。

			　ホント、俺って何だろうね！

			　俺がヤケクソ気味に笑っていると、ベアトリスさんは信じられないといった表情で俺に訊きいてきた。

			「本当に……本当に誠一先生なのですか……？」

			「ええ、戻ってきました！」

			「本当に……？」

			「はい！」

			「本当の本当に……？」

			「は、はい」

			「本当の本当の本当――――」

			「信じて!?」

			　いや、俺が逆の立場だったら信じられないだろうけどさ！

			　ベアトリスさんは俺の言葉を何とか信じてくれたらしく、目に涙を浮かべ、微ほほ笑えんだ。

			「本当に……本当によかったです……！」

			「……ご心配をおかけしました」

			　事実、サリアたちには心配をかけてしまった。

			　そのことは反省しないといけないし、慎重に行動しないとな。……これ、何回か同じこと思ってるけど、そう簡単にできるもんじゃねぇな。いい加減、成長してもいいと思うんだけどな。体だけが進化しすぎて、中身がついて行けねぇ。

			　というわけで、進化のペース、落としません？

			「俺は信じてたッスよ！　兄貴ならやってくれるって！」

			「まあ俺も、誠一先生の実力に関しては疑いはなかったな。……それ以上に非常識だったが」

			「その信頼が今は辛つらい」

			　非常識を信頼されるのはいろいろと辛つらいものがありますね！

			　だが、アグノスとブルードは変わりないようで安心した。一日しか経ってないわけだけど。

			　そして、俺はベアードとレオンに顔を向けた。

			「調子はどうだ？」

			「は、ははははいいぃぃ！　絶好調です！」

			　レオンはすごく緊張した様子でそう答える。

			「おい、本当に大丈夫か？」

			「だ、大丈夫です！　……その、僕も……一回だけとはいえ、みんなのために戦えて……少し、自信が持てました」

			「そうか。それじゃあ、これからはアグノスたちと肩を並べて戦えるな」

			「えええええ!?　むむむむ、無理です！　そんな僕如きがアグノス君たちと肩を並べるなんて……！　畏れ多くて死んじゃいますよ！　あ、先生に口答えを!?　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい」

			「やっぱり変わってねぇ！」

			　ほんの少しは前向きになれただろうが、それでも完全に元に戻るのは当分先だろうな。

			　思わず苦笑いをしていると、ベアードが真剣な表情で俺に声をかけた。

			「誠一先生」

			　前とは違い、熊の被り物も脱いでスケッチブックを使うこともなく、自分の声で話しかける。

			　ベアードは、声を発することもできないほど、顔に大火傷を負っていたのだ。

			「ベアード。どうだ？　あ、前は咄とつ嗟さに治して、きちんと訊きいていなかったんだが、治してよかったんだよな？」

			「ああ」

			　短くそう答えた後、ベアードはその場で深く頭を下げた。

			「誠一先生、ありがとう。俺は、あの火傷のせいでみんなから怖がられてきた。だから、少しでも怖がられないようにあのクマの被り物を被っていたんだ。それに、敵だったあの女……彼女は、俺の故郷を治めていた領主の娘だったんだ。特に関わりがあったわけでもないが、それでも彼女が誠一先生のおかげで、少しでも何かを取り戻せたのだとしたら……俺は感謝の言葉を述べることしかできない。すまない。だが……本当にありがとう」

			　不器用ながらもしっかりとした声音で、ベアードはそう言った。

			「いや、気にするな……とは簡単に言えないな。その感謝をしっかりと受け取るよ」

			「……ありがとう」

			　こうして、一通りの挨あい拶さつや諸々をすませると、俺はベアトリスさんに一つ訊たずねた。

			「これから、この学園はどうなるんですか？」

			「現在、学園長が必死に対応していますが、どうなるかまだ未定です。ですが、必ず再開させてみせるとおっしゃっていましたよ」

			「そうですか……ということは、定期試験もないんですか？」

			「ええ。取りあえずですが、保留ですね」

			「よっしゃああああああああああ！　俺の大勝利だぜえええええええ！」

			　ベアトリスさんの言葉に、アグノスが吼ほえた。

			　どこの学校でも、こうしてテストとかがなくなった瞬間に気持ちを爆発させる生徒はいるのね。俺も生徒だったら大喜びだけどさ。

			「おい、バカ。うるさい」

			「ハッ！　普段はキレるところだが、今の俺は気分がいい！　だから聞き流してやるよ！」

			　アグノスが上機嫌でそんなことを言っている中、ベアトリスさんが無情の爆弾を投下した。

			「ですが、いつテストがあってもいいように、テスト勉強は続けます」

			「――――おいブルードぉぉぉぉぉおおおおお！　バカとはなんだああああああああああ！」

			「……聞き流すんじゃなかったのか……」

			　ブルードが呆れてそう呟つぶやいた。

			　……まあ他の生徒が実家に帰っている中、アグノスたちは自分の意思で残ったんだからな。その間、学校はないわけだから、テスト勉強に充てるのはいいことだろう。テストがなくても、勉強はためになるだろうし。

			　そんなこんなで、俺たちＦクラスはいつテストが行われてもいいように、準備を始めるのだった。

		

	
		
			乱入者は生徒会長

			　

			　和気あいあいとした雰囲気で、これからのことを話し合おうとした瞬間、教室の扉が勢いよく開かれた。

			「誠一君の匂いがするッ！」

			「だからどんな嗅覚してるんですか!?」

			　Ｆクラスにやって来たのは、俺と同じく日本から転移してきた勇者の一人であり、俺の幼なじみでもある神かん無な月づき先輩だった。

			　神無月先輩は、ずんずんと俺の下までやって来ると、こっちが思わず引いてしまうような勢いで体中を確かめ始めた。

			「大丈夫かい!?　怪我は!?　どこか痛いところはないかい!?」

			「だ、大丈夫ですから！　落ち着いてください！」

			　突然現れた神無月先輩に、アグノスたちは呆然とする。そりゃそうだ。

			　俺が必死に宥なだめると、神無月先輩は泣きそうな表情で俺を見つめた。

			「本当に……本当に心配したんだからな……私たちは、勇者と呼ばれながらも何もできなかった……それなのに、君は……」

			「大丈夫ですから、安心してください」

			「……いや、分かってる。あの男の力か何かで、急に君が消えたときは、本当に焦って取り乱したんだ。翔太たちにも迷惑をかけたが……とにかく、こうしてここに君がいるということだけで、私はもういいんだ」

			「神無月先輩……」

			　神無月先輩は、本当に俺のことを心配してくれていたんだな。

			　昔からそうだったけど、この人には頭が上がらないなぁ。

			　そんな風に思っていると、神無月先輩は真剣な表情で言った。

			「だが、本当に怪我をしていないのか、この場では確認が不十分だ。隅々まで調べ尽くすから、ぜひ私の部屋で服を脱いでくれ。もちろん全裸だ」

			「何言ってんだこの人」

			　頭は上がらないが、この変態性だけはどうにかしてくれ。いや、本当に！

			「あらあら、華か蓮れんちゃんじゃない。久しぶりねぇ。ますます綺き麗れいになっちゃって……」

			「そうだな」

			　俺たちのやり取りを見て、母さんたちがしみじみとした様子でそう言った。

			　すると、神無月先輩は母さんたちに気付き、頭を下げる。

			「あ……お義父様、お義母様。ご無沙汰しております。……ん!?」

			　頭を下げた直後、神無月先輩は父さんたちがこの場にいるというありえない状況に気付き、目を見開いた。

			　てか、俺の気のせいじゃなければ、さっきの『お父様』と『お母様』にいろいろな意味が含まれていたように感じたんだけど？

			「な……な……!?　生き返ったのですか!?　二人とも！」

			　当然ともいえる質問に、二人はにこやかに答えた。

			「ええ。誠一のおかげでね」

			「誠一君の？」

			　驚いたまま俺に顔を向ける神無月先輩だったが、すぐに冷静さを取り戻した。

			「いや……どうやって生き返ったかは大変興味深いですが、そんなことよりもお二人とこうして再び出会えたことが一番です。誠一君をください」

			　冷静じゃなかった。

			　意味の分からないことを急にぶっこんで来たので、俺も咄とつ嗟さに反応できなかったが、今まで黙って見ていたアルがついに口を出した。

			「テメェ！　何ふざけたこと言ってやがる！」

			「ふざけたこと？　私は大真面目だが？」

			「なお悪いわッ！」

			　二人が言い合いをしているのを眺めながら、どう収拾をつけようかと考えていると、おずおずといった様子でレイチェルが訊きいてきた。

			「あの～……あの人、異世界からやって来た勇者ですよね～？　何で誠一先生と知り合いなんですか～？」

			「え？　あ、ああ。そう言えば言ってなかったな……俺もその勇者と同じ世界の人間なんだよ」

			『ええ!?』

			　俺の言葉に、全員が驚きの声を上げる。

			「ってことは、兄貴も勇者なんですか!?」

			「うーん……そこを説明すると長くなるんだよなぁ……まあ一つ言えるのは、俺は勇者なんて大層な存在じゃないってことくらいだな」

			「フン。その御大層な勇者様は、あの男相手に何もできなかったようだけど？」

			　ヘレンはどこか挑発的な視線を、神無月先輩に向けた。

			　神無月先輩はそんなヘレンの視線に居心地悪そうにする。

			「それは……いや、言い訳はよそう。私たちは勇者と呼ばれていても、結局何もできなかったのだからな……」

			　なんだか空気が……。

			　重苦しい空気に俺も居心地悪くいると、ふとあることを思いだした。

			「そう言えば……神無月先輩たち勇者は、このあとどうするんですか？」

			「ん？　どういう意味だい？」

			「いえ、神無月先輩たちって扱いはともかくとして、カイゼル帝国の切り札的な存在なんですよね？　それがあの男の存在によって脅かされたってなれば、カイゼル帝国から何かしらの干かん渉しようがあると思うんですけど……」

			「そうか……すっかり誠一君のことで頭がいっぱいだったが、そういう心配もあるのか……」

			「いや、俺のことなんかより先にそっちを心配してほしかったんですけど？」

			　確かにありがたいし嬉しいけどさ。それより自分を大切にしてくれ。

			「今のところカイゼル帝国からは何の連絡も来ていないが……」

			「あまり楽観視しない方がいいだろう。最低でも強制的に国に連れ戻されることくらいは想定しておくんだな」

			　ブルードが興味なさそうにそう忠告するが、そのカイゼル帝国の第二王子なわけだし、本当にその通りになるかもしれない。

			「神無月先輩。彼はカイゼル帝国の第二王子なんです。だから……」

			「ああ。あの校内対抗戦の実況を聞いていたから、知っているよ。肝に銘じるとしよう」

			「フン……所しよ詮せん俺は庶民の血が混じった存在だ。肩書ほど大層な存在じゃない」

			　相変わらずクールなブルードの様子に、俺は思わず苦笑いを浮かべた。

			「さて、もっと誠一君と楽しいひとときを過ごしたかったが、そういうわけにもいかない。なんせ、自分のクラスから何も言わずに飛び出してきたからね」

			「アンタは何をやってるんだっ！」

			　神無月先輩のことだから、勇者たち全体に言わずとも、翔太たちには何か一言くらい残してきたと思ってたのに……何か異世界に来てから、神無月先輩のポンコツぶりが爆発してる気がする。

			　かと思えば、大事な部分ではしっかりしてるから性質たちが悪い。

			「まあそう怒るな。それだけ君が心配だったのさ……それじゃあ皆さん、お邪魔いたしました。お義父様とお義母様も、久しぶりにお顔を見ることができて嬉しかったです」

			「いいのよぉ、私たちも華蓮ちゃんの顔が見れて嬉しかったんだから」

			「そうだな。いつでも嫁に来てくれていいからな？」

			「え、本当ですか!?　じゃあこのまま連れて帰りますね！　大丈夫です！　監禁して、誰の目にも触れさせないようにしますから！」

			「どうしてそうなる!?」

			　なんだか話がすさまじくヤバい方向に進みそうだったので、俺は神無月先輩の背中を押して教室から退出させた。

			「はいはい、翔しよう太たたちが心配してますから！」

			「むぅ……まあ言質はとったんだ。挙式は今度にしよう」

			「あれ!?　さっきの冗談じゃないの!?」

			　おかしいな……俺の知る神無月先輩からどんどん離れていってるぞぉ？

			「仕方ない、本当に帰るとしよう。……誠一君。君が無事で、本当によかったよ」

			「神無月先輩……」

			「やっぱり監禁されないか？」

			「なんでやねん!?」

			　思わず関西弁でツッコむと、神無月先輩は笑いながら今度こそ自分のクラスに戻って行った。

			　それを確認して俺も再び教室に戻ると、妙な雰囲気が漂っていた。

			「……誠一先生」

			「ん？」

			　ブルードが真面目な顔で俺を呼ぶ。

			「勇者は全員あんな嵐のような存在なのか？」

			「違うからね!?」

			　俺はみんなの誤解を解くのに苦労するのだった。

		

	
		
			勇者たちから見た校内対抗戦

			　

			　俺――――高たか宮みや翔しよう太たは、ここバーバドル魔法学園の校内対抗戦を見届けるため、学園の闘技場に来ていた。

			　俺たち勇者には本当なら関係のない行事のはずだったのだが、Ｓクラスの生徒の特訓に付き合うことになり、その結果を見届けるように言われてしまったのだ。Ｓクラスには、俺たちを召しよう喚かんしたカイゼル帝国の第一王子……テオボルトがいるから、誰も断れなかったようだ。

			　正直、Ｓクラスにはいい印象を持っていない。いや、ウィンブルグ王国の第一王子であるロベルトとか、ごく一部は普通に接してくれるしいいヤツだってのは分かってる。

			　だが、それ以上にＳクラスの大半が他者を見下すような連中ばっかりだったのだ。

			　……まあ、俺たち勇者も人のことを言えないけどな。

			　俺たちの中にも急に手に入れた大きな力で周囲を威圧するような行動をとってるヤツがいるわけだしな。

			「……で？　何でそんな上機嫌なんですか？」

			「ん？」

			　俺は隣で珍しくニコニコしている神無月先輩にそう訊きいた。

			「ん～？　知りたいか？　ん？　ん？」

			「珍しいくらいに腹が立つなぁ……！」

			　普段、こういうことをしない神無月先輩なだけに、内容が気になってしまう。

			「気になります。教えてくださいよ」

			「ダメ～」

			　ウゼェ……！

			　いや、最近の神無月先輩はどこか変だった。

			　普段の凛り々りしい姿はどこに行ったのかと思うほど、ポンコツな姿が目に付くのだ。

			　おかしい……絶対にオカシイ……何かあったのは間違いないぞ……。

			　そう言えば、神無月先輩が時々姿を消すときがあるが……それが関係しているのか？

			　結局、神無月先輩が上機嫌な理由が分からないまま、試合が始まってしまった。

			　最初はＣクラスとＡクラスの試合で、俺としては非常に面白い戦いだったのだが、他の勇者には違って見えたようだ。

			「ハッ！　あんな魔法、俺でも使えるぜ」

			「やっぱりこの世界の人間より私たちの方がすごいのね」

			「これじゃあ俺たちが学園を仕切るのも余裕だな」

			　多くの勇者が、彼らを見下しているのだ。

			　俺には何でそんな自信満々になれるのか分からない。

			　何の苦労もせず身につけた力で、人が変わっていくのが俺には怖かった。

			　そんなことを思っていると、Ａクラスのとある生徒が出てきたことで少し雰囲気が変わった。

			　ウィンブルグ王国の第二王子であるジオニスが出てきたのだ。

			「キャーッ！　ジオニス君よ！」

			「あの荒々しい感じが素敵よねぇ」

			「私、アタックしちゃおうかしら？　私たち勇者だし、向こうも邪険には扱わないよね？」

			　女子たちはジオニスの容姿を見て騒ぎ、男子はその様子を面白くなさそうに見つめている。

			　……そう、トラブルのもとになるのは、決して勇者と他クラスとは限らない。

			　勇者の中でも険悪なムードが漂っているのだ。

			　中でも――――。

			「……面白くないねぇ」

			「なぁ、アイツぶっ殺していいんじゃね？」

			「そうそう。力を誇示していいって言われてるんだし、見せしめにさ～」

			　如月きさらぎ正まさ也や、大おお山やま剛つよし、東とう郷ごう蓮れん人との三人だ。

			　如月先輩たちは、特にムードを悪くしていると言ってもいいだろう。

			　その力を使って、何度も女子生徒に迫ってるらしい。

			「……面倒だな」

			　神無月先輩も如月先輩たちの不穏な気配を感じ、顔を顰しかめる。

			　今は神無月先輩や俺たちが何とか抑え込んでいるけど、それも時間の問題だろう。

			　様々な思惑が絡む中、試合は進んでいき、次はとうとう俺たちが特訓を手伝ったＳクラスとＦクラスの試合になった。

			「やっとかよ」

			「つまんねぇよなぁ」

			「てか、Ｆクラスとか秒殺じゃね？」

			「マジウケるんですけど」

			「Ｆクラスかわいそ～」

			「魔法が使えないんだってー。それってどうやって戦うの？　って感じ」

			　勇者たちが、Ｆクラスのことを散々あざ笑う。

			　俺は笑うわけじゃないが、たしかにＦクラスがＳクラスに勝つのは厳しいと思っていた。

			　なんせ、Ｓクラスはもともと魔法の扱いが巧うまい連中を集めたクラスで、そこに俺たちが訓練に付き合ったことでもっと成長したのだ。

			　中でも、ウィンブルグ王国の第一王子であるロベルトは圧倒的だった。

			　もともと俺たち勇者を凌しのぐ実力の持ち主だったのが、もっと強くなったのだ。正直、俺たちの中で最強の神無月先輩でギリギリ戦えるかな？　ってくらいの相手だ。

			　……そう、俺たちは勇者ではあるが、最強ではないのだ。

			　なのに、他のみんなはそれを理解していない。

			　まあ……こうして心の中で言うことしかできない俺は、もっとダメなのだろう。

			　歯がゆい思いをする中、Ｆクラスが入場してきた。

			　すると、男子連中が下種な感情を隠すこともせず、いやらしい笑みを浮かべた。

			「Ｆクラスの女連中って顔だけはいいよなぁ」

			「間違いねぇ。そうだ、どうせなら俺たちが相手してやろうぜ？」

			「お、いいねぇ。Ｆクラスなんて先の見えないクラスにいるんだ。俺たち勇者様の相手をさせてもらえて向こうも光栄だろうよ」

			「まあ抵抗すれば、力ずくでいけるだろうしな！」

			　聞くに堪えない内容に、隣に座っていた賢治が立ち上がろうとする。

			　すると、無表情で神無月先輩が止めた。

			「アイツら……！」

			「賢治、落ち着け」

			「神無月先輩!?　でも……！」

			「相手が多すぎる。それに、悪感情を抱かれてる勇者が、こんな場所で騒ぎを起こしたらどうなるか分からない」

			「ぐっ……！」

			「ただ、これからはより一層勇者たちの動きを注視する必要があるだろう。特に、Ｆクラスへの動きを……な」

			　賢治を宥なだめていると、試合が始まった。

			　Ｆクラスで最初に登場したのは、熊の被り物をした男子生徒だった。

			「なんだよ、アレ……！」

			「ぶはっ!?　何？　キャラ作ってるんですか!?」

			「マジだっせぇ！」

			「無様な負け顔を晒さらしたくないってか!?」

			　登場した熊の男子生徒を散々笑い倒す勇者たち。

			　そんな中、登場してきたＳクラスの生徒は、正直印象の薄い生徒だった。

			　唯一覚えているのは、テオボルトにいつも引っ付いているといったくらいだろうか？

			　とはいえ、腐ってもＳクラスだ。実力は確かだろう。

			　これは厳しい戦いになる……。

			　そう思いながら試合展開を見守ろうとしたのだが――――俺たちは呆然とさせられた。

			「な、なんだよ、アレ……」

			「ウソだろ……？」

			「意味が分からねぇよ……」

			　Ｓクラスの生徒……確か、名前はトリマキーだったか？　とにかく、彼は俺たち勇者から見ても十分な威力を持った魔法を放っていた。

			　だが、Ｆクラスの生徒……ベアードとやらは、その魔法を防いだのだ。――――殴り飛ばして。

			　意味が分からなかった。

			　確かに、ベアードの手にはメリケンサックのような武器が装備されている。

			　だが、明らかに魔法を防いだのは――――ベアードの拳圧なのだ。

			　おい、どこの漫画だよ……。

			　ベアードは、堂々と真正面から歩いてトリマキーに向かっていく。

			　Ｓクラスの生徒相手に、そんな危険な戦いを挑める人間は勇者の中にもほとんどいない。

			　というのに、ベアードはそれをやってのけたのだ。

			　トリマキーは恐怖から大量の魔法を放つも、ことごとく殴り落とされ、そしてとうとう……まさかのかかと落としで倒されたのだった。

			『……』

			　周囲を沈黙が包む。

			　いや、勇者だけじゃない。

			　他の生徒たちも、今のデタラメな戦いに呆然としていた。

			　唯一普通にしているのは、ベアードを含むＦクラスの面々だった。

			　いや……まさか、あれが普通だって言いたいのか？　冗談だろ？

			　そんな沈黙が続く中、試合は次に進む。

			　次の対戦はＳクラスからはテオボルト、Ｆクラスからはそのテオボルトの弟であるブルードが出場した。

			　ブルードとは、カイゼル帝国で会うどころか、その存在すらこの学園に来るまで知らなかった。

			　……王族ならではの裏事情があるんだろう。

			　とにかく、普通の関係ではない兄弟対決になったのだ。

			　テオボルトは、ロベルトほどではないにしろ相当優秀な人間だ。性格はともかくとしてな。

			　勇者の中でも確実に勝てるのは神無月先輩くらいで、如月先輩たちがギリギリ勝てるくらいの実力の持ち主だ。

			　だからこそ、勇者の面々は徐々に正気に返り、さっきの試合を忘れてテオボルトの試合に集中しようとした。

			　

			「ま、まあさっきのはまぐれだろ」

			「そ、そうだよな！」

			「それに次はテオボルト君よ！」

			「ハッ！　ざまぁ！　Ｆクラスの瞬殺決定だな！」

			　それぞれが気持ちを盛り立てるように勝手なことを言っていると、試合はブルードが斬ざん撃げきを意味の分からない方に飛ばすところから始まった。

			「どこ攻撃してんだよぉ！」

			「おいおい、相手がどこにいるのかも分からないんですかぁ!?」

			「魔法使ったらぁ？　あ、使えないんだっけぇ？」

			　言いたい放題、勇者たちが散々にそう言うも、ブルードの斬ざん撃げきは変わることなく変な場所に飛んでいき続けた。

			　テオボルトも、そのことをバカにしながら大量の魔法を放つ。

			　しかし、ブルードはそれらを上手く避けながら攻撃を重ねた。

			　そんな展開がしばらく続くと、しびれを切らしたのか、テオボルトが勝負に出た。

			　強力な追尾型の魔法を放つことで、ブルードを確実に仕留めに来たのだ。

			　だが――――それがブルードの狙いだった。

			　ブルードはまさかのその魔法を足場にして、テオボルトに超急接近したのだ。

			　それに驚いたテオボルトが避けようとするのだが……何と、その先の足場がブルードの放ち続けた斬ざん撃げきによってボロボロになっており、それに足をとられてこけてしまう。

			　そして、ブルードはテオボルトの首根っこを掴むと、テオボルトが放った魔法の盾としてテオボルト自身を使いやがったのだ！

			　強力な魔法だっただけに、衝突の衝撃も大きく、闘技場全体を砂煙が包む。

			　煙が晴れると、そこには無傷のブルードと黒焦げになり気絶するテオボルトの姿が。

			　ブルードは兄であるはずのテオボルトをまるで汚物のように扱うと、優雅にその場を去った。

			『……』

			　またしても勇者の席を沈黙が包み込んだ。

			　何なんだ？　Ｆクラスって。落ちこぼれとは？

			　俺たち全員の脳内を、そんなことが支配した。

			　しかし、やはりＦクラスだけはこれが当たり前と言わんばかりに平然としている。

			　おかしい……いろいろおかしいぞ……。

			　ベアードの試合がまぐれだと思っていた者たちは、Ｓクラスの二度目の敗北に言葉を失う。

			　だが、如月先輩たちは正気に返ると、テオボルトたちを鼻で笑い始めた。

			「フッ……所しよ詮せん勇者でもないアイツらにはこれが限界なんだろうね」

			「そ……そうだよな！　テオボルトのヤツ、多少はやるかと思ってたんだけどよぉ」

			「ま、結果を見ればってヤツだな」

			　どう見ても虚勢にしか見えないのだが、他の勇者たちには違ったらしく、如月先輩の言葉に続いていった。

			「そうっすよね！」

			「ＳクラスがＦクラスに負けるとか……やっぱり勇者こそが選ばれた存在なんだよ！」

			「あ、次はロベルトが戦うみたいですよ？」

			「ふぅん……ロベルトなら期待できるかもね」

			　次の試合ではＳクラスからは学園最強であるロベルトが出場した。

			　そして、Ｆクラスからは不良のような見た目の男子生徒……アグノスが出てきた。

			「うわっ。頭の悪そうなヤツだなぁ」

			「コイツは楽勝だな」

			　アグノスの様子に、勇者は再び嘲笑あざわらう。

			　……もう読めてきたぞ。どう考えてもフラグじゃねぇか……。

			　一つの予感を感じていると、試合が始まった。

			　そして――――。

			「え？　え？」

			「は？」

			「うそ……」

			　今までとはまた別の意味で意味が分からなかった。

			　ベアードやブルードの試合は、その試合展開の斜め上具合に意味が分からなかったのだが、今目の前で繰り広げられている戦いは、ただひたすらにレベルが高すぎて意味が分からなかったのだ。

			　ロベルトの放つ超強力な魔法の数々。

			　それに釘バット一本で立ち向かうアグノス。

			　接近戦ではアグノスに少しの分があるものの、俺たちでは到達できないようなとんでもない剣けん戟げきが繰り広げられていた。

			　どんどんヒートアップしていく戦いも、とうとう終わりが近づいてきた。

			　お互いに全力という全力を出し切り、次が最後の一撃。

			　二人はもう残っていない全力を気合の一言で生み出し――――結果、引き分けた。

			　勝敗はつかなかった。

			　だが、そんなことはどうでもよかった。

			　さっきまでふんぞり返っていた勇者たちは認めたくなかった。

			　バカにしていたＦクラスの連中が、あんな化物じみた強さを持っているだなんて。

			　珍しいことに、あの如月先輩たちでさえ顔を引きつらせている。

			　俺たち勇者が……いや、会場のほぼすべての人間が信じられないモノを目にした中、やはりＦクラスだけ通常運転だった。

			　あのＦクラスの面々に授業を教える教師は誰だ？　アイツらの普通っておかしくね？

			　まるでこの結果が当然と言わんばかりのＦクラスを見て、誰がこんな非常識集団を生み出したのか気になった。

			　Ｆクラスのベンチに視線を向けると、控えの生徒たちとは別に、生徒ではない者が三人ほどいた。

			　一人はいかにも教師然とした女性だが、どうみてもあの非常識集団を生み出したとは思えない。

			　もう一人は明らかに教師ではない。それどころか、小学生と言っても構わない幼い少女だ。ありえないだろ。

			　そして、最後の一人――。

			　フードを被った、怪しい人物がそこにいた。

			　うん、どう考えてもアイツだろ。怪しすぎるわ。

			　一体何をしたらああなるんだ？　ドーピングか？　でも、正直そんな雰囲気を感じなかった。

			　それに、証拠がなければドーピングしてたって言いがかりになってしまう。

			　第一、Ｆクラスの生徒は魔法を一切使っていないのだ。

			　本当にどうなってるんだ……。

			　俺たち勇者が言葉を失っていると、突然Ｓクラスから一人の男子生徒が現れ、Ｆクラスに文句や罵声を浴びせ始めた。

			　その男子生徒は、確かフリードといった名前で、トリマキーと同じくテオボルトの取り巻きといったくらいの印象しかなかった。

			　フリードの言葉を聞いていると、どうやらフリードはＦクラスで戦っていない男子が一人いるのにＳクラスとＦクラスの対決が引き分けになるのが納得できないと言っているのだ。

			　いや、意味が分からねぇ。

			　二敗して一人引き分けなんだから、むしろＦクラスのおかげでＳクラスの敗北がなくなったって言うのに、なんでアイツはそれを分かっていないんだ？　もし仮にこれで最後のＦクラスの男子生徒が出てきて、フリードが負けたらＳクラスの負けが確定するんだぞ？

			　そんな風に思っていると、案の定Ｆクラスの男子生徒が戦いに参加することになってしまった。

			　まあ、ここから見た感じだと気弱そうな少年といったイメージだったのだが、どうやらフリードが気弱な少年の怒りに触れるようなことを口にしてしまったのだ。

			　もうこの先どうなるか予測できてるよ。

			　思わずため息をついてしまったが……まあ結果はご想像通り。

			　いろいろと酷ひどい負け方をしたのだ――――フリードが。

			　これでＳクラスの完全敗北が決定した。

			　ただ、勇者たちは正直フリードが出てくるまでの試合で、いろいろとプライドやら何やらを打ち砕かれていたので、たった今行われた一方的な試合をまともに見ていなかった。

			　今もまだ、現実を受け入れられずにいると、今度はついにＳクラスの教師が出てきた。

			　よく見ると、Ｆクラスの生徒は気を失っており、あの怪しげなフード姿の人物が生徒を介護する形で抱きかかえていた。

			　Ｆクラスの担任であろう人物が、早く生徒を保健室に連れて行きたいと思っている中、Ｓクラスの教師が文句を言い始めた。

			　その内容としては、不正行為をしたと言っているのだが、証拠も何もない。

			　しかし、Ｓクラスの教師がそう言ったことで、勇者の面々も再度勢いを取り戻した。

			「そうだよな……そうだよな！　普通に考えて、ＳクラスがＦクラスに負けるってオカシイよな！」

			「不正行為とかしてるんじゃねぇよ！」

			「このイカサマ野郎が！」

			「テメェら落ちこぼれは無様に這いつくばってればいいんだよ！」

			　口々に罵声を浴びせる中、Ｓクラスの教師が無防備なＦクラスの担任に向かって魔法を放ったのだ。

			「危ないッ！」

			　その様子を見て、神無月先輩が思わず声を上げた。

			　俺も思わず身を乗り出すと――――俺たちは再び呆然とさせられた。

			　何と、Ｆクラスの教師がＳクラスの先生の魔法を素手で掴んだのだ。

			　ベアードの拳圧で魔法を殴り落としたことも訳が分からなかったが、素手で掴むとかもっと訳が分からない。

			　それはＳクラスの先生も同じだったようで、やはり先生クラスともなると俺たち勇者より圧倒的に強力な魔法をいくつも展開できる。

			　だが、Ｆクラスの先生はもっと化物だった。

			　飛んでくる魔法を掴んだ魔法で撃ち落としたかと思うと、さらに指の間で、新たに飛んできた魔法も掴み、それをＳクラスの先生に直接投げ返したのだ。

			　しかも、その威力がオカシイ。

			　魔法を使った張本人であるＳクラスの先生のモノより、明らかに威力が跳ね上がっていたのだ。

			　そんな威力の魔法を前に、Ｓクラスの先生は尻しりもちをついてしまう。

			　その様子を見て、Ｆクラスの先生も今度こそ保健室に行こうとするのだが、Ｓクラスの先生は諦あきらめなかった。というより、往生際が悪かった。

			　再び大量の魔法をＦクラスの先生に向かって射出したのだ。

			　誰もがＦクラスの先生に直撃すると思った。

			　しかし実際は――――違った。

			『は？』

			　勇者全員が、口をそろえてそう呟つぶやいた。

			　なぜなら、Ｓクラスの先生が放った魔法はＦクラスの先生に直撃するどころか、その直前で標的をＳクラスの先生に変更し、Ｓクラスの先生が放った以上の魔法になってＳクラスの先生を襲ったのだ。

			　いや……その……は？

			　何で魔法を放った張本人が、その魔法でボコボコにされてるの？

			　誰もが目の前の光景が理解できなかった。

			　しばらくして、圧倒的な魔法による暴力がやむと、見るも無残なＳクラスの先生が、人間としての尊厳を奪われたかのような哀れかつ無様な姿で転がっていた。

			　その姿に、勇者だけでなく会場全体が静かになる。

			　Ｆクラスの先生はまるでその空気に耐えられないと言わんばかりに、そそくさと闘技場を去って行った。

			　Ｆクラスの生徒がとんでもなく強いと思っていたが、そうじゃなかった。

			　一番ヤバかったのは、Ｆクラスの先生だったのだ。

			『……』

			　誰もが、今まで見た光景を信じたくなかった。

			　散々バカにし続けてきたＦクラスが、まさか化物みたいな強さを誇ほこる集団だったなんて信じたくなかったのだ。

			　そして、その信じたくないモノを真っ向から否定するため、如月先輩たちはどす黒い感情をあらわにした。

			「許さない……絶対に許さない……強者は……僕たちだけでいいんだ……！」

			　どう考えても八つ当たりでしかないその言葉に、なんと他の勇者たちまで賛同し始めたのだ。

			「そうだッ！　あんな誰かも分からないようなヤツが、俺たちより上だなんて許せねぇ……！」

			「俺たち勇者が上で、他は俺たちに跪ひざまずいていればいいんだよ！」

			「そうよそうよ！」

			　勇者の面々は、Ｆクラスに嫉しつ妬と以上の黒い感情を向けていた。

			　これは……もう、手遅れだな。

			　いつかは正気に返るって思っていたが、もう取り返しのつかないレベルにまで堕ちてしまったようだ。

			　険しい表情で勇者の様子をうかがっていると、一人だけ、驚いた表情で固まっている生徒がいた。

			　それは、ある人物をずっと捜していた世せ渡と愛あい梨りだった。

			　世渡は呆然とした表情で、小さく呟つぶやいたのだった。

			「……せいちゃん……？」

		

	
		
			集結するＳ級冒険者と暗躍する者たち

			　

			　ウィンブルグ王国の王都テルベールにあるギルド本部。

			　いつもは変態たちが騒ぎ、国の兵士たちを困らせているのだが、今のギルド本部は静まり返っていた。

			　そして、普段ギルド本部で活動している冒険者たちは遠巻きにとある集団を黙って眺めているのだった。

			「――――で？　今回私たちを招集した理由は何ですか？」

			　荒くれどもが集まる冒険者ギルドには似つかわしくない、派手さと上品さを兼ね備えた真紅のドレスを身に纏まとった女性が静かに言う。

			　手には扇子が持たれており、口元を隠していた。

			　年齢は二十代ほどで、顔だちも華やかな貴族然とした女性だ。

			「そうだゼ～？　わざわざ転移魔法の使える連中を使ってまで俺たちを集めたんダ。それなりの理由があるんだロ～？」

			　続いて言葉を発したのは、超巨大なアフロ頭とグラサン、さらにアロハシャツと短パンとビーチサンダルといった、異世界であることを忘れてしまいそうになるほどアメリカンでアロハな褐色肌の男性だった。

			　三十代前半といった容姿で、見た目と相まって非常にチャラい。

			「私の愉しみを邪魔したんだ。つまらん用件ならば斬り刻む……と、言いたいところだが、こんなに麗しい女性と過ごせるんだ、見逃してやろう。ところでお嬢さん方、私と熱い夜を過ごしませんか？」

			　物騒なことを口にしたかと思えば最後に残念な発言をしたのは、透き通るような白髪に切れ長の金目を持つ、剣士といった風ふう貌ぼうの凛り々りしい女性だった。

			　その腰に提げられた剣は、たとえ素人しろうとであったとしても一目でただの剣ではないと思わせるだけのオーラがあった。

			　貴族然とした女性と同じく年齢は二十代ほどで、凛りんとした佇まいが女性にウケそうだった。

			「俺も来なきゃダメだったのか？　アンタは俺の立場が分かってるだろ？　この国は差別がほぼないとはいえ、他国から見たらどう思われるか……」

			　困ったような表情でそう言うのは、このギルド本部でもほぼ見ることのない中年の魔族の男性だった。

			　オールバックの紫の髪と、赤色の瞳ひとみ。魔族の象徴ともいえる二本の角を額から生やし、格好は一般的な冒険者の装備と大差ない。

			「ふぁ～……眠いよぉ……帰っていい～？」

			　まったく緊張感のない様子で欠伸あくびをしているのは、少女といっても差し支えない十代くらいの女の子だった。

			　魔法使いのような帽子とローブを身に纏まとっており、もうすでに鼻ちょうちんを作りながら眠っている。

			「俺は何だっていいさ。合法的に人が殴れるならな」

			　銀色の全身タイツに、赤いマフラーを巻いた男性――――【必倒】の異名を持つ、ガルガンドがニヤリと笑いながらそう言った。

			「まあまあ。みんな落ち着こうよ」

			　様々な意見を口にする皆を宥なだめているのは、平凡といった言葉がよく似合う青年だった。

			　平均的な冒険者の装備に身を包んだ茶髪碧眼の彼は、困ったように笑っている。

			　そんなまったく共通点のない彼らの前に立っているのは、ギルド本部のギルドマスターを務めるガッスルだった。

			「ハハハハハ！　相変わらず欲望に忠実なようで安心したぞ！」

			「笑い事ではないでしょう？　この筋肉ダルマ」

			「ありがとうッ！」

			「褒ほめてませんわ……」

			　ガッスルの隣でため息を吐くのは、ギルド本部の受付嬢であるエリスである。
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			　いつも通り漫才のようなやり取りをした後、ガッスルは咳ばらいを一つして真面目な表情で話し始めた。

			「さて、そろそろ本題に入ろうか。今回君たちを呼んだのは他でもない。依頼がきたからだ」

			「依頼？」

			　ガッスルの言葉に、集められた全員が首を捻る。

			「おいおい……俺たちを集めて依頼ってのは穏やかじゃねぇナ～」

			「そうですね……それに、この面々が集められた中、あのお方がこの場にいないのもおかしいですよね？」

			「確かに……俺たちがいて、彼女が来てねぇのはおかしいだろ」

			　アフロの男性や、貴族然とした女性、魔族の男性はそれぞれ思ったことを口にした。

			　そんな彼らの疑問に、ガッスルは答える。

			「ああ、あの方なら後でいらっしゃるとも。なんせ、真っ先にお伝えしたからな。ただ、今は別件で遅れていらっしゃるようだ」

			「まあそれが普通だろうな」

			「それで、私たちを呼んでまでの依頼とやらは何なのだ？　正直な話、私を含む何人かはあまり国から離れたくないのだが……」

			「そうだな、内容を教えてくれ。俺を呼んだくらいだ……人を殴る依頼だろ？」

			「そんな物騒な依頼があるわけないじゃないですか……ないですよね？」

			　剣士の女性がガッスルに訊きく中、ガルガンドの言葉に平凡な青年が疲れたようにツッコむ。

			「うむ。ガルガンド君、残念だが人を殴る依頼ではないぞ」

			「そうか。じゃあな」

			「帰っちゃうの!?　それはダメだよ！」

			　ガルガンドが帰ろうとしたのを、平凡な青年が引き留める。

			「もうここに俺の用はねぇ。放せ」

			「ふぁ～……あ、ガルガンドが帰るの～？　じゃあ私も帰る～」

			「自由すぎるだろ、この人たち！」

			　ガルガンドに続いて魔法使いの少女までもがそう言うので、平凡な青年は全力でツッコんだ。

			「ハハハハハ！　いやぁ、それでこそといった感じだな！」

			「笑ってないでガッスルさんも引き留めてくださいよっ！」

			「頑張れ！」

			「アナタがそんなんだからダメなんでしょ!?」

			　平凡な青年の言葉はもっともであった。

			「冗談はこれくらいにして……依頼の内容を伝えるから、ガルガンド君ももう少し待ってくれ」

			「……チッ。それなら早く言えよ」

			「ありがとう！　さて、君らに頼みたいことなのだが……近々、ここウィンブルグ王国の国王ランゼルフ様と魔族の王……いや、その娘であるルーティア様が国交に関することで会合を開くのだ」

			『っ!?』

			　ガッスルの言葉に、集まった全員の顔色が変わった。

			　特に、魔族の男性は一番の衝撃を受けていた。

			「ここまで言えば分かるだろうが……諸君らには、その会合の警備を頼みたい」

			「……真面目に大きな依頼ですね」

			　ため息を吐きながら、貴族然とした女性がそう口にする。

			「うむ。皆も知っての通り、今、魔族との関係はかなり危うい。どこの国とは言わないが、歴史的に見て魔族は我々人間やエルフといった他種族と敵対関係にあることがほとんどだった。ここウィンブルグ王国では差別がないとはいえ、他の国においては魔族との関係は良好とはいえない」

			「……そうだな。俺たち魔族がどれだけ歩み寄ろうとしても、大国が俺たちを悪だと言ってしまえば他の弱小国家じゃ飲み込まれちまう。そしてそれがいずれは世界の共通認識になるからな……」

			　複雑な表情で魔族の男性はそう言うと、すぐに真っ直ぐな視線でガッスルを見つめた。

			「だからこそ、俺たちみたいな魔族でも差別しねぇこの国に迷惑をかけたくなかった。俺たちが出入りしてるってだけでも、その大国を刺激するだろうからよ。……だが……そうか……そこまでしてくれんのか……」

			「気にすることはない！　ここは君たちの我が家でもある！　大国が何だ、気にせず帰ってきたまえ！　筋肉の前に、国や種族など関係ないのだからな！　ということで、私と共に筋トレをしようじゃないか！」

			「あ、それはパスするぜ」

			「冷たいっ！」

			　断られたにもかかわらず、ガッスルは笑顔でマッスルポーズを決めていた。

			　断った魔族の男性も、ガッスルの言葉が嬉しいのか照れながらも笑みを浮かべていた。

			「それで……どうかな？　諸君。この依頼、受けてはもらえないか？」

			　改めてガッスルが真剣な表情でそう告げると、しばらくの沈黙が訪れた。

			　そして――――。

			「しょうがないですね……いいでしょう、私――――コーネリア・アルノルディはこの依頼を引き受けます」

			　貴族然とした女性――――コーネリアは、扇子を閉じるとそう告げた。

			「コーネリア君……！」

			「あ、この依頼にホモン様は参加されるのですか？　私、彼らのパーティ『薔ば薇らの楽園ビー・エル』のファンなのですが……おっと、思い出しただけで鼻から情熱が……」

			「……依頼のためだ、後で招集しておこう」

			「そうですか！　ムフッ……ぐへへへへ」

			「コーネリアくーん？　女性がしちゃダメな顔をしてるぞー？」

			　最後の最後で締まらなかった。

			「俺も構わねぇゼ？　俺だって魔族のダチくらいいるんダ。そいつらが笑えるようになるってんなら、いくらでも手を貸してやるヨ。ってなわけで、アフロス・ディノワールも参加でヨロ～」

			「おお、アフロス君！　助かるぞ！」

			　軽い調子でアフロ頭の男性――――アフロスも参加する意を示す。

			「私を呼んだだけはある依頼内容だ。それに、正直その大国とやらは気に入らない。一体、何人の可憐な女性が魔族にいると思っているのか……私、ユリーネ・レズィも参加しよう。うむ、魔族の女性は実にいい！　彼女たちの魅惑的なボディといったらもう……！　む？　失礼。私も鼻から情熱が……」

			「うむ、ユリーネ君！　参加はありがたいが、依頼中は欲望を控えめにね！」

			　剣士の女性――――ユリーネも、コーネリアと同じく鼻血を出しながらも参加を決定した。

			「ハッ！　俺は国交だとか種族だとか興味はねぇが……一応正義のヒーローを名乗ってるんだ。俺、ガルガンド・ルティックスも参加してやるさ」

			「ガルガンド君！　何を言うんだ、君は立派な正義のヒーローだぞ！」

			「あわよくば人を殴れそうだしな」

			「前言撤回だ！」

			　ガルガンドも動機はともかくとして、参加を表明する。

			「ん～……正直眠いから参加したくないけど～……平和になればゆっくり眠れるもんね～……いいよぉ、ネム・ドルミールも参加で～」

			「ネム君も参加してくれるのか！」

			「Zzz……」

			「もう寝てる!?」

			　魔法使いの少女――――ネムは、鼻ちょうちんを作りながらも参加することを告げた。

			「あはははは……本当に自由な人たちだ。ガッスルさん、僕――――ユースト・ホラーズも参加させてください。僕も、魔族の方々と仲良くしたいですからね」

			「ユースト君……君がいれば、もはや依頼は達成したも同然だな！」

			「それは言いすぎですよ」

			　苦笑いを浮かべる平凡な青年――――ユーストも、ハッキリと参加すると口にした。

			　そして――――。

			「さて……残るは君だけだぞ、オーヴァル君！」

			「……皆が協力してくれるって言うのに、俺が参加しないわけにはいかねぇだろ？　オーヴァル・デミラ、参加するぜ！」

			　魔族の男性――――オーヴァルも参加をすることに。

			　こうしてこの場に集まった人物たちは、ガッスルの依頼を受けることになったのだ。

			　ガッスルは、最後に全員を見渡し、堂々と告げた。

			「諸君、協力感謝する！　――――『Ｓ級冒険者』たちよ、共に依頼を達成しよう！」

			『おお！』

			　ギルド本部に集結したＳ級冒険者たち。

			　彼らは魔族と人間の明るい未来のため、全力を尽くすことを誓うのだった。

			「で、早くホモン様を呼んでくれませんか？」

			「……はい」

			　…………………………誓うのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　――――水晶の置かれた暗い部屋の中。

			　一人の男――――魔王の側近であるクライスが水晶に語り掛けていた。

			「んひっんひっんひっ！　どうだ？　集まったか？」

			『ああ。しかし……あの量を集めるのには苦労したぞ』

			「……んふー。これもすべて、以前の作戦が……テルベールに魔物を放ったにもかかわらずすべて倒されてしまったのが悪いのだ……」

			『ふぅ……正直、あのときのお前に怒りをぶつけてやりたい気持ちもあるが、ワシも失敗するとは思っておらんかった。まさか【鉄人】や【氷麗の魔人】だけでなく【魔聖】までもがあの場にいるとは……』

			　クライスたちが語っている以前の作戦とは、王都テルベールに魔物の大群を転移魔法で送り込んだときのことだ。

			　あの場は誠一の存在により大惨事になることなく済んだが、本当ならば『魔聖』であるバーナバスがいたとしても小さくない被害があったはずだった。

			　それもこれも、すべて誠一がいたがために失敗したのである。

			「計画を練り直さなければいけないかと思ったのだが……今回はある意味運がいい」

			『……ウィンブルグ王国と魔王の娘が国交回復のために会合を行うんだったか？』

			「んひっ！　そうだ」

			　水晶の声に、クライスはニヤリと笑った。

			『また魔物を集めさせられたがどうするつもりじゃ？　もう一度テルベールに魔物を送り込むのか？　もしそうだというなら、以前よりもっと厳しいぞ。魔王の娘との会合ということもあって、ウィンブルグ国王がＳ級の冒険者どもを警備のために集めるという話ではないか。そんな場所に魔物たちを送り込んでも結果は見えている。それなのにどうしようというのじゃ？』

			「ああ……魔物は確かにもう一度テルベールに送り込むつもりだ。だが、今回はさらにもう一人――――エドマンドを送り込む」

			『エドマンドを？　アイツは――――ああ、そういうことか』

			　水晶の声は一瞬怪け訝げんな様子を見せるが、すぐに納得する。

			「分かったか？　別に絶望を集める方法は市民を殺すことだけじゃない」

			『――――魔王の娘を狙うのじゃな？』

			「んひっ！　正解」

			　クライスは歪んだ笑みを浮かべた。

			「人間との友好を願う会合の場で、その人間の手によって殺される魔王の娘……」

			『魔族は怒り狂い、人間と魔族の関係は修復不可能なレベルになるじゃろうなぁ……しかも、そこに魔物の大群が押し寄せれば……』

			「怒り狂う魔族の相手も、魔物の相手もせねばならんのだ。たった一人を殺すだけで、多くの血が流れる……んひっんひっんひっ！　最高だ……最高ではないか！」

			『そのためのエドマンドじゃな？　ヤツならば可能じゃろう。たとえ【魔聖】がおろうともな。何なら、ワシがもうひと手間加えてもいい』

			「んふー。それがいいだろう。以前のような失敗はもうできんのだ。我々【魔神教団】の存在が徐々に世界に知れ渡りつつあるからな……」

			『……そうだな。では、万事抜かりのないよう……』

			「ああ――――」

			　――――すべては、魔神様のために――――。

		

	
		
			『せいちゃん』と『あいりん』の出会い

			　

			「だから、絶対『せいちゃん』っスよ！」

			「いや、誰だよ、ソレ」

			　勇者たちの中でも悪目立ちするグループに所属している世渡愛梨は、地球でレディースの総長をしていた野の島じま優ゆう佳か、世界的なモデルの清し水みず乃の亜あ、現代っ子でギャルの天あま川かわ瑠る美みという、同じグループの三人にそう伝えた。

			「何で分からないんスか!?　あの『せいちゃん』っスよ!?」

			「分かるわけねぇだろ!?」

			　野島は愛梨の理不尽な問いかけについついツッコむ。

			「愛梨がそこまで言うってことは、私たちの知り合い？」

			「いや？　違うっスよ？」

			「じゃあ絶対に分からねぇよ！」

			　清水が助け船を出したものの、愛梨の言葉は斜め上に突き抜けていた。

			「つか、その『せいちゃん』ってのがどうしたワケ？　そもそも愛梨とどんな関係よ？　彼氏？」

			　天川の問いかけに、愛梨は照れくさそうに頭をかいた。

			「い、いやぁ……カレカノだなんてぇ～……照れるじゃないっスかぁ～。……違うっスけど」

			「違うんかいっ！」

			「はぁ……話が進まない。で？　愛梨の言うせいちゃんって人がいたとして、どうするの？」

			「え？　助けたいなぁって」

			「せいちゃんは助けられなきゃいけないような状態なのかよ!?」

			　野島はすかさずツッコむ。

			「全然話が見えてこねぇ！　アタシたちはそのせいちゃんってのは知らないし、結局どうすることもできねぇよ」

			「そ、そんなぁ～……薄情っスよぉ～」

			「アタシは正論しか言ってねぇだろ!?」

			　愛梨がどれだけ『せいちゃん』という人物について伝えようが、知らなければ野島たちにはどうすることもできない。

			　さらに言えば、愛梨は『せいちゃん』に出会った後のプランを何も考えていないのだ。

			　しかし、清水はため息を吐きながらも状況を整理する。

			「ふぅ……取りあえず今分かってることは、愛梨の捜してる『せいちゃん』って人物が、あのＦクラスの中にいたんだよね？」

			「そうっス！」

			「面倒くせぇし、会ってから諸々決めちゃえばいいんじゃね？　ウチらには愛梨の考えが分かんないんだし」

			「き、急に会いに行くとか……嫌われないっスかね……？」

			「面倒くせぇぇぇぇぇぇええええ！」

			　野島の叫びはもっともだった。

			　そんな野島を清水が宥なだめる中、天川が不意にニヤニヤとし始める。

			「ていうか、愛梨の反応みてるとさぁ～、どう考えてもその『せいちゃん』ってのに惚ほれてんじゃん？」

			「え!?　マジかよ!?」

			「……まあ、私もそう思った」

			　野島以外の二人がそう言うのに対して、愛梨は――――。

			「そそそそんなこ、こと、ねぇ……ねぇッスよ!?」

		

	
		
			[image: p_119.jpg]
		

	
		
			『ダウト』

			　三人同時にそう告げた。

			「愛梨……分かりやすすぎるだろ……」

			「いや、優佳分かってなかったじゃん……」

			「そ、そんなことねぇぜ？」

			「まあまあ。……とにかく、愛梨はその『せいちゃん』ってのが好きなんだね」

			　さっきまで面倒くさいなぁと思っていた三人も、やはり女子だからか恋バナの気配に変わると急に興味を示し始める。

			　急に目をギラギラさせ始めた三人を前に、愛梨は顔を引きつらせる。

			「な、なんスか……」

			「――――大人しく洗いざらいはけー！」

			「うわあああああっ！」

			　女子高生、または女子中学生的なノリで揉みくちゃにされた愛梨は降参した。

			「わ、分かったっスから！　言うっスよぉ！」

			「よろしい」

			「そうそう、諦あきらめって肝心じゃん？」

			「おう、それじゃあ教えなっ！」

			　どこか恨うらめし気に愛梨は三人を睨にらむと、ため息をついて語り始めた。

			「はぁ……ウチとせいちゃんの出会いは中学っス。今でこそ、こうして優佳たちと一緒にいるっスけど昔はボッチだったんスよ？」

			「マジかよ!?」

			「愛梨が……？　信じられない」

			「めっちゃ意外～」

			　愛梨の衝撃の事実に三人は驚きを隠せない。

			　この三人は愛梨が高校に入ってからの付き合いであり、中学時代の話などはほとんどしたこともなかった。

			「まあウチがこうなったのは中学の後半からで、それまでは本当にボッチだったんスけど……今こうしていられるのは、せいちゃんのおかげなんスよ」

			「え？」

			　またも予想外の展開に思わず間抜けな声を三人は出した。

			「さっきボッチだったって言ったっスけど、お昼のご飯とか人ひと気けの少ない屋上へと続く階段で食べてたんス。いやぁ、懐かしいっスねぇ」

			　愛梨はそう言うと、昔のことを思いだすのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「はぁ……」

			　中学のとき。

			　ウチ――――世渡愛梨は、ため息を吐きながら一人寂さびしくお弁当を食べていました。

			　一人でお弁当を食べていたのは……お察しの通り、友達が一人もいなかったからっス。今と違って引っ込み思案だったんスよ？

			　それはともかく、ウチは中学に入ってからこの屋上へと続く階段という絶好のボッチ飯スポットを発見し、それからは毎日ここで、ボッチでお弁当を食べていたんス。

			　どこの中学もだいたい同じだと思うっスけど、ウチの中学も例に違わず屋上が立ち入り禁止だったからできたボッチ飯っス。屋上を立ち入り禁止にするくらいなら、屋上への階段なんてなくせばいいのに。まあ、避難するときとかに使うんだろうけど。

			　結果的にウチも使わせてもらってるから、別にそこまで不満はなかったっス。

			　そんな中で、いつも通り弁当を食べ終わろうかってときに――――せいちゃんはやって来たっス。

			「あれ？　人がいる!?」

			　突然現れたせいちゃんに、ウチも固まるしかなかったっスね。まさか、ウチ以外にもこんなボッチ飯スポットにやって来る猛者がいるとは思わなかったっスから。

			　そんなせいちゃんと初めて会ったときの印象は……アレっスね。典型的ないじめられっ子ってヤツっス。

			　だって超おデブなうえにこういっちゃアレっスけど、顔もいいとは、とてもじゃないけど言えないような見た目だったっス。

			　独特な臭いもしていたようで、ウチは気にならなかったっスけど、それが他の人には嫌な臭いだったらしいんス。

			　そんな諸々の要素が重なって、せいちゃんはかなりキツイ虐いじめを受けていたんスよ。

			　幸いウチは、友達がいないだけで虐いじめられてはいなかったっスけど……。

			　とにかく、お互いにこんな場所に人がいるとは思っていなくて、しばらくの間沈黙が続いたんス。

			　最初に沈黙を破ったのは……せいちゃんだったっス。

			「えっと……ボッチ？」

			「アンタが言うんスか!?」

			　まさかのセリフに、ウチは思わずツッコんでしまったっス。

			　でも、せいちゃんはそんなウチの様子なんて気にせず、笑ってた。

			「ははははは！　確かに、俺が言うのはおかしいよな！　泣けてきたっ！」

			「ご、ごめんなさい？」

			「疑問形で謝られると余計に辛つらいねっ！」

			　このときからせいちゃんのテンションは高くって、最初はついて行けなかったっス。

			「で、なんでこんな場所で飯食ってるんだ？」

			「いや……アンタがここに来た理由とほぼ一緒だと思うんスけど……」

			「え……じゃあ本当にボッチ飯なのか!?　ウソだろ!?」

			「アンタもボッチ飯のくせに、よくウソだって言えたっスね……」

			「あ、本当だ。いや、でも、俺は虐いじめられてるから一人で食べてるんだけどさ、なんか君は俺とは違って、虐いじめられてるようには見えないんだよなぁ。だから、なんでこんな場所で食べてるのかなって」

			「……アンタには関係ないっスよ」

			「そりゃそうか。でも、ここが使えないんじゃなぁ……他にボッチ飯ができるような場所は知らないし……」

			　困った様子でそう言うせいちゃんを見て、ウチはこう言ったっス。

			「……それじゃあ、一緒に食うっスか？」

			「え？」

			「アンタ、虐いじめられてるんスよね？　なら、飯のときくらいはゆっくりしたいんじゃないっスか？」

			「そりゃあありがたいけどさ……君はいいの？」

			「ここで拒否するほどウチは鬼じゃないっスよ」

			「そっか……じゃあお言葉に甘えて」

			　――――これが、ウチとせいちゃんの奇妙な関係のスタートだったっス。

			　それからウチとせいちゃんは昼休みのたびに屋上へと続く階段に集まっては、ボッチ飯……いや、ボッチ同士でご飯を食べました。

			　話してみると、せいちゃんはテンションがすごく高くて、時々ついて行けないときはあるものの、とてもいい子だってことが分かったっス。

			　それに、趣味も全然違う二人だったっスけど、せいちゃんは意外と聞き上手なところもあって、ウチも話すのが楽しいって思うようになりました。

			　そんな日がしばらく続き、ウチは初めて仲良くなった……と言うより、『友達』といえる存在が初めてだったこともあって、思い切って切り出したっス。

			「せ……せいちゃんっ！」

			「へ？　せいちゃん？」

			　せいちゃんと初めて呼んだことで、せいちゃんはポカンと間抜けな表情を浮かべました。

			「そうっス！　『柊誠一』の誠一からとって、せいちゃんっスよ！」

			　そうだ……せいちゃんの本名は、『柊誠一』だったっス。

			　このときからずっとせいちゃんって呼んでたせいで、すっかり忘れていたっス。

			　……それに、『せいちゃん』って呼び方が通じるのはウチらだけって思ったら……なんだかせいちゃんっていう響きが特別なもののような気がして、嬉しかったんスよ。

			　ともかく、初めて『せいちゃん』と呼ばれたことで呆然としてたかと思えば、すぐにせいちゃんは頬を染めて笑ったっス。

			「いや、何つーか……そんな風に呼ばれたことねぇから、すげぇ照れくせぇなぁ……」

			　可愛かわいかったっス。

			　いや、他の皆がどう思っているかは知らないっスけど、ウチにとってせいちゃんの笑顔は史上最強に可愛かわいかったっス。知ってるっスか？　ギャルの間でカワイイは正義なんスよ？

			　……他の世界でも同じかもしれないっスね。

			　でも、ウチの要望はこれだけじゃなかったっス。

			「んで、せいちゃんにはウチのことを『あいりん』って呼んでほしいんスよ！」

			「あいりん!?　おいおい、お互いボッチだぜ？　無理すんなよ……」

			「酷ひどくないッスか!?」

			「冗談だよ。ただ……その……その呼び方はなぁ……」

			　せいちゃんが口ごもって、なかなか『あいりん』って呼んでくれないので、ウチが思わずシュンとしているとせいちゃんは慌てて呼んでくれたっス。

			「あ、あいりん！」

			「へへへ～……照れくさいっスねぇ～」

			「俺の方が照れくさくて死にそうだよッ！」

			　両手で顔を隠し、そうツッコむせいちゃんをウチはしばらく弄いじったっス。

			　こうしてお互いの呼び方が一新してから、またウチらは仲良くなっていったっス。

			　……そうっスね。もう認めるっスけど……このころから、ウチはせいちゃんのことが異性として気になっていたんスよ。

			　まあ、友達がいなかったウチに、恋愛なんてとんでもなくハードルが高くって何もできなかったっスけどね。

			　ただ、この昼の時間以外で、せいちゃんと会うことはなかったっス。

			　ウチから話しかけに行こうとしても、せいちゃんが避けてきたんスよね……。

			　最初はショックで、とても辛つらかったんスけど……せいちゃんは虐いじめられてたっスから、それにウチが巻き込まれないようにしてるんだって気付いて……それでまた、ウチは辛つらくなったっス。

			　そしてある日突然、いつも通り二人でお昼を食べていると、せいちゃんが不思議そうな表情で訊きいてきたっス。

			「そう言えば、あいりんって何でボッチなんだ？」

			「いきなり酷ひどい質問っスねぇ!?」

			　ウチがそう言うと、せいちゃんは慌てて続けた。

			「あ、いや、ごめん。悪い意味じゃねぇんだ。ただ、あいりんって俺と違ってさ、虐いじめられてるわけでもないじゃん？　だからさ……」

			「……ウチだって、好きでボッチやってたワケじゃないっスよ。でも、ウチは会話することが苦手っスから……」

			「俺とこんだけしゃべれるのに？」

			「せいちゃんは……まあ……話しやすいんスよ。それに、ウチは自信がないし……」

			「おいおい、もっと自信持てよ！　あいりんは可愛かわいいんだし、ちゃんとオシャレして、今俺と会話してるように他の人とも接すれば絶対友達できるって！」

			「か、可愛かわいい!?」

			　突然せいちゃんに可愛かわいいって言われたことで、ウチは慌ててしまったっス。

			「ん？　変なこと言ったか？」

			「い、いや……だって可愛かわいいなんて……」

			「……あー……さすがに昔みたいに羞恥心もなく言い切れないけど、いいと思ったことはちゃんと口にしねぇと相手に伝わらねぇだろ？　だから、これは俺の本心だよ」

			「あ、えっと……その……」

			　せいちゃんの言葉が本心だって分かると、さらに混乱してしまったっス。

			　頭が真っ白で、どうすればいいか必死に考えてたんスけど、気付けばウチの口は自然と動いてたっス。

			「……せいちゃんは……ウチがオシャレした姿……見てみたいっスか？」

			「うん」

			　何の躊躇ためらいもなくせいちゃんはそう頷いた。

			　――――それからっスね。ウチがオシャレに気をつかうようになったのは……。

			　最初は何も分からなくて、いろいろな雑誌を見ては化粧の仕方とか服の選び方とか学ぼうとしたんスけど、どうしても一人じゃ限界があったっス。

			　だから、ウチは初めて勇気を出して同じクラスの女子に話しかけたっス。

			　怖かったっスけど、それ以上にせいちゃんにもっと可愛かわいいところを見せたかったっスからね。

			　勇気を出して話しかけてみれば……自分でも拍子抜けしちゃうくらい、すんなりと女子のグループに馴染むことができたっス。

			　しかも、せいちゃんと同じように会話できるんスよ。

			　気付けばウチもちょっとギャル風とはいえ、オシャレができるようになってたっス。

			　そこから徐々にウチの学校生活が変わっていったっス。

			　まず、女子だけでなく他の男子からも声をかけられるようになったっス。

			　最初はせいちゃん以外の男子と会話することに緊張してたっスけど、これも時間が経てば何てことなくなったっス。

			　それに、未だに信じられないんスけど、男子から告白される回数がメッチャ増えたっス。

			　何となく仲良くなってきたなぁって男子から、いかにも女遊びが好きそうな男子まで……とにかくいろんな種類の男子から告白されたっスねぇ……。

			　でも残念ながら、ウチの心が動くことは一度もなかったっス。

			　ウチはせいちゃん以外ありえなかったっスから。

			　こうしてウチはボッチの学校生活から明るい学校生活に変わっていったっスけど……その代わりに、一番大切なモノを失ったっス。

			　昼休み。

			　せいちゃんが――――来なくなったんス。

			　ウチは根気強く昼休みに屋上へ続く階段に通い続けたっスけど、せいちゃんが戻ってくることはなかったっス。

			　それに、ウチに新しい友達ができたことで、自由に動ける時間が減っていたんス。

			　だから必然的にお昼も屋上へと続く階段じゃなくて、その友達と食べることになったっス。

			　そこで初めて……ウチはボッチがよかったって……そう、考えてしまったんスよ。

			　結局ウチは、せいちゃんに再会することなく中学を卒業してしまったっス。

			　幸いなことに、高校は同じだってことが噂……というか、虐いじめられてるって情報として入ってきて、複雑な気持ちながらも嬉しかったっス。

			　でも、またウチはせいちゃんと会うことができなかったっス。

			　教室に突撃しても、校内を探し回っても……会うことができなかったっス。

			　まるで、ウチ自身が避けられてるみたいに……。

			　あとで知ったことだったんスけど、せいちゃんは一時期本当に引きこもっていたらしいんスよ。

			　あの気丈に……前向きに振舞っていたせいちゃんが引きこもるだなんて想像もできなかったっス。

			　せいちゃんがそうなるくらい、ウチが知らないところで辛つらいことがあったってことなんだと思うっス。

			　そんなときに、何の力にもなれなかったことが……メチャクチャ悔しかったっスよ。

			　……せいちゃんはウチの背中を押してくれたっス。

			　その想いは無駄にしたくなかったっスから、ウチはウチなりに……せいちゃんに感謝しながら今まで楽しく過ごしてたっス。

			　そんなときに、みんなと同じでこの世界へと急に連れてこられたんスよ。

			　最初は混乱が大きかったっスけど、冷静に考えてこういうときこそウチがせいちゃんを助けなきゃって……。

			　今のウチなら、せいちゃんを守れると思ったっスから――――。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「――――とまぁ……こんな感じっスかねぇ……」

			「ベタ惚ぼれじゃん」

			「砂糖吐くかと思った」

			「お前もそのせいちゃんってヤツも……苦労してたんだなぁ……」

			「散々な感想っスね!?　優佳は感情移入しすぎっスよ！」

			　瑠美と乃亜は若じやつ干かん呆れた目をしているが、優佳はウチの話を聞いて泣いてました。うん、優佳はこういうヤツだったっス。

			「いろいろ言ったっスけど、せいちゃんはウチの恩人なんスよ。だから、ありがとうって言いたいんス。そして、今度はウチが助けてあげたいんスよ」

			　ウチがそういうと、三人は顔を見合わせました。

			「ったく……しゃーねーなぁ！　そんな話を聞いちまったら、手伝いたくなるじゃねぇか！」

			「正直メンドイけど、愛梨のためじゃん？」

			「うん。手伝うよ」

			　ウチは三人の言葉に、思わず聞き返してしまったっス。

			「本当にいいんスか？　みんな、せいちゃんと関わりがあるわけじゃないっスけど……」

			「いいんだよ。アタシたちの愛梨が世話になったんだ。だったらアタシたちも感謝しねぇとな」

			「別にウチは優佳たちのモノじゃないっスよ？」

			「そういう会話じゃねぇだろ!?　流れを察しろよッ！」

			　優佳のツッコミに、ウチは思わず笑ってしまったっス。

			　……せいちゃん。せいちゃんのおかげで勇気を貰ったウチは、こうして大切な友達を手に入れることができたっスよ。

			「んじゃあ、早速Ｆクラスに突撃しようぜ！」

			「だ、だから……急に会いに行くと……嫌われないっスか……？」

			「本当に面倒くせぇなぁ!?」

			　そう優佳にまたツッコまれたっス。

		

	
		
			渦中のテルベールともう一つの陰いん謀ぼう

			　

			「ったく……こんな辺境の地で会合とはなぁ」

			「ぎゃはははは！　そう言ってやるなよ！　これが成功すりゃあ、魔神様の復活に一歩近づくんだろぉ？」

			「……その通り。むしろ、大国でないからこそ難易度も下がる」

			　王都テルベールの付近の森に、三人の人影があった。

			「つか、なんでお前らまでいるんだ？　今回の件を任せられたのは俺だけだろ？」

			「……今回の件は、お前も分かるだろうが、それだけ重要なのだ。失敗はできん」

			「そうだぜぇ？　最悪俺たちが死のうが……目標をキッチリ始末しねぇとなぁ」

			「まあ……成功率が上がるんなら文句はねぇよ。とはいえ、使徒である俺たちが三人もいるんだ。それに、クライスの野郎から魔物も預かってる。失敗なんざねぇと思うがよ」

			　一人が自信満々にそう言うも、もう一人が冷静に口にした。

			「……残念だが、それも怪しい」

			「あ？」

			「……デミオロスがやられた」

			『っ!?』

			　その言葉に、二人が驚く。

			「おいおい、何かの冗談だろぉ？」

			「そうだ。そりゃあアイツは戦闘部隊のヤツじゃねぇが、使徒の一人であることに変わりはねぇ。それが倒されただって？」

			「……俺も初めは驚いた。だが、本当らしい。それも、バーバドル魔法学園でやられたそうだ」

			「はぁ!?　ガキどもにやられたってのか!?」

			「……詳しいことは分からん。だが、アングレアも同様だ」

			「アングレア？　……ああ、あの哀れな女か。アイツがどうなろうが知ったこっちゃねぇが、デミオロスの方は無視できねぇな……」

			「……何はともあれ、我々の予想外のことが起こるかもしれない。今回の件も、気を引き締めろ」

			「ぎゃはははは！　任せとけっ！」

			「……お前が一番心配なのだがな……」

			　三人は会話を終えると、闇やみに溶けるようにその場から消えていった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「久しぶりね、アナタ」

			「エレミナ……」

			　王都テルベール、城内にある自身の私室で、ランゼは一人の女性と向かい合っていた。

			　緩ゆるいウェーブのかかった神々しく輝く金色の髪を腰まで伸ばし、豪華なマントとドレスアーマーに身を包んでいるのは、ウィンブルグ王国の国王、ランゼの妻であり、Ｓ級冒険者……『雷女帝』の異名を持つ、エレミナ・キサ・ウィンブルグだった。

			「まさか魔族の王と会合をするなんてね」

			「ああ。これがどう転ぶかは分からねぇが……いちいちどこぞの大国に怯えるのも面倒だしよ。魔族だって悪いヤツらじゃねぇんだ」

			　飄々とした様子でそう語るランゼに、エレミナは笑みを浮かべた。

			「アナタは相変わらずね……でも、私はそんなところが好きなのよ」

			「……やめろよ、照れるじゃねぇか」

			　珍しいことにランゼは側室をとっておらず、エレミナとの夫婦仲はとてもよかった。

			「エレミナは会合の警備のために帰って来てくれたんだろ？」

			「そうよ。それに、一応私も王妃だしね。アナタのおかげで私の我わが儘ままでもある冒険を続けられているんだもの。こういうときは私がアナタの力になるの」

			「助かるぜ」

			　久しぶりの再会でお互いにゆっくりと話したいことも多かったが、すぐそこまで魔族の王である魔王の娘が来ているのだ。

			　それぞれが自身の役割を自覚しているため、今は静かに見つめあうだけに留める。

			「……さて、そろそろ準備をしねぇとな」

			「……そうね。私も他のＳ級冒険者たちと合流するわ」

			　エレミナはそう言うと、マントを翻してその場から去ろうとした。

			　だが――――。

			「きゃっ！」

			「……」

			　エレミナのマントが近くの観葉植物に引っかかり、その反動で付近に置いてあった壺が地面に落ち、エレミナはその場に転げ、さらに上から観葉植物が倒れてきた。

			「いったあああああい！」

			「…………はぁ。そのドジ具合は変わってねぇんだな……頼むから、魔族の方々の前で粗相するなよ……」

			　頭にたんこぶを作ったエレミナを抱き起こしながら、ランゼはそうぼやくのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「……あそこに見えるのが、ウィンブルグ王国の王都？」

			「そうです」

			　魔族の集団が、王都テルベールへの入り口である門の近くにいた。

			　彼らこそ、今回ウィンブルグ王国で会合を行う魔族軍の一行だった。

			　魔王の娘であるルーティア・ビュートを筆頭に、第三部隊隊長のレイヤ・ファルザーなど、魔族軍の隊長全員がこの場に来ていた。

			「ルーティア様。我々全員を連れてきてよかったのでしょうか？　グランベージュの守りの方は……」

			「……大丈夫。白龍神が守ってくれるって」

			「ああ、白龍神様がいらっしゃるのなら……大丈夫ですね」

			　レイヤが自身の不安を告げたが、ルーティアの言葉ですぐに安あん堵どした。

			　しかし、その後にルーティアは表情を曇らせ、少し俯うつむいた。

			「……ただ、クライスは残った。どうしてついて来なかったんだろう？　大丈夫かな？」

			「……ルーティア様。アイツの心配など無用でしょう。それよりも今回の会合を必ず成功させて、アイツを驚かせてやりましょう」

			「……うん、そうだね」

			　ルーティアはレイヤの言葉に小さく頷くと、前を向いた。

			　その様子を見て、第二部隊隊長のゾルア・ワルトーレが不満そうな声を上げた。

			「なぁ、アイツ殺しちゃいけねぇのかよ？　アイツ、俺たちが出発するってときもずっと人間がどうとか魔族との関係がどうとかほざいてやがったぞ？　あんなヤツ殺しちまった方がよくねぇか？」

			　物騒なことを口にするゾルアに対し、第一部隊隊長のゼロス・アルバーナは静かに宥なだめる。

			「落ち着け。俺もアイツ自身の態度は気に入らないが、そこまですることでもない」

			「あん？　何寝ぼけたこと言ってやがんだ？　……お前も気付いてんだろ？　アイツ、絶対なんか企んでるぜ？」

			「……未だ何の証拠もないんだ、どうすることもできん。……それに大丈夫とは言い切れないが、第一部隊の全員にクライスを監視するように頼んでる」

			「ハッ！　あんな小者の監視とはずいぶん温ぬるい仕事じゃねぇか。魔族軍最強の部隊が聞いて呆れるぜ」

			「なんだと？」

			　ゾルアとゼロスの間に不穏な空気が漂い始めると、懲ちよう罰ばつ部隊隊長のジェイド・レーヴェンが呆れながら声をかける。

			「ちょっとぉ……元気なのはいいけど、場所を考えなさいよねぇ？」

			「あ？　俺は事実を告げたまでだぜ？」

			「コイツが突っかかって来るからだ」

			　同時に声を発したゾルアたちに、ジェイドはため息を吐く。

			「はぁ……何でこんなときは息ピッタリなのよ……もぅ、そんなところが可愛かわいいんだからっ」

			「「……」」

			　ジェイドの何気ない一言に二人は沈黙した。

			「……ゾルア、ゼロス。ありがとう。でも、クライスも魔族の大切な仲間だから。大丈夫」

			「……了解」

			「……御意」

			　ルーティアは微ほほ笑えみながら二人にそう告げ、二人は顔を見合わせて頷いた。

			　そんな流れを黙って見ていた第四部隊隊長のリアレッタ・バルヘイムは、同じように成り行きを見守っていた第五部隊隊長のウルス・バミューに話しかけた。

			「はぁ……ここでも喧けん嘩かするんじゃないかってヒヤヒヤしたわ。ねぇ？　ウルス」

			「……」

			「……ウルス？　って気絶してる!?」

			　ゾルアとゼロスの不穏な空気に、ウルスは気絶していた。

			　そんな会話をしながら、ルーティアの一行はとうとう王都の門に辿たどり着いた。

			「……ここが……王都テルベール……」

			　小さくルーティアは呟つぶやくと、門の中に入ろうとする。

			　すると、門番をしていた兵士に止められた。

			「おっと、すまねぇ。お前さんら、検問を受けてもらいたいんだがいいか？」

			　どこか気だるげな様子でそう訊きいてきたのは、ウィンブルグ王国の兵士であるクロード・シュライザーだった。

			　クロードがいつも通りの気の抜けた対応をルーティアにしたため、ゾルアが食って掛かろうとするが、ルーティアに先に手で止められた。

			「……大丈夫。でもどうして？」

			　ルーティアの言う『どうして？』とは、魔族軍の一団がやって来るという話が門番に届いていないのか？　という意味も込めての言葉だった。

			「ん？　いやぁ、何でもこの国に魔族のお偉いさんたちが来るらしくってよ。何かあってからじゃ困るから、こうしてしっかり検問をするわけだ。てか、よく見るとお前さんら全員魔族かい？」

			「……そう。それで、私たちがその魔族軍の一団」

			「へぇ、なるほどな………………ええええええええええええ!?」

			　クロードは単純に気付いていないだけだった。

			「あ、その……すんませんでしたぁッ！　おい誰か！　魔族軍の方々がいらっしゃったって急いで陛下にお伝えしろ！」

			「おうっ！」

			　勢いよく頭を下げた後、クロードはすぐに仲間の兵士に指示を飛ばした。

			　そして、気まずそうにしながら改めて謝罪した。

			「あのぉ……いや、本当に申し訳ないです……」

			「……大丈夫。貴方のおかげで、この国が私たちのことをしっかり考えてくれてるって分かったから。だからこちらこそ、ありがとう」

			「へ？」

			　予想外の感謝に、クロードは間抜けな声を出す。

			　そんなことをしていると、迎えの馬車がすぐにルーティアたちの下にやって来た。

			　ルーティアたちが馬車に乗り込むのをしばらく呆然としながら見ていたクロードだが、やがて正気に返るといつも通りの言葉を笑顔で告げた。

			「あ、忘れてたわ――――ようこそ、テルベールへ！」

			「……うん、ありがとう」

			　こうして、様々な思惑や組織が、ウィンブルグ王国のテルベールへと集っていくのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　カイゼル帝国・王の部屋。

			　現帝王のシェルド・ウォル・カイゼルは玉座で足を組んだまま、帝国随一の魔法使いであるヘリオ・ローバンと、とある計画について話し合っていた。

			「――――陛下。Ｓ級冒険者に続き、ついにウィンブルグ王国に魔王の一団が入国したようです」

			「そうか」

			　ヘリオの報告を受け、シェルドはニヤリと笑う。

			「準備の方はどうだ？」

			「ハッ。地道に集めてきたダンジョンの武具を与えた部隊を、各方面に配置しております。後は陛下のお声一つですべてが終わるでしょう」

			「ククク……ザキアはどうした？」

			「あやつは今、デオール王国の方に配置しております。デオール王国のあとは、そのまま付近の部隊と合流して、その後の動きは同じようにと伝えてあります」

			　ヘリオの言葉に、シェルドは笑みを深めた。

			「そうだ、それでいい。【王剣】は我のために力を振るえばよいのだっ！　ヘリオ、ザキアが不在の今、誰が我の警護を担当しておるのだ？」

			「――――私でございます」

			　その言葉と共に影の中から突然出現したのは、全身黒くろ装しよう束ぞくで目元以外顔が分からない不気味な男だった。

			　目の部分だけ露出した黒色の頭巾をかぶっており、唯一見える目は三白眼で、その下には濃い隈があった。

			「ほぅ？　貴様か、ルティス」

			「ハッ……ザキアがいない間の警護は、我々暗殺部隊が引き受けております。他国からの暗殺や襲撃は心配無用です」

			「ハハハハハ！　貴様が警護なら心強いな。……そう言えば、以前ウィンブルグ王国に送り込んだ【黄昏の暗殺者トワイライト・アサシン】はどうした？」

			　その言葉に、ルティスと呼ばれた黒装束の男は眉根を寄せた。

			「……あの獣人は、任務に失敗したようです。所しよ詮せん、獣人は任務一つも満足にこなせない獣以下ということだったのでしょう」

			「そうか……それは残念だな。貴様が技術を叩き込んだと聞いたが……」

			「はい……ですが、我が暗殺部隊には他にも優れた者が多く在籍しております。私の時間が無駄になったというのは大変腹立たしいのですが、あの獣人には大した情報も……自由も与えていなかったので、我が国に損害はないでしょう」

			「フン……まあよい。とにかく、ザキアがいない間の警護、頼んだぞ」

			「御意」

			　ルティスはそう口にすると、再び影に溶け込むように消えていった。

			「さて、準備は整った。この世界を、我が国の旗で――――蹂じゆう躙りんしろ」

			「――――すべては陛下の御心のままに」

			　――――ウィンブルグ王国を中心に大きく事態が動き始める裏で、カイゼル帝国もまた動き始めていた。

		

	
		
			勇者VS誠一

			　

			　俺――――柊誠一は、冥界から帰ってきてからは平穏な日々を過ごしていた。

			　今も俺の目の前ではベアトリスさんが制作した個人個人に合わせたテキストを使って、頭のいいグループが、アグノスのような問題児にテストに向け勉強を教えていた。

			　残念ながら、俺は勉強面では何もすることができないため、見ていることしかできないのだ。無能ですみません。

			　ちなみに、父さんたちはこの間テルベールに向かって出発した。

			　宝箱がいるから、転移魔法でいけると思っていたのだが、どうやら今回は急ぎでもないということで、ゆっくり旅を楽しみながら向かうそうだ。

			　本当ならここは、旅だなんて気軽にできるような平和な世界でもないのだが、なんせ面子が面子だ。

			　だって元勇者一行に初代魔王、それに勇者の師匠までいるんだぜ？　誰がこの集団倒せるんだよ。

			　それに、父さんたちも旅を楽しみにしていたようで、別れるときにこんなことを言っていた。

			『誠さん！　旅行なんて久しぶりねぇ！　美お味いしいモノたくさん食べましょ！』

			『ああ。それにもし地球に帰ることができるようになれば、この世界の何かが儲もうけ話に繋がるかもしれないしな』

			『もう、純粋に旅を楽しみましょうよ？　あ、誠一？　カメラ持ってる？』

			　異世界をここまで全力で楽しめる両親に俺は感服するしかなかった。いや、本当にスゲェよ。

			　とにかく、一時的にとはいえ父さんたちと別れるのは素直に寂さびしい。

			　でも、前とは違って……今は会おうと思えば会えるのだ。

			　そんな当たり前のことができるだけで、俺はもう十分だった。

			　父さんたちの旅に関して心配はないが、それとは別にゼアノスとの別れ際の会話が妙にひっかかっていた。

			『誠一殿。改めて礼を言う。ありがとう』

			『……いや、俺の方こそ。ありがとう』

			『……誠一殿。まあ誠一殿なら心配ないのかもしれないが……一つ忠告しておこう。――――カイゼル帝国とやらには気をつけろ』

			『え？』

			『杞き憂ゆうであればよいのだが……もし私の想像通りなら、カイゼル帝国の帝王は危険だぞ』

			『それはどういう……？』

			『……確証がないため詳しいことは言えぬが、頭の片隅にでもとどめておいてくれ』

			　結局詳しいことは教えてもらえなかったが、俺が思っている以上にカイゼル帝国は厄やつ介かいなのかもしれない。

			　珍しく難しいことを考えていると、不意にアグノスの声が聞こえた。

			「これでどうだっ！」

			「……前回より点数は上がってるけど、何故『気合』という解答が消えないわけ？」

			「そりゃあ『気合』で何とかなるからだ！」

			「なるわけないでしょ」

			　どうやらアグノスの模も擬ぎ試験の点数が上がったようなのだが、相変わらず『気合』の一言で片づけようとしているらしい。

			　そんなアグノスの様子を見て、ヘレンが頭を抱える。

			「あんだけ教えたのにどうして『気合』の一言で済ませるのよ……バカなの？　それとも、そんなバカに時間を割いた私の方がバカなのかしら……？」

			「ひでぇ言われようだな!?」

			「事実でしょ？　てか、イレーネは勉強しなくていいわけ？」

			　バッサリと切り捨てられたアグノスは、思わず呆然としている。

			　そして、ヘレンに訊きかれたイレーネは、髪をかき上げながら余裕の笑みを浮かべた。

			「当然です。この完かん璧ぺきで無敵の私は、勉強においても死角はありません」

			「苦手な部分とかは？」

			「ありませんね。強いて言うなら、字を完かん璧ぺきなバランスで綺き麗れいに書くことでしょうか？」

			「もはや勉強ですらないわね……」

			　イレーネの斜め上の回答に、再びヘレンは頭を悩ませた。

			「あの～、ヘレンちゃん。私のはどうでしょうか～？」

			「ん？　ちょっと待ってね……うん、レイチェルはどんどん良くなってるわね」

			「本当ですか～？　嬉しいです～！」

			　ふんわりと笑うレイチェルに、ヘレンもつられて笑みを浮かべた。

			「ねぇねぇ！　ボクはボクは!?」

			　続いてフローラが終わったテキストをヘレンに渡し、ヘレンがそれを確認すると……。

			「うん、普通ね」

			「普通って何!?　傷つくんだけど!?」

			「いや、普通にできるようになってるって言いたかったのよ。特別よくなったわけでもないけど、普通に成績は上がってるわよ？」

			「おかしい……成績が上がって嬉しいはずなのに、普通と言われると何故か嬉しくない……！」

			　フローラよ。普通とはすばらしいモノなのだぞ。君には一度、テルベールのギルド本部を訪れてほしいものだね！　普通ってすごい！

			「できたー！」

			　ギルド本部の変態たちを思い出し、思わず遠い目をしていると不意にサリアが嬉しそうな声を上げた。

			　何と、サリア専用に作られた勉強テキストを使って、サリアも今まで頑張って勉強していたのである。

			　読み書きに関しては、【果てなき悲愛の森】でアベルの日記を読んだことで習得しているため、そこは問題じゃない。……サリアと一緒になって日記を読んでたってことがアベルにバレなくてよかった。

			「……サリアさん、すごいわね。全問正解よ」

			「本当!?　誠一！　見て見てー！」

			「おお、スゲェじゃねぇか！」

			　答え合わせをヘレンにしてもらい、サリアは満面の笑みで俺にテキストを見せてきた。

			　口にしなくとも体中から『褒ほめて！』というオーラが全開で、俺も笑顔でサリアの頭を撫なでた。

			「ぐぬぬぬぬ……！」

			　ルルネも専用テキストを使って勉強をしていたのだが、サリアとは対照的にテキストと睨にらめっこしたままだった。

			「分からん……分からんぞ……何だ、この『薬草はどちらでしょう』という問題は……！　食えば全部一緒じゃないか！」

			「……食いしん坊、おバカ？」

			「な、なんだと!?」

			　ルルネのトンデモ発言に、思わずと言った様子でオリガちゃんがポツリと呟つぶやいた。いや、間違いじゃねぇな。

			　しかも、ルルネの言っている問題は確かに片方は薬草なのだが、もう片方は猛毒の毒草なのだ。食えば一緒なわけねぇ。片方は食ったら死んじゃうよ。

			　そんなそれぞれの進行具合で勉強を続ける中、特に変わることのない生徒もいた。

			「ブルードは大丈夫そうだな？」

			「フン……どこぞの脳のう筋きんと違うからな」

			「聞こえてるぞゴラァ！」

			「ん？　俺は別に脳のう筋きんと言っただけで、貴様のこととは一言も口にしていないが？」

			「あ、何だよ、勘違いしちまったじゃねぇか～」

			「まあ貴様のことだが」

			「ぶっ飛ばすぞテメェ！」

			　相変わらず仲いいな、おい。

			　とにかく、ブルードは勉強を教えてもらうまでもなく常に高得点をキープしており、同じようにベアードも高得点を維持していた。

			　問題があるとすれば、未だに変わることなくテストの解答が謝罪で埋まるレオンくらいだろう。俺やベアトリスさんもそうだが、これにはヘレンもお手上げ状態だった。

			　――――他のクラスはどんな状況かは知らないが、俺たちのクラスは着実にテストに向けての勉強を進めているのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			　ヘレンを中心にテスト勉強をＦクラスで行うようになって数日が経ったある日。

			　俺がいつも通り教室に向かうと何やら教室内が騒がしいことに気付いた。

			「なんだ？」

			「……教室の中、いつもより人多いね」

			「ん？　言われてみれば……」

			　扉の前で首を捻っているとオリガちゃんがそう指摘し、俺のスキル『世界眼』で確認すると、Ｆクラス全体の人数より多くの人間がＦクラスの教室にいることが分かった。冥界でゼアノスに教えてもらった『生命力』を感知しても、やはり教室内にはいつも以上に人がいる。

			　取りあえず、中に入らなければ何が起こっているのか分からないため、オリガちゃんと一緒に教室に入る。

			　すると、アグノスたち男子陣が女子陣を庇うように、とある集団と対たい峙じしていた。

			「だーかーらぁ……何度も言わせんじゃねぇよ」

			「ああ!?　それはこっちのセリフだ、クソ野郎ッ！」

			「は？　お前ら、誰に口きいてんのか分かってんの？」

			　アグノスたちと対たい峙じしていた集団は……何と俺と同郷の勇者たちだった。

			　しかも、何故か男子しかいない。

			「俺たち勇者だぜ？　魔王から世界を守るために俺たちが助けてやろうってんだ。そんな相手にずいぶんと舐めた口きくじゃねぇか」

			「知るか、バカ野郎！　テメェらが勇者だからって、すべてが許されると思うなよッ！」

			「お前らこそ、立場分かってんの？　この間の校内対抗戦なんてどうせイカサマしたから勝てたんだ。そんな連中が俺たち勇者に勝てると思ってんのか？」

			　どうも険悪な雰囲気だということは分かるのだが、何故こんなことになっているのか全然分からない。それこそ勇者がこの場にいる理由も。……神無月先輩なら意味もなく突撃してきそうだけどさ。

			　しかも、残念なことに教師の立場であるベアトリスさんやアルはこの場にいないのだ。

			　それはともかく、まさか前回の校内対抗戦の結果をイカサマって言われるとは思わなかったぞ……。

			　確かに俺が魔法を使えるようにしたんだし、そこをイカサマと言われたらグレーゾーンかもしれないが、アグノスたちは魔法を使わずに倒したんだ。だから俺の力なんて関係ない。アグノスたちの実力だ。

			　取りあえず、俺はアグノスたちに近づいた。

			「一体何の騒ぎだ？」

			「あ、兄貴！」

			「お前は……！」

			　アグノスたちと勇者の間に割って入る形で近づくと、アグノスは顔を輝かせ、勇者たちは顔を顰しかめた。

			　勇者の集団に視線を向けると、大おお木きや小こ林ばやし、青あお山やまといった地球で俺を虐いじめていた連中が揃っていた。本当に何しに来たんだ？

			　以前はこの面子だったら足が竦んでいたのだが、サリアとルルネが絡まれていたのを助けて以来、何とも感じなくなっていた。

			　青山たちもそのときのことを思いだしたのか、俺の姿を見て激しく睨にらみつけてくる。

			　そんな視線を無視して、俺は勇者たちに問いかけた。

			「ここはＦクラスなんだけど……勇者である貴方たちが一体何の用で？」

			「――――いやぁ、別に難しい話をしてたんじゃないよ？」

			　俺の問いかけに対し、答えたのは小林たちではなく、その背後で黙っていた三人の中の一人だった。

			　よく見ると、地球で活躍していたアイドルグループの一人……如月正也先輩だった。

			　詳しいことは知らないが、如月先輩こそ俺なんかとは真逆のすごい人で、正直接点がない。

			　如月先輩は整った顔を笑顔にするが、その笑顔に何となく嫌な感じがした。

			　そんなことを俺が感じている中、如月先輩は笑顔で告げた。

			「そこにいる女たちを僕たちにくれない？　って話さ」

			「……は？」

			　俺は如月先輩の言ってる意味が分からず、間抜けな声を出してしまった。

			　すると、如月先輩と同じアイドルグループにいる東郷蓮人先輩と大山剛先輩が、続いて口を開く。

			「いや、何不思議そうにしてんの？　俺たちにそこの女を寄越せって言ってるだけじゃん」

			「痛い目見たくなけりゃ、大人しく従った方がいいぜ？」

			　大山先輩に至っては、何故か拳を鳴らしながらニヤリと笑っている。

			　それに同調するように青山たちも厭いやらしい笑みを浮かべた。

			　そんな先輩たちに、勇者を召しよう喚かんしたカイゼル帝国の第二皇子であるブルードが口を開いた。

			「貴様らが勇者であることは間違いない。だが、そんな横暴が許されるはずないだろう」

			　ブルードにそう告げられた勇者たちだったが、一瞬顔を見合わせると声を上げて笑い出した。

			「ハハハハハ！　面白いこと言うじゃねぇか。知ってるぜ？　お前カイゼル帝国の第二皇子だろ？　平民の血が流れてるなぁ!?」

			「平民の血を持つ王族で、何の力もない落ちこぼれは引っ込んでな」

			　いや、アンタらも平民でしょ？　少なくとも俺の高校に王族とかいなかったからね？

			　神無月先輩でさえ大財閥の令嬢ではあっても貴族じゃないんだからさ。

			　何で同じ平民でそんなに威張れるの。もう驚きすぎて何も言えねぇよ。

			　先輩たちの言葉に絶句していると、如月先輩は俺たちを見下しながら言った。

			「とにかく、君たち落ちこぼれをこの勇者である僕たちが使ってやろうって言ってるんだよ？　男は僕たちの雑用係を、女は僕たちに奉仕するんだ。……僕は特に君を気に入った。だから君に僕の奉仕をさせてあげよう」

			「え？　私？」

			　如月先輩はサリアを指さした。

			「そうそう。未来のない君たちが、勇者である僕たちの役に立てるんだから感謝するべきだよね？　幸い君のようにＦクラスの女は見た目だけはいいわけだ。僕たちがたっぷり可愛かわいがってあげるよ」

			「イヤ！」

			　サリアは笑顔で即答した。その返答に、如月先輩の笑顔が固まる。

			「あのさぁ……君たち落ちこぼれに拒否権なんてあると思ってるの？　それにこの僕に奉仕できるんだよ？　それを――――」

			「無理！」

			「……」

			　サリアは再び笑顔で言い切った。その反応に、如月先輩の笑みがついに崩れた。

			「……こっちが下手に出てればいい気になりやがって……」

			　え、下手に出てたの!?　あれで!?

			「分からないな……何故僕の誘いを断るのか……」

			「だって私は誠一が好きなんだもん！」

			「は？」

			　サリアの言葉に、勇者の面々は間抜けな表情を浮かべた。そんな中で俺は赤面した。だって恥ずかしいんだもん。

			　俺の名前が出たことで勇者に俺のことがバレると思ったのだが、青山たちにとって俺なんて名前すら覚える価値のない人間だったからか、気付かれることはなかった。

			　一瞬顔を顰しかめた如月先輩たちだったが、再び黒い笑みを浮かべる。

			「そっかそっか……君はその男が好きなんだね？」

			「うん！」

			「でも残念。そんなヤツ、僕たちが相手だったら何もできないよ？　それなら僕たちの方がいいだろう。勇者って言うだけじゃなく、僕たちはアイドルをしてたんだからね」

			「アイドルって何？」

			　如月先輩がいろいろ言ったはずなのに、サリアが気になったのはそこだけだったようだ。

			　思わず笑みを引きつらせる如月先輩に代わり、東郷先輩がサリアに言う。

			「アイドルってのは俺たちのように見た目もよくて、才能のあるヤツらのことを言うのさ。その中でも、俺たちはトップクラスだったんだ」

			　よくブルードがいる目の前で見た目がいいって言えたな。しかもトップクラスって。

			　地球のころは如月先輩たちもイケメンに見えていたのだが、ブルードやＳクラスのロベルトと比べると、何て言うか隔絶した差を感じるよね。あれだ、溢れる気品とかかな？　もちろん顔だちも断然ブルードたちの方が上だけど。

			　東郷先輩の説明を受けたサリアは、納得すると無邪気に笑った。

			「じゃあ誠一が一番だね！」

			「………………は？」

			　まさかそんなことを言われると思わなかった勇者たちは、再び呆気にとられた。いや、俺もだけどさ。

			　そんな様子を気にせず、サリアは笑顔で続ける。

			「だって誠一の方がカッコいいし、強いもん！　ね？　誠一！」

			「あ、ここでふってくるんだ!?」

			　このタイミングで話をふられると思わなかった俺は驚きの声を上げた。

			　すると如月先輩たちはサリアの言葉で俺が誠一だということが分かり、俺を激しく睨にらみつけてきた。

			「……お前が誠一なのか？」

			「え？　あ、はい」

			　ジロジロと不躾に俺を見ると、如月先輩は鼻で笑った。

			「はっ……汚らしい装備だな……。それに、顔を隠さないといけないほど醜みにくいのか？　ハハハハハ！」

			　如月先輩につられるように、他の勇者たちも声をあげて笑う。

			　……Ｓクラスの担任のクリフ先生も俺の装備を見て笑ってきたけど、よくこの装備を笑えたね。ぶっ壊れ性能なのに。だからこそ笑っちゃうのかね？

			　俺のスキル『千里眼』が反応しなかったから、誰も俺の装備に『鑑かん定てい』をしなかったみたいだけど……何で『鑑かん定てい』しないんだろう？　するまでもないってことなのかな？

			　思わずそんな風に考えていると、突然サリアが俺のフードに手を伸ばした。

			「そんなことないよ！　誠一はカッコいいんだから！」

			「え？　サリア？」

			『……』

			　完全に気を許しているサリアの行動だから、まったく警戒していなかったのもあって、俺のフードはあっさりとられた。

			　その瞬間、勇者たちの表情が固まった。

			　それはもう、見事なまでに。

			　すると、如月先輩たちが引きつった笑みと何故か大量の汗を流しながら口を開いた。

			「み、醜みにくく……は、ね、ねぇか……な……？」

			「ふ、ふーん……ほーん……」

			「へ、へへへぇ～……お、おおお思ってたより、マシな顔じゃないか……」

			　そんな反応をしているのは如月先輩たちだけでなく、小林たちも同様だった。

			　謎な反応をしている如月先輩たちに、アグノスが得意げに語る。

			「どうだっ！　ウチの兄貴はスゲェだろ！」

			「ま、まあ？　み、見た目はともかくとして……じ、実力！　そう、実力だ！　アイドルであり、勇者である僕たちには実力がある。それに比べ、お前はどうなんだ？　ええ!?」

			　勇者の実力ってのは分かるけど、アイドルの実力って何？　歌唱力？　ダンス力？

			　どうでもいいことを考えていると、如月先輩の言葉で勢いづいた東郷先輩たちも口を開く。

			「そ、そうだ！　お前には実力なんてねぇだろ!?」

			「どうせこの間の試合だってイカサマだったんだ！　魔法も剣も俺たちより大したことねぇくせによぉ！」

			「おら、痛い目見たくなけりゃ、とっとと失せろ！」

			　どんどん出てくる罵声に、アグノスたちは不快そうに顔をしかめる。

			　だが、俺はそんなことより他のことが気になっていた。

			　……いや、本当になんでこんなに威張り散らせるの？

			　アイドルであることは誇ほこれるだろう。俺には分からない努力があったのかもしれないしな。

			　でも、勇者であることって普通に考えたら『だから何？』って話じゃね？

			　魔王が本当に悪い存在なのかはこの際置いておいて、それを倒せる勇者であることを誇ほこりに思うのは勝手でも、威張ったりするのはおかしくね？　それとも俺がオカシイの？

			　思わず首を捻っていると、再びサリアが笑顔で言い切った。

			「ううん！　誠一の方が強いよ！」

			　サリアがそう言ってくれるのは純粋に嬉しいが、如月先輩たちはそうではない。

			　如月先輩たちは一瞬不愉快そうに顔を歪めるも、すぐに黒い笑みを浮かべた。

			「……そう言えば、校内対抗戦のときはずいぶんと舐めたことをしてくれたじゃないか」

			「舐めたこと？」

			「分からないかい？　強者は僕たちだけで十分なんだ。それを……お前は……！」

			　あっれ～？　すごい理不尽な理由で怒られてるぞぉ？

			「……いいよ……お前の実力が上だというのなら……その実力とやらを見せてもらおうかなぁ!?」

			「っ！　兄貴、あぶねぇ！」

			　突然、如月先輩は炎を両手に出現させると、俺めがけて撃って来た。

			　その行動にすぐさまアグノスが反応するが、俺は黙って炎を見つめていた。

			　すると、俺の目の前で炎が急停止する。

			「は？　な、何が起きてるんだ？　いけ、早くそいつを燃やせ！」

			　急停止した炎に、如月先輩は必死に命令するが、炎はその場からまったく動かない。

			　そのことにいら立った如月先輩は、東郷先輩たちに言った。

			「おい、お前ら！　お前らも魔法を使え！」

			「え？　あ、ああ。『ウィンドカッター』！」

			「『ファイアーランス』！」

			　次々と俺めがけて放たれる魔法。

			　だが、そのどれもが俺の目の前で急停止し、その場から動かなくなった。

			「い、一体どうなってるんだよ!?」

			　魔法が動かないことに、如月先輩が焦りを見せる中、先輩たちの魔法が俺に話しかけてきていた。

			『マスター！　コイツらどうします？　やっちゃいます？』

			『私たち何時でも行けますよ！』

			『ご命令を、マスター！』

			　自分を生み出した如月先輩たちをアッサリと裏切り、俺にそう言ってくれる魔法たち。

			　そんな魔法たちに苦笑いしながら、俺は優しく告げた。

			「いや、攻撃はしなくていいよ。君たちなら上手くやってくれるんだろうけど、万が一にもうちのクラスに被害が出たら嫌だしね。その代わり、自然消滅してもらいたいんだ。いいかい？」

			『マスターがそうおっしゃるなら、私たちは文句などございませんが……本当によろしいので？』

			「うん、ありがとう。また何かあったら頼むね」

			　俺がそう言うと、魔法たちは『やったー！　マスターに褒ほめられた！』と喜びながら消えていった。

			　そんな俺たちの会話など知らない如月先輩たちは、自分の魔法が自然消滅したことを驚く。

			「な、なんで僕たちの魔法が消えたんだよ！」

			「あの……もういいですか？　こっちはそろそろ勉強会を始めたいのですが……」

			　俺の言葉に一瞬呆けた表情を浮かべた如月先輩だが、すぐに激しく睨にらみつけてきた。

			「調子に乗りやがって……お前ら！　もっと魔法をぶつけてやれ！」

			『おう！』

			　如月先輩の合図で、東郷先輩たちも再び俺めがけて大量の魔法を撃って来た。

			　しかし、どうやら俺の言葉が魔法全体に行き届いているようで、俺にぶつかる直前ですべて自然消滅していった。

			　何となく長くなりそうだなぁと思った俺は、ヘレンに声をかけた。

			「ヘレン」

			「な、何？」

			「こっちは何とかするから、みんなで勉強してていいよ」

			「この状況下で!?　アンタ無茶苦茶ね!?」

			　そうかなあ？　時間がもったいないし……まあ細かいことは気にしない。

			　ヘレン自身も口ではそうツッコみながらも、アグノスたちを連れて勉強会を再開した。うん、それでいい。

			　すると、サリアが俺に声をかけた。

			「誠一、大丈夫？」

			「大丈夫だよ。サリアも、みんなと一緒に勉強してきな」

			「うん！　ありがとう！　誠一も頑張ってね！」

			　最後にサリアの頭を撫なでると、サリアもそのままヘレンたちに混ざって勉強を始めた。

			　そんな一連のやり取りを見ていた如月先輩は、顔を真っ赤にして叫ぶ。

			「ふ……ふざけるなあああ！　僕たちを無視するだなんて……！　クソッ！　クソクソクソクソクソおおおお！　何で当たらねぇんだよぉぉぉおおおおお！」

			　魔法に頼んだからです。

			　どんなに叫ぼうが、如月先輩たちの魔法は周囲に被害を及ぼす前に自然消滅するのだ。

			　どれだけ撃っても魔法が消えるというのに、如月先輩は目をギラギラさせながら新たな魔法を使ってくる。

			「いいよ……僕たち勇者の証の一つでもある、『聖属性魔法』を見せてやろうじゃないか……！」

			「あ、それはやめておいた方が……」

			「ハハハハハ！　今さら謝ったって遅い！　死ねぇ！　『ホーリーランス』！」

			『光属性魔法』とは違う、どこか聖なる気配を纏まとった光の槍やりが出現し、俺めがけて飛んできた。

			　だが、結局他の魔法と何も変わらないので、『聖属性魔法』も綺き麗れいサッパリ消失した。

			「どうしてどうしてどうして!?　ぼ、僕たち勇者の証である『聖属性魔法』が……!?」

			　よっぽどその『聖属性魔法』に自信があったようだが、魔法そのものに頼んでいるので属性なんて関係ない。

			　それに――――。

			　

			『【聖属性魔法：中】を習得しました。また、誠一様の潜在能力を鑑みて、【聖属性魔法：極】へと変更いたしました』

			　

			　だから止めとけって言ったのにッ！

			　ほら、俺の体が頑張っちゃったでしょ!?　見てみろよ！　もともとは『聖属性魔法：中』だったのに、わざわざ『聖属性魔法：極』に変更してくれたんだぜ!?

			　勇者より聖属性魔法が使えるってどうなのよ!?

			　俺が脳内アナウンスにツッコんでいると、如月先輩たちは今さら魔法自体が効かないと分かり、全員何もない空間から一振りの剣を取り出した。

			　その剣は、ゲームとかで見るようないかにも『聖剣』といった見た目で、如月先輩たち全員がそれを握っている。

			「魔法が効かないなら剣だ。これこそ、僕たち勇者が扱える唯一無二の武器……『聖剣』だ！」

			　俺は勝手にその『聖剣』にスキル『上級鑑かん定てい』を発動させた。

			　

			『聖剣』……勇者のみが扱える聖なる剣。魔族に大ダメージを与えられる。……気がする。

			　

			　本当にただの『聖剣』だった。

			　しかも、特に何の効果もない。

			　え、これが使えることが勇者である証なの？　ウソでしょ!?

			　鑑かん定てい結果も『魔族に大ダメージが与えられる』じゃなくて、気がするだからね!?　効果ないんじゃん!?

			　まさかの効果に俺が驚いていると、俺が『聖剣』のすごさに驚いていると勘違いした如月先輩が自慢げに教えてくる。

			「ふふふ……この剣は本来魔族どもに使うべき武器なんだけどね。なんていったって、魔族に大ダメージを与えられる武器だ。これなら魔王だって瞬殺さ」

			　いや、無理だと思います。

			「さて、そんな武器をお前ごときに使うのは大変不本意だが……僕たちを散々コケにしたんだ。その罪は死をもって償ってもらうよ」

			「ええ……」

			　そんな簡単に人を殺そうとするとか……この人たち大丈夫か？

			　俺も魔物とか倒してるから人のことは言えないのかもしれないけどさ。

			「それじゃあ……とっとと死になッ！」

			　最初に斬りかかって来たのは大山先輩だった。

			　見た目通りの荒っぽさで、何の技術もない力任せの一振りで俺に突撃してきたのだ。

			　それに対して俺は――――。

			「ん」

			　なんの危なげもなく避けた。

			「クッ！　……俺の攻撃を避けるとは……なかなかやるじゃねぇか」

			　避けられた大山先輩は余裕の表情でそう口にする。

			　えっと……うん。一つ分かったのは、この調子じゃ絶対に魔王討とう伐ばつなんて無理だろうなってこと。

			　しかし、俺の考えなんて先輩たちには分からないので、言いたい放題だった。

			「おいおい、剛～。いたぶっちゃ可哀想かわいそうだぜ～？　ほら、本気を見せてやれよ」

			「そうそう、軽く倒してあげなよ」

			「おう、そうだなぁ！」

			　大山先輩は俺の方を見てニヤリと笑った。

			「てなわけで、様子見は終わりだ。残念だったなぁ？」

			「はぁ」

			「テメェ……その態度が気に入らねぇんだよ……！」

			　大山先輩は額に青筋を浮かべながら、再び俺めがけて突っ込んできた。

			　先輩たちが言うには、本気を出したようだが……。

			　さっきと何が違うのか全然分からなかった。

			　結局俺は大山先輩の攻撃を普通に避ける。あ、床が傷つきそうだから、魔法で床守っとこ。

			「なっ!?　俺の本気の一撃が!?」

			「う、ウソだろ？」

			「つ、剛！　本気を出せって言っただろ!?」

			「クッ！　っらああああああああああ！」

			　俺が攻撃を避けたことがよほど予想外だったのか、すごい動揺を見せた後、めちゃくちゃに聖剣を振り回してきた。

			　だが、俺はただ普通に避ける。

			　ああ……壁にも傷がつきそうだなぁ……ちょっと風の魔法で切っ先ずらそう。

			　先輩たちに分からない程度に魔法を使って、教室に傷がつかないようにしながら俺は先輩の攻撃を避け続けた。

			「クソがッ！　何で当たらねぇんだ!?」

			「っ！　蓮人、僕たちも行くよ」

			「あ、ああ。お前らも手伝え！」

			『は、はい！』

			　ついにしびれを切らした如月先輩を含む勇者全員が、俺めがけて聖剣を振って来た。

			　だが、俺は何も変わることなくただ普通に避け、教室に傷がつきそうな攻撃は魔法で守った。

			「どうしたどうした!?　逃げてばっかりじゃねぇか！」

			　煽あおるように東郷先輩がそう言うが、俺は無視して避け続ける。

			　……別に怒ってないわけじゃないのだ。だって、サリアたちに手を出そうとしたわけだからな。

			　でも、俺は迂う闊かつに攻撃できないのだ。

			　だって、攻撃しようとすれば世界が悲鳴あげるんだぜ？　どうしろと!?

			　さらに言えば、今この瞬間もずっとステータスが上がり続けてるんだからね!?　感情を爆発させただけでさぁ！

			　前から引くほどステータスが上昇してたけど、素直に感情表現できないってメチャクチャ辛つらいんだからな!?

			　誰に言うわけでもなくひたすら心の中でツッコみつつ、俺は如月先輩たちの攻撃を避け続ける。

			　さっき意味がないって分かったはずなのに、魔法も織り交ぜながら多種多様な攻撃が飛んできた。

			　中にはサリアたちに害を与えるような攻撃もあったが、それらは俺が丁てい寧ねいに攻撃を逸らして、結果的に俺一人で相手し続けた。

			　そんなことを20分くらい続けていると、気付けば先輩たちは息も絶え絶えと言った状態だった。

			「はぁ……はぁ……ど、どう……なって……やがんだ……」

			「はぁはぁはぁはぁ……ば……ばけもの……」

			「はぁ……はぁ……う、動けない……」

			「えっと……大丈夫ですか？」

			　いや、本当に。

			　体調的な心配もあるけど、そんな体力で本当に魔王に挑もうとしてるの？　という意味も込めての言葉だった。

			　うん、復活する魔王がルシウスさんクラスなら、瞬殺される未来しか見えない。

			　俺の言葉に如月先輩は憎悪の籠こもった視線を向けてくると、未だに息が整わない中、吐き捨てるように言った。

			「はぁ……はぁ……お……お前ら……覚えておけよ……！　き、今日の所はここまでにしてやるが……こ、この借りは……必ず返すからな……！」

			　いや、勝手に暴れて勝手に疲れただけじゃん。酷ひどいや。

			　そう思っていると、最後まで如月先輩たちは俺を睨にらみつけながらフラフラな足取りで帰っていった。

			　……。

			「ホント、何しに来たんだ？」

			「アンタがぶっ飛びすぎなのよッ！」

			　俺の言葉にすかさずヘレンがツッコんだ。

			　取りあえず、問題の先輩たちは去っていったので、教室内に平穏が訪れたと思ったそのときだった。

			「誠一君、無事かい!?」

			「せいちゃん、大丈夫っスか!?」

			「「ん？」」

			　Ｆクラスに、今度は神無月先輩と……『あいりん』こと世渡愛梨が飛び込んできたのだった。

		

	
		
			サリアの気持ちと勇者の末路

			　

			「私は如月たちがＦクラスの教室に向かったと聞いて駆け付けたのだが……」

			「ウチは優佳たちに背中を押されてせいちゃんに会いに来たんスけど……」

			「何で君がいるんだい？」

			「何で生徒会長がいるんスか？」

			「いや、俺が訊ききてぇよ！」

			　Ｆクラスに突然やって来た神無月先輩とあいりんは、お互いに指をさしてそう口にした。

			　さっき如月先輩たちが去ったばかりだというのに、新たな登場人物にアグノスたちは目を丸くしていたが、黙って成り行きを見守っている。

			　取りあえず状況を整理しよう。

			　まず、神無月先輩は分かる。ありがたいことに俺のことを気にかけてくれているらしいから、如月先輩たちがＦクラスに来たと聞いてわざわざ助けに来てくれたんだろう。

			　でも、あいりんが分からない。

			　そもそも、あいりんとは高校に入って以来、全然会っていなかったのだ。

			　いや、あいりんは中学時代から俺のことを気にかけてくれてたけど、それを俺が避けていたんだ。

			　せっかく友だちができてボッチ生活から抜け出せたのに、俺なんかといたらボッチに逆戻りどころか、虐いじめられるかもしれないからな。

			「おいおい、どうした？」

			「何で生徒会長がここにいるワケ？」

			「……さあ？　ただ、修しゆ羅ら場ばっぽい気がする……」

			　あいりんの背後から声が聞こえたので、視線を向けると、そこには派手な女子グループがヒソヒソと何かを話していた。おそらくあいりんの友だちだろう。

			「どういうことなんだ!?　誠一君！　どうして世渡君がここに――――」

			「せいちゃん、どういうことっスか！　何で生徒会長が――――」

			　何故だかお互いの視線をぶつけあっていた神無月先輩たちが突然俺の方に視線を向けると、如月先輩たちのような少し間抜けな表情で固まった。

			「え？　あ、あの……どうしました？」

			『……』

			　何となく敬語になってしまいながらそう訊きくも、二人からの反応はない。

			　すると、突然固まったあいりんの様子を訝いぶかし気に思った背後の女友だちが声をかけた。

			「おい、どうした？　って――――」

			「なんかあったワケ？　……は？」

			「…………………………彼が本当に『せいちゃん』？」

			　その友人たちも、俺に視線を向けると似たような表情で固まる。だから何で!?　説明プリーズ！

			　俺がそう思っていると、ようやく硬直から抜け出したあいりんが血相を変えて詰め寄って来た。

			「せいちゃん、やっぱりカッコよくなりすぎっスよ!?　どんなダイエットしたんスか!?」

			「え？　……し、進化の実ダイエット……？」

			「なんスかそれ!?　ていうか、ウチ以上の変わりようじゃないっスかっ！」

			　言われてみれば、あいりんも中学時代は地味な女の子だったのだ。

			　それが、今やイケイケ女子に大変身。だが、俺の姿はそれと比べても驚くほどに変わっているようだ。まあ確かに痩やせただけでなく、身長も伸びたけどさ。

			「言うほど変わってるか？　顔とかただ痩やせただけじゃね？」

			「どの面で言ってんスか!?　ちゃんと鏡見てるっスか!?」

			「そりゃ見てるよ」

			　あれ？　俺がおかしいのか？

			　確かに【果てなき悲愛の森】を出てから、何度か自分の顔を確認する機会はあった。それこそ水に映る自分とかいくらでも見ただろう。

			　でも、俺からすると言うほど変わったようには思えないのだ。ニキビとかは消えたりしたなぁとは思ったけどね。

			　そんな風に考えていると、あいりんが呆れたように言う。

			「せいちゃん……どんだけ自己評価低いんスか……てか、痩やせただけでカッコよくなるわけないっスよ……」

			「あれ？　軽くディスられてる？」

			　俺とあいりんがそんなやり取りをしていると、あいりんの友人の一人が口を開いた。

			「……たぶんだけど、以前があまりにも酷ひどすぎて自分の顔だけ正当な判断ができてないんじゃない？　ある意味ですごく悲しいワケだけど」

			「普通そんなことあるっスか？　……いや、せいちゃんならありえるっスね」

			　よく分からんが、納得されてしまったようだ。

			　状況が状況だったので気にもしなかったが、よく考えればあいりんとこうして話すのも中学以来なのだ。

			　そのことに俺はどこか感傷的な気持ちになる。

			「……今さらだけど、こうして話すのは久しぶりだな……」

			「……本当っスよ……勝手にウチのこと避けて……」

			「それは……ごめん」

			　避けたという事実に変わりはなく、俺は謝ることしかできなかった。

			　そんな情けない俺を真剣な表情であいりんは見つめてくる。

			　すると、あいりんは突然表情を和らげ、優しい笑みを浮かべた。

			「……まあ、もういいっスよ。こうしてせいちゃんに会えたっスからね」

			「……ありがとう」

			　久しぶりの再会でどこか照れくささを感じていると、急にあいりんは雰囲気を変えた。

			「……ところでせいちゃん。これはどういうことっスか？」

			「へ？」

			「とぼけても無駄っスよ。ここにいる生徒会長と特別な関係にあるんスよね？　どういうことっスか!?」

			「特別な関係って言っても……ただの幼おさな馴な染じみみだよ？」

			「いーや！　どう考えても違うっスね！　ウチの勘がそう告げてるっス！　さあ白状するっスよ！」

			「白状も何も、本当のことを言ってるだけなんだけど……」

			　よく分からない方向にあいりんが暴走していると、そのまま神無月先輩にも突撃していった。

			「会長も会長っスよ！　前に訊きいたときはせいちゃんを知らないって言ってたのに！　ウソ吐きっス！」

			「……」

			「ちょっと、聞いてるっスか？」

			　あいりんが神無月先輩に声をかけるも、反応はない。

			　そういや、神無月先輩、さっきから静かだな……どうしたんだ？

			　神無月先輩の様子に首を傾げていると、唐とう突とつに凛り々りしい表情で口を開いた。

			「結婚しよう」

			「何の話ですか!?」

			　神無月先輩の頭の中はどうなってんだ!?　つか、どこから結婚の話になった!?　一人だけ別世界で生きてないですか!?

			　俺もあいりんも驚く中、神無月先輩はまったく気にした様子もなく続ける。

			「我慢しようと思ったが、こうして君の姿を見て考えが変わった。挙式はどこがいいかな？」

			「言い方変わっただけで中身一緒じゃねぇかッ！」

			　思わず口に出してツッコむと、あいりんも慌てて口を開いた。

			「な、なな何を言ってるんスか、会長！　頭おかしいんじゃないっスか!?」

			「そ、そうだそうだ！　もっと言ってやってくれ！」

			「せいちゃんと結婚するのはウチっスよッ！」

			「アンタも何言ってんだ!?」

			　頭がおかしいのは神無月先輩だけじゃなかった。

			「し、仕方ないじゃないっスか！　もともと好きだったのに、久しぶりに会ったらカッコよくなってるんスもん！」

			「は？　好きって……ええええええええええ!?」

			「私の方こそ、ずっと前から誠一君のことが好きだったんだ。もう我慢できない」

			「はいいいいいいいいいいいいいいいいい!?」

			　あいりんが俺のことを好きぃ!?　神無月先輩も俺のことを好きぃ!?　ヤバイ、一気にトンデモない情報が飛び込んできて頭がおかしくなりそうだぞ……！

			「せいちゃん、覚悟を決めるっス！　ウチと結婚するっスよね!?」

			「いいや、私だ。私を選ぶだろう!?　じゃないと君を殺して私も死ぬ！」

			「なんだ、このリスキーすぎる選択肢……！」

			　おかしい、いろいろおかしいぞ……！　一体俺の身に何が起こってるんだ!?

			　いつの間にか壁際まで追い詰められた俺は、本気で困っていた。

			　すると、突然俺の左腕に誰かの腕が絡みついてきた。

			「だ……ダメっ！　誠一の奥さんは――――私なの！」

			　――――それは、サリアだった。
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			　突然現れたサリアに、神無月先輩たちは驚きの表情を浮かべる。

			　神無月先輩たちだけじゃない。俺も驚いていた。

			　今まで、アルと恋人になっても怒ったり、嫉しつ妬とをあらわにしたりしなかったサリアが――――今、初めて感情をぶつけてきた。

			　俺の腕をぎゅっと抱きしめ、どこか不安そうでありながら一つの意思を感じさせる瞳ひとみで神無月先輩たちを見つめている。

			　俺や神無月先輩たちが驚いていると、ふと我に返ったサリアが戸惑った様子で呟つぶやく。

			「あ、あれ？　私、なんで……」

			「サリア？」

			　声をかけると、サリアは戸惑いながら俺の顔を見上げてきた。

			「誠一……私、おかしいの。神無月さんたちが誠一と結婚するって言うのを聞いたら……なんだかとても嫌だなって思って……」

			「……」

			「こんなこと、今までなかったのに……どうしたらいいのかな……？」

			　不安げな様子でそう訊きいてくるサリア。

			　その姿を見て、俺は――――。

			「……サリア。ごめんな？」

			「え？」

			　俺が一言謝ると、サリアは呆けた表情を浮かべた。

			　そんなサリアの表情に俺は思わず笑みを浮かべ、神無月先輩たちに向き直った。

			「神無月先輩、あいりん。気持ちは嬉しいけど、俺にはサリアがいるから。ごめんなさい」

			　俺は二人に頭を下げる。

			　……アルとは恋人だが、ここの関係はサリアも一度認めてくれた。

			　でも、もう一度しっかり話し合わないといけないのかもな……。

			　頭を下げた状態でいると、最初に聞こえてきたのは神無月先輩の声だった。

			「誠一君……君の気持ちは分かった。でも私は、それではいそうですかと諦あきらめられない」

			「ウチも同じっス。やっと会えて、こうして気持ちを伝えられたのにここで終わりなんて……絶対に嫌っス」

			「……」

			　ただ頭を下げることしかできない俺に、神無月先輩はハッキリと言い放った。

			「だから、私は第二夫人の座を貰おう！」

			「………………は？」

			「あ、ずるいっスよ！　ウチが第二夫人っス！」

			　神無月先輩の突然の発言に思わず間抜けな声を出すと、あいりんも同調するように手を挙げる。

			「ん？　何を驚くことがあるんだい？　この世界では重婚が認められてるじゃないか。それで君がサリア君を一番に選ぶというのなら……」

			「い、いやいや！　ちょっと待ってくれ！　これ、そういう問題じゃないだろ!?　なあ!?　サリア！」

			「私が最初の奥さんなの？　それならいいよ！」

			「あらヤダ認めちゃったよっ！」

			　ナニコレ!?　これ、そんな簡単に解決できるような問題じゃないでしょ!?

			　そう思っていると、サリアは優しい表情で俺に言う。

			「もちろん私は誠一が大好きで、結婚したいけど、前も言ったように誠一は私一人で独占しちゃいけないと思うの」

			「そんなこと――――」

			「それに、二人は私より前から誠一のことを知ってて、誠一のことを想ってたんだよ？　それをいきなり現れた私なんかのために諦あきらめられるワケないと思うんだ」

			「……そう、なのかもしれないけど……」

			　思わず言いよどんでしまう俺に、サリアは笑顔で言い切った。

			「大丈夫！　私が誠一の一番でいられるように頑張るから！　ね？」

			「――――」

			　本当に、俺はサリアに敵わない。

			　サリアに対して心の底からそう思っていると、サリアは未だに二番目がどうだとか言い争っている神無月先輩たちに視線を向けた。

			「アルがいるから二番目は無理じゃないかなぁ」

			「ははは……」

			　俺は乾いた笑みを浮かべることしかできなかった。

			　すると、事の成り行きを見守っていたアグノスたちのうち、フローラが引きつった笑みを浮かべながら小さく呟つぶやいた。

			「本当に今さらで何度も同じことを聞いた気もするけど……誠一先生って何者？」

			　俺が知りてぇよ！

			　

			◆　◇　◆

			　

			「クソがっ！　絶対に後悔させてやる……！」

			「僕たちをあそこまでコケにするなんてね……」

			「あー……胸くそ悪ぃぜ」

			　Ｆクラスにちょっかいを出しに行き、誠一に軽くあしらわれた如月たちは、学園の廊下で悪態を吐きながら歩いていた。

			　不機嫌さを隠そうともしない勇者たちを見て、未だに学園に残っている生徒たちはそそくさとその場を離れていく。

			　すると、先頭を歩いていた如月が何かを思いついたように東郷や大山を含む勇者たちに語り掛けた。

			「そうだ……これから僕たちでレベル上げをしに行こう」

			「あん？　どうした？　急に……」

			　唐とう突とつな如月の発言に大山が不思議そうに訊たずねると、黒い笑みを浮かべて答えた。

			「あの誠一ってヤツをぶっ飛ばすためにレベル上げをするのさ。僕たちは勇者だ。他の連中よりステータスの伸びが高いんだよ？　なら、レベルを上げてアイツを超えてしまえばいいのさ」

			「とはいってもよ……アイツのレベルっていくつだ？」

			「さあ？　そんなのはどうだっていい。僕たちがレベルを上げれば、アイツを倒せる。それだけで十分じゃないか」

			　黒い笑みを浮かべたまま、如月は頭の中でこれからの行動を組み立てていく。

			「取りあえず、レベル上げをするためにも魔力を回復させないとね」

			　そう言うと、如月たちはとある教室に向かった。

			　――――このとき、まだ知らなかった。これから如月たちの身に、一体何が起こるのかを……。

			　

			　教室に向かっている最中、階段を上ろうとしたとき――――それは起こった。

			「え――――？」

			　突然、先頭を歩いていた如月が、階段を踏み外したのだ。

			　先頭が階段から落ちることにより、当然背後にいた勇者たちも巻き込まれながら盛大に階段を転がり落ちていく。

			「ぐああああっ！」

			「い、痛ぇぇぇぇえええええ！」

			「ま、正也！　何足滑らせてんだッ！」

			「ぼ、僕だってわざとじゃないさ！　……ん？」

			　全員が激しく体を床に打ち付け痛みに悶もだえていると、如月は自分が足を滑らせた階段に何かが落ちていることに気付いた。

			　何とか全員が、体を引きずりながら慎重に階段を上ると、そこには水に濡れた雑巾が落ちていた。

			「クソッ！　誰だ、こんなところに雑巾を置いたヤツは……！　絶対に許さないからなッ！」

			　雑巾を床にたたきつけ、怒りをあらわにする如月。

			　それを東郷が宥なだめながらも目的の教室に着くと、如月は苛いら立だたし気に扉を開けた。

			「おい、魔力回復薬を持ってこい！」

			「え!?」

			「僕たちを誰だと思ってるんだ!?　勇者だぞ!?　さっさと持ってこい！」

			「は、はいぃぃいい！」

			　如月たちが訪れたのは薬学室と呼ばれる教室であり、薬学の授業などに使う場所で様々な薬やその原料となるものが置かれていた。

			　薬学室では、勉強熱心な生徒が一生懸命実験をしていたというのに、如月はまったく気にもせず自分の注文を言うだけ言うと近くの椅子に座った。

			　勇者の悪評は全生徒に知れ渡っているため、薬学室にいた生徒も大人しくその要求に従うのだ。

			　薬学室で勉強しているとはいえ、教室内の薬品すべてを把は握あくしているわけでない。

			　だが、それを言ったところでどうにもならないことは分かっているため、必死に探す。

			「た、確か……これ、だったかな……？」

			「いつまで待たせる気だ!?　早くよこせ！」

			　苛いら立だちが収まらない如月は生徒が手に持っていた薬品を奪い取ると、一気に飲み干して残りを東郷たちに配った。

			　東郷たちも同じように飲み干していく。

			「ふぅ……これで回復しただろう」

			「こ、困ります！　全部飲んだら……！」

			「何？　僕たちのやることに口を出すわけ？」

			「うっ……」

			　いっせいに勇者たちから視線を向けられ、生徒は思わず黙ってしまう。

			　その様子を見て如月は鼻で笑う。

			「フン……弱者に人権なんてない。黙って僕たちの言うことを聞いていればいいんだよ。……さ、もう用は済んだし行こうか」

			　荒らすだけ荒らすと、如月は全員を引き連れて去っていった。

			　――――だが、彼らは気付いていなかった。

			　如月たちが飲んだ薬は、決して魔力回復薬などではなかったのだ。

			　もし、彼らの中の誰か一人でも薬に『鑑かん定てい』のスキルを使っていたなら、未来は変わっていただろう。

			　何故なら、『鑑かん定てい』するとこう表示されるからだ。

			　

			『精力死滅薬』……繁殖力の高い、オークやゴブリンなどのために作られた薬。効果は絶大で、一口飲めば、どれだけ興奮できる状況下にいようとも生殖器が排泄行為以外機能しなくなり、性行為が一切できなくなる。

			　

			　彼らは、知らず知らずのうちに男としての機能を失ったのだ。

			　そうとは知らずに、魔力を回復したと思った如月たちは、学園の近くにある森に足を運んでいた。

			「ここが学生にとって最適のレベル上げの場所らしい。取りあえず、ここで力をある程度つけよう」

			『おう！』

			　すぐにレベル上げのために魔物を探すが、なかなか見つからない。

			　如月たちは知らなかったが、バーナバスがデミオロスやアングレアを尋問した際にこの森にデミオロスたちが訪れ、多くの魔物の命を刈り取っていることが確認されていた。

			　そのため、現在は森の中での生態系が大きく変わり、不安定な状態であるため対抗戦での事件以降、生徒の立ち入りが禁止されていた。

			　だが、如月たちはそれを無視して森に来たのである。

			　時間だけが過ぎていき、如月たちはどんどん不機嫌になっていった。

			「何で敵が出てこないんだ！」

			　ついに我慢の限界に達した如月が、声を上げた。

			「スライムは？　ゴブリンは!?　何故一体も出てこない!?　ザコのくせに……！」

			「確かになぁ……一体もいねぇのは変だよな？」

			「本当につくづく使えねぇ学校だぜ」

			　そんなことを話しながら探索をしていると、不意に木々の折れる音が聞こえた。

			「ん？　何だ？」

			　如月たちは音の方に視線を向けると、『ソイツ』は姿を現した。

			「グルルルル……！」

			「ッ！　こ、コイツは……」

			　木々をへし折りながら如月たちの前に現れたのは、本来学園周辺の森では見ないような熊の魔物だった。

			「やっと現れたね……しかも、レベル上げには丁度よさそうなヤツじゃないか」

			　熊の魔物ということで一瞬怯んだ様子を見せるも、すぐに気を取り直し、やっと現れた魔物に如月たちは獰猛な笑みを浮かべた。

			　そして、如月は熊の魔物に向けて手をかざした。

			「それじゃあ、サクッと殺して次に行こうか？　『ファイアーランス』！」

			　如月がそう魔法名を口にするが、魔法が出現することはなかった。

			「あ、あれ？」

			「何やってんだよ……俺が代わりにやってやるぜ。『ウィンドショット』！」

			　如月の魔法が不発で終わったため東郷が代わりに魔法を使おうとするも、結果は同じだった。

			「は？　ど、どうして……」

			「グオオオオオオオオ！」

			『ッ!?』

			　魔法が使えないことで動揺していると、今まで警戒していた魔物が咆ほう哮こうをあげた。

			　如月たちには分からなかったが、魔物の放った咆哮には相手を恐慌状態に陥おちいらせる効果があり、もろに咆哮を受けた如月たちはパニックになった。

			「わあああああああっ！」

			「び、ビビるな！」

			「お、お前らも魔法を撃てよ！　早く！」

			「わ、分かりました！　『ファイアーランス』！」

			「『ウィンドカッター』！」

			「『ウォーターショット』！」

			　他の小林たちも先輩である如月の命令を受けて、口々に魔法名を唱えるも、魔法が発動することはなかった。

			「な……なんでなんだよぉ!?」

			　如月たちの魔法が発動しない理由はいたって単純だった。

			　何故なら、魔力回復薬を飲んでいないからである。

			　如月たちが魔力回復薬だと思って口にしたのは『精力死滅薬』で、魔力が回復する要素は一切ないのだ。

			　とはいえ、完全に魔力がないわけではない。

			　だが、基本的な魔力操作もまともに訓練していない如月たちに、少ない魔力で魔法を使うような繊細な技術は備わっていなかった。

			　魔法が発動しないことで狼狽うろたえる如月たちを前に、熊の魔物は完全に格下だと見定め、悠然とした足取りで近づく。

			　徐々に近づいてくる魔物に腰が抜けそうになりながらも、如月は思い出したかのように叫んだ。

			「そ、そうだ！　お前ら、『聖剣』を使うんだ！」

			「そうか！　魔物も魔族の一部みたいなもんだもんな！」

			「これでも喰らえッ！」

			　それぞれがいっせいに聖剣を取り出すと、技術も何もない、ただ振り回すだけの状態で魔物に突撃していった。

			　その瞬間、如月たちはいっせいに吹っ飛ばされた。

			「ガハッ!?」

			　熊の魔物が、腕を横に振るったのだ。

			　だが、ただそれだけで如月たちはその攻撃を認識することなく吹っ飛ばされたのだ。

			　冷静に慎重に行動していれば、如月たちが魔物の攻撃を受けることはなかったはずだ。

			　しかし、魔物の咆ほう哮こうの効果や魔法が使えないこともあって、如月たちには一切余裕がなかった。

			　全員が周囲の木々に打ち付けられ、最初に攻撃が当たった者に至ってはその凶悪な爪の餌え食じきとなり、腕を切り裂かれていた。

			「痛い痛い痛い痛いよぉぉぉぉおおおおおお！」

			「あう……あぐ……」

			「はぁ……が……が、がああああ……」

			「うぐ……えぐ……わああああああん！」

			　幸い死者はいないものの、たった一撃で瀕死に追いやられた如月たち。

			　そんな如月たちをさらに絶望に追いやるような光景が目に飛び込んできた。

			「え――――」

			　なんと、如月たちの『聖剣』が――――折れていた。

			「そ、そんな……」

			「う、ウソだろ？　なぁ……」

			　そして、折れた『聖剣』は光の粒子となり、空中に消えていった。

			『聖剣』が折れたという事実で呆然としているが、知らず知らずのうちに如月たちのステータスも大きく変わっていた。

			『勇者』という称号を失っていたのだ。

			　本来、『聖剣』は簡単に折れるものではない。

			　それどころか、仮に折れたとしても勇者の資格を失うこともなく、再度出現させれば元通りになるはずなのだ。

			　だが……如月たちは勇者である資格を失った。

			　それはつまり、二度と『聖剣』を出せないことを意味する。

			　さらに失ったのは『聖剣』だけでない。

			　勇者でなくなったため『聖属性魔法』も失い、成長率も一般人並……否、もともと平和な世界で暮らしてきたこともあって、成長率は最低値となり、レベルも１の状態かつこの世界の子供にも負けるようなステータスに変わっていた。

			　しかし、『聖剣』が折れたという事実だけで呆然としている彼らは、そのことに気付けない。

			　如月たちの状態など関係ない魔物は、再び凶悪な爪を振り下ろした。

			「う、うわああああああっ！」

			　如月は痛む体を必死に引きずり、魔物の攻撃が直撃することは避けられた。

			　だが――――。

			「か、顔がああっ！　ぼっぼ……僕の、顔があああああああ！」

			　完全に避けきることができなかった如月は、大きく顔を引き裂かれた。

			　その傷は大きく、そこにアイドルとしての面影はない。

			　未だに呆然としている他の勇者にも、魔物は追撃を行った。

			　引き裂き、殴り、踏みつぶし――――。

			　今となっては一般人以下のステータスになった如月たちは、満身創そう痍いだった。

			　それぞれが顔の形も変わり、先ほどまでＦクラスでアイドルを語っていた者とはとても思えなかった。

			　だが、これでもまだ如月たちは運がいいのかもしれない。

			　何故ならば、一般人以下である彼らがこうして生きていられるのは魔物が彼らを格下だと認識し、いたぶって遊んでいたからに他ならないからだ。

			　それでも、いつまでも遊びが続くわけではない。

			　いたぶることに飽きた魔物は、とうとう如月たちを食べようと大きな口を開いた――――その瞬間だった。

			「立ち入り禁止って言われてただろうが」

			　一いつ閃せん。

			　如月たちの微かな意識の中、熊の魔物の首が落ち、倒れていく瞬間を見た。

			「酷ひでぇ怪我だな……命は助かるだろうが、傷は知らん。自業自得だ」

			　そう言いながら近づいてきたのは、森の調査に来ていたアルトリアだった。

			　学園の教師たちは、森の生態系が崩されたことを知ったバーナバスに、様子を見てくるように頼まれていたのだ。

			　アルトリアは怪我だらけの如月たちを前に眉まゆを顰ひそめた。

			　何故なら、如月たちは死ぬ寸前だったこともあり、失禁していたのだ。

			　それらが血や汗の臭いと混ざり合って、周囲には酷ひどい臭いが立ち込めていた。

			「手持ちの回復薬で回復してやるが、血までは戻らねぇし傷を完全に回復してはやれねぇ。今他の先生方が来るだろうから、それまで我慢しな」

			　アルトリアの言う通り、ほどなくして他の教師たちが救援に来たが、如月たちの怪我はかなりひどく、痛みなどは癒いやすことができるものの傷は治すことができなかった。

			　もはや、如月たちにアイドルとしての未来はない。

			　安心したことで気を失った如月たちが、絶望するまでそう遠くなかった。

			　しかし何故、神々も見放したこの星で、彼らにこうも多くの禍わざわいが訪れたのか。

			　――――それは、たった一人の『人間』のために、世界が気を利かせた結果だった。

		

	
		
			魔族と人間の共存への一歩

			　

			　――――ウィンブルグ王国の王都テルベールにある【アークシェル城】。

			　普段は穏やかな雰囲気が漂い、国民たちから愛される観光名所の一つでもあるこの場所で、歴史的な会合が行われようとしていた。

			　そのためか、城全体に緊張が走っているようだった。

			　いつもなら談笑をするメイドや執事たちも、今は会合を支えるために忙しなく動いていた。

			「……」

			「……」

			　そして、会合のために用意された部屋では、ウィンブルグ王国の国王であるランゼと、魔族たちを束ねる魔王の娘ルーティアが向かい合う形で座り、それぞれの背後には主君を護るために家臣たちが控えていた。

			　また、そんな彼らとは別に、この会合そのもの……この場にいる全員を護るためにＳ級冒険者たちが真面目に――――。

			「お嬢さん、この後空いてますか？　いや、もしよろしければこのまま――――」

			「許しませんけど!?　何サラッと帰ろうとしてるんですか！　つか、メイドさんをナンパしてんじゃねぇ！」

			「ぐふ……ぐふふふふ。あそこの執事の御仁……受けの顔をしていますね。妄想が捗ります……！」

			「そこぉ！　執事さんを使って妄想しない！」

			「お？　アイツ、殴りがいがありそうだな……ちょっと殴ってくるわ」

			「何魔族の方々に殴りかかろうとしてるんですか!?　バカなんですかねぇ!?」

			「Zzz……」

			「ネムさんは……って寝てる!?」

			「……ユースト、お前大変だな……」

			「そう思うならオーヴァルさんも手伝ってくださいよ！」

			　――――真面目に、警護をしていた。

			　変態たちの手綱を握っているのはＳ級冒険者のユースト・ホラーズであり、彼の心はすでに疲れ切っていた。

			「まったく……そう言えば、アフロスさんは城の中を巡回中でしたよね？　一人で大丈夫でしょうか？」

			「大丈夫だろう。少なくとも、ここにいる誰かを連れて行く方が問題になるさ」

			「警護の意味とは!?」

			「それに、エレミナ様も別ルートを巡回中なはずだ。まあ何とかなるだろ」

			「……あの人一人にするとか……お城の中、メチャクチャになっても知りませんからね……」

			　はたから見るとふざけた集団にしか見えないのだが、彼らは世界中にいる冒険者の頂点……Ｓ級冒険者なのだ。

			　実力に関しては、心配ない……はずだ。たぶん。おそらく。やはりダメかもしれない。

			　城全体が緊張しているというのに、Ｓ級冒険者たちだけ普段通りなところを見ると、肝が据わっているのは間違いなかった。

			「……あー、何て言うか……周囲の者どもは気にしないでくれ」

			「……うん、大丈夫。賑にぎやかでいい」

			　そんなＳ級冒険者の様子に思わずランゼが頭を抱えそうになっていると、ルーティアはほんの少し微ほほ笑えんだ。

			「――――さて、まどろっこしいのは嫌いだ。だから単刀直入に訊きくぜ？　……お前さんらは、どうしたいんだ？」

			「……どうしたいか？」

			　口調こそいつも通りのランゼではあったが、そこにいるのは確かに王の威厳を纏まとった国王だった。

			　そのランゼから問いかけを受けたルーティア自身も特別意識はしていないものの、身に纏まとう雰囲気は高貴なモノであった。

			　ルーティアは静かに瞳ひとみを閉じると、やがて小さいながらもハッキリとした口調で言い切った。

			「……私たちは、人間と共存したい」

			「……」

			　真っ直ぐに、ランゼの瞳ひとみを見つめる。

			「……んで、それを俺たちに信じろってのか？」

			「あ？　テメェ……今すぐぶっ殺してやろうか？」

			「……ゾルア、落ち着いて」

			　ランゼの言葉にカッとなったゾルアだが、すぐにルーティアに止められる。

			　だが、ランゼの言葉に怒りを抱いたのはゾルアだけではなかった。

			　魔族軍の全員が、静かながらも怒りを抱いていたのだ。

			　さらに言えば、怒りこそ抱いていないものの、Ｓ級冒険者唯一の魔族であるオーヴァルも、ランゼの言葉が理解できなかった。

			　今回の会談は、和平を結ぶためだと思っていたからだ。

			　周囲から漂う怒気など気にした様子もなく、ランゼは当たり前のように続けた。

			「そうカッカするもんじゃねぇよ。少し考えたら分かることじゃねぇか。お前さんらの本心がどうであれ、周囲はお前らを悪だと決めつけた。事実、ほとんどの国がお前さんらに差別的だ。そんなお前さんらと交流を持つのは……少しばかり、リスキーだと思わねぇか？」

			「……」

			　ランゼはルーティアを射い貫ぬくような眼差しで見つめる。

			　両陣営の間に沈黙が訪れた。

			　だが、その沈黙はすぐに崩されることになった。

			「……それは、私たちも同じ」

			「ん？」

			　ルーティアはランゼに負けない強い視線で、見つめ返した。

			「……私たちだって、人間と関わるのは怖い。もっと言えば、今でも私は人間が憎い。だって、私のお父さんは……封印されたから」

			「……」

			「……でも、それじゃいけない。怖いからって閉じこもったって……いずれ終わりが来る。そして、その先に未来はない」

			「……そうだな」

			「……けれど、私はそれじゃいけないの。今の私は、魔族を率いる長。私には、魔族の未来を後世に繋ぐ義務がある。たとえ危険だとしても……私が動かなきゃ……ダメなの」

			　ルーティアがそう言い終わると、再び両者の間に沈黙が訪れた。
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			　そして――――。

			「……フッ。意地悪なこと言って悪かったな」

			「……え？」

			　ランゼはさっきまでの雰囲気がウソのように、いつも通りのどこか飄々とした優しい雰囲気へと戻った。

			　その様子を見て魔族側が呆気にとられていると、ランゼの背後に控えていた【氷麗の魔人】の異名を持つ、フロリオ・バルゼが呆れた様子で苦言した。

			「陛下……心臓に悪いので、そういうことは控えてください……」

			「ハハハ！　そう言うな！　事実、確認はしとかなきゃいけねぇだろ？」

			「そうかもしれませんが……」

			　ウィンブルグ王国側だけ分かっているといった雰囲気に、思わずルーティアは訊たずねた。

			「……どういうこと？」

			「ん？　ああ、きちんと言葉にしてなかったな。――――ウィンブルグ王国は魔族と正式に国交を結ぶってことだよ」

			「っ！」

			　ランゼの言葉に、ルーティアは目を見開いた。

			「……本当に……いいの……？」

			「いいも何も、最初からそのつもりで来たんだろ？」

			「……そう、だけど……」

			「細けぇことは気にすんな！　ウチには優秀な家臣がいるからな。ちょっとやそっとの武力干かん渉しようじゃビクともしねぇよ」

			『無論だな。我が漆黒の炎が散り一つ残さず焼き尽くしてくれよう』

			　フロリオと同じように、ランゼの背後に控えていた漆黒の全身鎧よろいを纏まとう【黒の聖騎士】が胸を張って答えた。

			　その隣で、フロリオの妹であり、【黒の聖騎士】に並ぶ最強の騎士……ルイエス・バルゼもサラッと告げた。

			「『超越者』の一人となった今、そうそう後れをとることはないでしょう」

			「……ん？　おい、今『超越者』って言ったか!?　そんな話聞いてねぇぞ!?」

			「はい。今お伝えしたので」

			「俺国王だよな!?　報ほう連れん相そうしっかりしろよ!?」

			　ルイエスのまさかの発言に、ランゼは思わずと言った様子でツッコんだ。

			「ったく……とまあ、問題児が多いのも確かだが、そう易々とやられたりはしねぇさ。むしろ、そっちこそ気をつけろよ？」

			「……うん、大丈夫。私の部下も……強いから」

			　ルーティアのその言葉だけで、レイヤたちは言葉にできないほど感動していた。

			「よし、んじゃあ友好の握手といこうぜ？　具体的な国交の内容だとかの書類は後でいいだろ」

			「……うん」

			　お互いにその場から立ち上がり、歩み寄る。

			「これからよろしく頼むぜ」

			「……こちらこそ」

			　そして手を差し出して――――。

			「おっと～！　ソイツは認められねぇぜ？」

			『ッ！』

			　突然、ランゼとルーティアの間に『影』が出現した。

			　その瞬間、ルイエスはランゼを引っ張り、ゼロスはルーティアを背後に庇うことで『影』から引き離した。

			「ゴホッ!?　お、おい……ルイエス……もう少し優しく離すことは出来ねぇのか……」

			「すみません、緊急事態だったものですから」

			「向こうさんを見てみろよ。スマートに背後に庇かばってるんだぜ？」

			「すみません、面倒なので」

			「それが本心だろ!?」

			　正体不明の『影』が出現したというのに、どこか緊張感のないやり取りをするランゼたち。

			　だが、周囲のＳ級冒険者も、そして背後に控えるそれぞれの家臣もその『影』に最大の警戒をはなっていた。

			　そして、『影』の中から一人の男が現れる。

			　現れたのは、くすんだ赤色の髪を逆立たせ、爬虫類のようなギョロっとした目が特徴的な不気味な男だった。

			　その男は軽薄な笑みを浮かべながら周囲を見渡す。

			「ぎゃははははっ！　悪ぃなぁ!?　いいところを邪魔しちゃってよぉ！」

			「……貴様、誰だ？」

			　ルーティアを背後に庇った状態で、ゼロスが相手を威圧しながら問いかける。

			　だが、男はそれにまるで怯んだ様子も見せず、むしろ愉快そうに笑った。

			「いいねぇいいねぇ！　アンタ、強いだろ!?」

			「質問に答えろ！　貴様は誰だ！」

			　ゼロスの言葉に軽く肩を竦すくめると、男はそのまま口を開いた。

			「そう怒んなって。俺はレスター。『魔神教団』の使徒さ……！」

			「魔神教団だと……？」

			　レスターと名乗った男の口から出た組織名に、ゼロスは顔をしかめる。

			　すると、ゼロスに並ぶようにゾルアが前に出て口を開いた。

			「ハッ。その御大層な組織の使徒様が何の用だ？」

			「言ったろぉ？　認められねぇって。人の話はちゃんと聞いとこうな？　ぎゃはははは！」

			「認められねぇ……？」

			　首を捻る魔族軍のメンバーや、ウィンブルグ王国の家臣たちの様子を見て、レスターは呆れたように言う。

			「おいおい、ここまで言って分からねぇのか？　つまり、アンタらが仲良くするのを認めねぇって言ってんだよ」

			『ほお？　何の権利があってそのようなことを口にしているのか……』

			「あん？　何だい何だい、しゃべる鎧よろいがいるのかい!?　ぎゃはははは！　コイツはスゲェ！」

			　何が面白いのか、『黒の聖騎士』の姿を見てレスターは爆笑する。

			　ひとしきりに笑った後、レスターはギョロりと視線を向けた。

			「何の権利があるのかって？　んなの魔神様のためなんだから、権利もなにもねぇんだよ！」

			「魔神のためだと？」

			　さらに警戒しながらゼロスが訊たずねると、どこか陶酔した様子でレスターは語る。

			「ああ……そうだ、魔神様のためだ。この世のありとあらゆる【負】の感情を集めて、魔神様を復活させるのさ！　そのためには、アンタらが仲良くしてもらっちゃあ困るのよ。もっと悲惨に、残ざん酷こくに殺しあってもらいたいんだからよぉ！」

			「……お前の言う魔神だとかその復活だとか、何のことだかサッパリ分からんが……ロクでもねぇことを考えてるってのは分かるぜ？」

			　ランゼが睨にらみつけるようにしてそう言うが、レスターの調子は変わらない。

			「分かる必要なんてねぇんだよ。どちらにせよ、アンタらはここで死ぬんだしな！　ぎゃはははは！」

			「ずいぶんと舐められたものだね……この場には僕たちウィンブルグ王国と魔族軍の最強戦力が揃っているうえに、Ｓ級冒険者までいるんだ。そんな場所に一人で来るなんて――――」

			「おいおい、俺が何も考えてねぇと思ってんのか？」

			「何？」

			　フロリオの言葉を遮さえぎるようにして、レスターは不気味な笑みを浮かべた。

			　その瞬間、部屋の扉が勢いよく開かれた。

			「も、申し上げます！　現在テルベール周辺に……大量の魔物が押し寄せております！」

			「何ッ!?　数は!?」

			「それが……前回の大侵攻の軽く数倍……」

			「――――」

			　部屋に飛び込んできたのは、ウィンブルグ王国の兵士で、伝えられた報告はとんでもないモノだった。

			　絶句するランゼたちを前に、レスターは愉悦に浸っていた。

			「ぎゃはははははは！　いい感じに絶望してんじゃねぇか！　……さあどうする？　このまま俺の相手をするか、魔物に蹂じゆう躙りんされるか……！」

			「くっ……！」

			　前回の魔物の大侵攻の際、被害がほとんどなく済んだのは誠一のおかげだということをランゼは知っていた。

			　だからこそ、その誠一がこの場にいない今、どれほどの被害が出るかは想像もつかなかった。

			「『黒の聖騎士』！　お前は【奈落の黒兵団アビス・シユバルツ】を率いて魔物の掃討にあたれ！　ルイエス！　お前のとこの【剣聖の戦乙女ワルキユーレ】も同じく魔物の討とう伐ばつに向かわせろ！　現場の指揮も二人に任せる！」

			『承った』

			「はい」

			「フロリオ！　お前は魔法師団の一部を使って魔導カメラを飛ばせ！　もう偵察部隊が出てるだろうから、そこから位置は聞きだせよ？　んで、残りは国民の避難誘導だ！　とにかく中心地にあるここ……【アークシェル城】周辺に来るように誘導しろ！」

			「よろしいのですか？　それでは陛下の警護がいなくなります」

			「俺より国民だ！　俺は何とかする！」

			「……御意」

			　ランゼがすさまじい速度で指示を出していき、それに従って城中の兵士たちが動き出した。

			「……ランゼルフ王。私たちも手伝う」

			「いいのか？」

			「……ええ。だって、やっと歩み寄れたから。こんなところで、終わりにしたりなんてしない」

			「……そうか。なら、頼むぜ」

			「……うん。ゼロス、ゾルア、レイヤ、ウルス、リアレッタ」

			『はっ！』

			「……この国の兵士たちと一緒に、魔物を討とう伐ばつしてきて。もしかしたら、何体かは言葉が通じるかもしれないから……」

			『お任せください！』

			「……ジェイドは私の護衛をお願い」

			「かしこまりました。お任せください。ゾルアちゃんとゼロスちゃん。喧けん嘩かしちゃだめよ？」

			「…………善処する」

			「ハッ……テメェこそ、ルーティア様を護りきれよ」

			「頑張るわ」

			　魔族軍からも、ジェイドを除く全員が魔物の討とう伐ばつに向かった。

			　その様子をニヤニヤと眺めていたレスターは、煽あおるように口を開く。

			「おいおい、そんな人数で足りんのか？　前回と違って、Ｓ級の魔物だけをかき集めたんだぜぇ？　それに、俺と同じ使徒が控えてるんだ」

			「！　前の大侵攻もお前らの仕業か……！」

			「せ～い～か～い！　ま、全部殺されて計画が狂っちまったがよぉ」

			　少し拗ねた様子でそう言うレスターをよそに、Ｓ級冒険者たちも動き始めた。

			「陛下。私たちも魔物の討とう伐ばつに向かいます。なんせ、魔物を相手にするのは慣れてますからね」

			「俺としちゃあそこの不気味な野郎を殴る方がいいんだけどよ。まあ急がないとヤバそうだから、俺も討とう伐ばつに回ってやるよ」

			「そうだね。でも皆が討とう伐ばつに向かうなら、僕はここで陛下の警護とアイツの相手をするよ」

			　ユーストはさりげなく鋭い視線を軽薄そうに笑うレスターに向けた。

			　そんなユーストを見て、オーヴァルは頷く。

			「ユーストが残るなら大丈夫だな。後は任せたぜ？」

			「はい！　オーヴァルさんも頑張ってください！　……彼らの相手を」

			　ユーストが遠い目でＳ級冒険者を見ていることに気付いたオーヴァルは、同じようにＳ級冒険者たちに視線を向けた。

			「…………やっぱり行きたくねぇ…………」

			「だ、大丈夫ですよ！　頑張ってください！」

			「……ああ、分かったよ！　せっかくの魔族と人間が仲良くなれそうなんだ、俺もやってやるよ！　おら、ネム！　お前はこっちで戦うんだよ！」

			「……ん？　いーやー、はーなーしー……Zzz」

			「引きずられながら寝るんじゃねぇ！」

			「あ、途中で王妃のエレミナ様とアフロスさんも拾っていってくださいよ！」

			　背中越しにユーストがそう声をかけると、オーヴァルは手をひらひらさせて出て行った。

			　こうして部屋に残ったのは、ランゼとルーティア、そしてそれぞれの護衛を任されたジェイドとユーストだけだった。

			「おいおい、ずいぶん減ったじゃねぇか。いいのか？　そんなもんでよぉ」

			「あら？　私はこれで十分だと思うんだけどぉ？　それどころか、私一人でも全然問題ないわ」

			「そうですね。僕も十分だと思います。むしろ、二対一で勝てると思っていますか？」

			「……言うじゃねぇか」

			　二人の反応に、レスターが初めて獰猛な笑みを浮かべた。

			　そして、レスターの体から禍まが々まがしいオーラが溢れ出す。

			「まあいい。んじゃあ早速やろうじゃねぇか……殺し合いをよぉ！」

			　そう言った瞬間、レスターの体が二つになった。

			「なっ!?」

			　その光景に、ランゼたちは息を呑んだ。

			「「ぎゃはははははは！　いい表情じゃねぇか！　そら、まだ増えるぜぇ？」」

			　そこから四人、六人……と言った様子で、レスターの体は部屋を埋め尽くす勢いで増えていった。

			『さあ、これで二対一だなんて言えねぇなぁ!?』

			　最終的にレスターは三〇人にもなった。

			　すると――――。

			「いいわよぉ？　それじゃあ私一人で相手してあげるわぁ」

			『あ？』

			　ジェイドが一人で相手にすると言った。

			「……一人で大丈夫ですか？」

			　ユーストがそう言うと、ジェイドは熱っぽい視線を向ける。

			「あらヤダ、私のこと心配してくれるの？　嬉しい！　でも大丈夫よ。これくらいなら私一人で何とかなるわ」

			「そ、そうですか……」

			　ユーストはレスターではなく、ジェイドから身の危険を感じていた。

			　まさか、ここまで無反応だとは思わなかったレスターは、怒りを滲ませる。

			『……おいおい、状況が分かってねぇのか？　三十対二どころか、アンタは三十対一でいいって言ってんだぜ？』

			「もちろん分かってるわよ？　……そっちこそ覚悟はいいんでしょうね？」

			『あ？』

			　突然、ジェイドの雰囲気が変わった。

			　ジェイドの体から、妖しい魔力が流れ始めたのだ。

			　それは、ジェイドが全力を出すときの合図でもあった。

			　ジェイドはいつも通りの柔らかい口調でルーティアに訊たずねる。

			「ルーティア様。力を解放いたします」

			「……うん。頑張って」

			「――――御意」

			　その瞬間、部屋全体を妖しい魔力が包み込んだのだった。
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			「――――【魔神教団】、ね……」

			「ご存じなのですか？」

			　オーヴァルは相変わらず寝たままのネムを引きずって、ユーストに言われた通り道中でエレミナとアフロスの二人と合流していた。

			　今はＳ級冒険者たちと魔族軍のメンバーもおり、一度情報を共有するために城の前で話し合っていた。

			　その中で事の顛末を聞いたエレミナは一瞬眉まゆをひそめると、すぐに元の表情に戻り、話し始める。

			「ええ。私がこの国の王妃なのは知ってると思うけど、私は冒険が好きなの。私と主人……ランゼの出会いも冒険者としてだったしね。そんな私が王妃としてでなく冒険者として活動できているのも、全部ランゼのおかげなの。だから、私は私でランゼの力になりたくて、冒険の傍らで他国のいろいろなことを調べたわ。その中で、どの国に行っても必ず聞く言葉があったのよ。それが――――」

			「【魔神教団】だと？」

			「ええ。詳しい構成員は不明で、目的が魔神の復活ってこと以外は何も知られていなかった……」

			「いなかったってことは……」

			「そう、最近やたらと活発的に動き始めているようで、徐々にその組織の実態が見えてきたのよ。目的は魔神の復活であることに変わりはないんだけど、そのための手段が……【負】の感情を集めることだそうよ」

			「……確かにヤツもそう言ってたな……」

			　ゼロスはレスターの言葉を思い出した。

			「哀しみ、怒り、憎しみ……そう言った【負】の感情を集めることで、魔神が復活するそうよ」

			「そもそも、その魔神ってのは何なんだよ？　俺たち魔族ですら初耳なんだ。なんか俺たちと関係があるのか？」

			　ゾルアがそう訊きくと、エレミナは首を横に振る。

			「いいえ、魔族とは関係ないわ。確かに魔族を率いる王を魔王とは呼ぶけれど、魔神はそれとはまったく別よ」

			「じゃあ一体何なんだよ？」

			「神よ」

			「は？」

			　端的に告げられた言葉に、ゾルアだけでなく全員が呆けた表情を浮かべた。

			「神？　それは俺たち魔族軍にもいる黒龍神様みたいなもんか？」

			「いいえ、違うわ。黒龍神様の話も文献で読んだことがあるけど、あれは人間や他の種族より格が上というだけで、本当の意味での神じゃないわ」

			「本当の……意味だと……？」

			　ますますワケが分からなくなる中、エレミナは気にせず続ける。

			「黒龍神様が登場する文献よりさらに前……この星が神々に見放される以前の話。ここまで言えば、みんな分かるんじゃないかしら？」

			「ち、ちょっと待て！　つまり、魔神というのは……」

			「そう、かつて太古の神々の争いに敗れた、一柱の神――――それが【魔神教団】の崇める神よ」

			『……』

			　あまりの規模の大きさに、さすがのＳ級冒険者も含め、全員黙るしかなかった。

			「それより気を引き締めなさい。本物の神を崇める集団よ？　使徒の力も侮れないと思うわ。そういう意味では、あなた方は自分の主君の護衛に行かなくていいの？」

			　エレミナが魔族軍の面々にそう訊きくと、レイヤが口を開いた。

			「ゾルアやゼロスは確かに力がありますが、私やウルス、リアレッタはルーティア様を完全にお護りできるほどの力がありません。それに比べ、残ったジェイドはゾルアたちと並ぶ我々の中でも最強格ですから……心配ありません」

			「そうだな。アイツがやられるようじゃ、俺たちがいても結果は同じだろ。それに、こっちはこっちでヤバそうだしな」

			「……同意だ」

			「そう。それなら大丈夫そうね」

			　そんな話をしていると、不意に城壁の外ですさまじい音が鳴った。

			　視線を向けると、50メートルは超える城壁の上から、漆黒の炎が上がっていた。

			「このテルベールが城壁都市だったのがよかったわ。最終防衛ラインが分かりやすいもの。……さて、『黒の聖騎士』が頑張ってるみたいだけど、私はそっちに行くわ。みんなは手分けして四方に散らばってちょうだい。――――みんな、無事に帰って来るのよ？」

			『はい！』

			　エレミナは全員の返事に満足すると、とある魔法を唱えた。

			「『真・雷神装』」

			　すると、全身に雷で作られた鎧よろいを纏まとった。

			　これこそがランゼの妻にしてロベルトたちの母親であり、Ｓ級冒険者『雷女帝』の真の姿だった。

			「それじゃ、私は先に行くわね」

			　エレミナは一言そう告げ、文字通り雷光の速度で周囲の屋根の上を飛び移っていった。

			　それを見送っていると、ふと思い出した様子でレイヤが訊たずねる。

			「そう言えば……ジェイドが護衛をしてるから大丈夫でしょうけど、そちらはいいのかしら？」

			『え？』

			　レイヤの言葉に、その場のＳ級冒険者全員が首を傾げる。

			「ほら……こう言ってはアレかもしれないけど、護衛に残った彼が強そうに見えなくて……」

			「ああ、確かに……強そうに見えないってのもそうだが、一人でよかったのか？」

			　若じやつ干かん言いにくそうに語るレイヤの言葉とゾルアの言葉を聞いて、Ｓ級冒険者たちは何を心配されているのかやっと分かった。

			　そして――――。

			『ハハハハハハハ！』

			　いっせいに笑い始めた。

			「え？　え？」

			　何故笑われたのか理由の分からないレイヤや他の魔族軍の面々に、オーヴァルは笑いをかみ殺しながら教える。

			「アイツの心配なんざ無用だぜ？　なんせ――――」

			　オーヴァルの言葉を聞いて、魔族の面々は驚きよう愕がくするのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「バ……バカな……！」

			　レスターは、地面に這いつくばっていた。

			「あら。もうお終いかしら？　残念ねぇ」

			　そんなレスターの前には、無傷で立っているジェイドの姿が。

			　呆然としながら、レスターは叫ぶように声を出した。

			「あ、ありえねぇ……あれから何体の分身を生み出したと思ってる!?　千だぞ!?　しかも、ただの分身じゃねぇ。全て魔神様の力を頂戴した俺の分身だ！　それを……！」

			　先ほどまで繰り広げられてた一方的な暴力を目の当たりにして、何も知らないランゼは乾いた笑いを浮かべていた。

			「ウチのルイエスや『黒の聖騎士』もぶっ飛んだ強さだが、お前さんのとこの家臣も大概だな……何だよ、『魔力』そのもので戦うヤツなんて初めて見たぞ……」

			「……ゼロスとゾルアも同じくらい強いよ」

			「はは……そりゃあどこぞの大国さんが攻めあぐねるわけだ……」

			　ジェイドは魔力を物質化し、操ることができる。

			　それだけ聞けば、さほどすごくないように聞こえるが、実際はとんでもないシロモノだった。

			　まず、自身の魔力は当然として、世界中に漂う魔力すらも物質化して操れるのだ。

			　しかも世界中に漂う魔力を使う場合、世界に流れる魔力であるため自分の魔力は消費されることすらない。

			　その結果、ジェイドは全方位に死角なく攻撃することが可能だった。

			　もちろん有効範囲などの制約はあるものの、レスターの分身を一掃するのには関係なかった。

			「はは……僕も魔力を物質化する人は初めて見ましたよ。便利そうですね」

			　ランゼとは違い、やはりＳ級冒険者として様々な危機や難敵と戦ってきたこともあって、ユーストはそんな軽い感想を抱く程度で済んでいた。

			「まあいい……さて、ソイツをどうしたもんかねぇ……？」

			「……いろいろ聞きたいことがあるから、生かしておかないと」

			　ランゼとルーティアがレスターの処遇について話し合っていると、そのレスターが不意に笑い始めた。

			「ク……ククク……ぎゃはははははは！」

			「！　……一体何がおかしいの？」

			　ルーティアがそう尋ねると、レスターはギョロ目を向け、ニヤリと笑う。

			「最後に笑うのは……俺たちだからだよ！」

			「なっ!?」

			　突然、ルーティアの背後に『影』が出現した。

			　そして、その中から一人の男が姿を見せる。

			「――――クライスの筋書としちゃあ魔族側に人間への恨うらみを持たせたかったんだろうがよ。まあ殺せば一緒か」

			　そう言いながら出てきたのはボサボサの髪とヨレヨレの服、そして無精髭と言った、いかにもだらしない男だった。

			　だが気配もなく突然背後より現れたことから、尋常ではない使い手だと推測できる。

			　そんな男が何の躊躇ためらいもなくルーティアにめがけてナイフを振り下ろした。

			「ルーティア様ッ！」

			　ジェイドがすぐに魔力を物質化させようとするも、間に合わない。

			　ランゼも謎の男の出現に硬直しており、誰もがルーティアの死を確信した。

			　――――一人を除いて。

			「そういうの困るんだよね」

			　ユーストは腰に提げていた片手剣を神速ともいえる速度で抜刀し、そのまま男のナイフを弾き飛ばしたのだ。

			「はッ!?」

			「残念だけど、やらせないよ？」

			　さらに、そのまま流れるような動きで男との距離を詰めるとその場にねじ伏せ、首元に剣を添えた。

			「はい、大人しくしようね？」

			　――――Ｓ級冒険者ユースト・ホラーズ。

			　普段の彼は周囲の変態たちの手綱を握り、何とかコントロールしようとする苦労性なギルド本部の良心。

			　そんな彼には、とある異名がついている。

			【無む双そう】

			　彼こそが、最強と呼ばれるＳ級冒険者だった。

		

	
		
			元勇者一行と使徒の一手

			　

			　ユーストたちが魔神教団の使徒を制圧する中、魔族軍は『剣騎士』ことルイエス率いる【剣聖の戦乙女】のいる方へ、Ｓ級冒険者たちは『黒の聖騎士』率いる【奈落の黒兵団】の方へと、二手に分かれ、それぞれが城壁の外へと向かっていた。

			「おい、ネム！　いい加減起きねぇか！　お前がいなきゃ『結界』の補強できねぇだろうが！」

			「ん～……？」

			　オーヴァルに揺さぶられ、ネムは目をこすりながら目を覚ました。

			「ふぁ～……何～……？　まだ眠いんだけど～……」

			「この戦いが終わればいくらでも寝かしてやるから。とにかく、もともとここに張ってた『結界』を補強してくれ」

			「ん～……よく分かんないけど～……は～い……」

			　ネムは未だに眠そうにしながら、腰に提げていた杖を取り出して上空に掲げた。

			「ふぁ～……もともとはアルちゃんのために張ってた『結界』なんだけどなぁ～……あ、そう言えば……こっちに戻って来てからアルちゃん見てないけど～……どうしてるんだろ～？　この『結界』から出たら危ないし～……まだいるのかな～？」

			「おい、考えるのは後にしろ！」

			「はいはい、分かったよ～……『結界術：魔除けの層』～」

			　オーヴァルに引きずられた状態でネムは魔法を唱えた。

			　瞬間、上空に掲げていた杖から、青白い光が空へと飛んでいく。

			　その光は上空で弾け、王都テルベール自体を覆おおった。

			　――――ネム・ドルミール。

			　彼女は『眠り姫』の異名で知られるＳ級冒険者であり、このテルベールではまた違う意味で有名であった。

			　それは、テルベールを包む『結界』にある。

			　実は彼女とアルトリアは友人であり、かつてアルトリアを悩ました彼女の不幸体質を何とかするためにいろいろ調べたりしていた。

			　そして、アルトリアの不幸体質を何とか抑える結界をテルベールに張ることによって、テルベールは今まで被害を受けていなかったのだ。

			「よし、よくやった！　んじゃあこのまま――――」

			「Zzz」

			「寝るの早ぇよ！　まだ魔物が残ってんだから寝るんじゃねぇ！」

			「む！　あそこに可憐なお嬢さんが!?　お嬢さん！　一緒に熱い一夜を――――」

			「おいユリーネ!?　テメェどこ行くつもりだよ!?　だあああっ！　ユースト、お前苦労してたんだなぁ!?」

			　自由すぎるＳ級冒険者たちを制御するだけで、オーヴァルは疲れていた。

			　それでも何とか『黒の聖騎士』がいるところまでやって来ると、そこでは『雷女帝』であるエレミナを中心に、魔物との激戦が繰り広げられていた。

			「おいおい……こうしてみると絶望的だな……」

			　思わずと言った様子でオーヴァルが呟つぶやく中、エレミナは目の前のドラゴンと対たい峙じしていた。

			「本当にＳ級の魔物しかいないようね……【ブレイド・ドラゴン】なんて久々に見たわよ？」

			「グオオオオオオオオッ！」

			　エレミナが対たい峙じする魔物は全身から鋭い刃を生やした、異形のドラゴンである【ブレイド・ドラゴン】だった。

			　その刃一つ一つが腕利きの鍛か冶じ師が打った剣と遜色ない切れ味を誇ほこり、ドラゴン系統ゆえの魔力の高さから、それぞれの刃に魔法を纏まとわせて攻撃することもあった。

			　だが――――。

			「残念ね、私との相性は最悪よ？」

			　エレミナはそう言うと、右腕をブレイド・ドラゴンに向けて突き出した。

			「『雷極槍』」

			　エレミナの腕から大量の雷が出現するとそのまま一つの束になり、極大な一本の雷の槍やりが出来上がっていた。

			　それは、校内対抗戦でアグノスに対し、ロベルトが全力で生み出したモノよりもさらに大きかった。

			　生み出された雷の槍やりは、ブレイド・ドラゴンが認識できない速度で飛翔し、その刃の体をいとも容易く貫つらぬいた。

			「グガアアアアアアアアアアッ！」

			　貫つらぬかれたブレイド・ドラゴンは全身に雷が走り、感電して黒煙を上げながら倒れた。

			　その様子を見ていたオーヴァルが、呆れたように言う。

			「あそこまで強い王妃ってのは、世界中探してもいねぇだろうな」

			「そうですね……さて、エレミナ様にだけ戦わせるわけにはいきません。私も行きましょう」

			　すると扇子で口元を隠しながら優雅な足取りでコーネリアが前に出る。

			「本来ならば、こうして倒されることもなく静かに過ごせたでしょうに……」

			　どこか憐れむような表情で目の前の魔物の群れを見つめるコーネリアは、細い指先を魔物の群れに向けた。

			「せめて、大地に還して差し上げましょう」

			　そう言った瞬間魔物の群れを囲むように、周囲の大地が腐食していった。

			「朽ちて、沈みなさい。『腐海』」

			　腐食した大地はやがて魔物の群れの足元にまで及び、腐った地面は底なし沼へと姿を変えた。

			「ガアアアッ……ガ、ガガ――――」

			「ギエエエエエ！　ギエ、ギギ――――」

			「ゴオオオオオ、オオ、オ――――」

			　魔物たちは必死に抜け出そうと足掻くが、動けば動くほど沼へと沈んでいき、最後は完全に沈んで沈黙した。

			　さっきまで沼と化していた大地は元通りとなり、すべてを見届けたコーネリアは扇子を閉じる。

			「来世は、平穏に過ごせるといいですね」

			　コーネリア・アルノルディ。

			　彼女は世界で唯一の『腐属性魔法』を操る存在であり、その魔法と貴族であることから【貴腐人】の異名を持っていた。

			「はぁ……ホモン様たちはこの場にいないようですし……向こうにいるのかしら？」

			　……決して、その道の人だから【貴腐人】と呼ばれているわけではない……と思いたい。

			　コーネリアが魔物の群れを一掃する中、同じＳ級冒険者であるユリーネはすさまじい速度で魔物を斬り倒していた。

			「まったく……貴様らのせいで満足にナンパもできんではないか……！」

			　魔物と戦う動機は不純であるものの、その実力は確かであり、今も確実に魔物の数を減らしている。

			「この街だけで、一体どれほどの女性がいると思ってる!?　それを襲うなど……神が許しても私が許さん！」

			　ユリーネはその場で大きく跳ちよう躍やくすると、剣を上空に掲げた。

			「吹き荒れろ――――【百ひやく合ごう斬ざん】！」

			　すると、ユリーネの持つ剣を中心に花びらが出現した。

			　そして、その花びらを纏まとった剣を勢いよく振り下ろすと、花びらが鋭い刃となって、周囲の魔物に降り注いだ。

			『ギャアアアアアアア！』

			「うるさい！　黙って死ね！」

			『ギャ、ギャア!?　ギャ――――』

			　理不尽な理由で断末魔すら上げることを許されず、魔物は消えていった。

			　ユリーネ・レズィ。

			　まるで百ゆ合りのように可憐に斬り伏せるその姿から、『百合の剣士』の異名を持つ彼女。

			　……それが今となっては違う意味での『百合の剣士』になってしまったのは、残念と言うほかない。

			「んー……ちょくちょく見たことねぇ魔物が混じってんナ……」

			　超巨大なアフロ頭を掻きながらアフロスはそう言った。

			　そんなアフロスに向かって、一体の魔物が突っ込んで来る。

			「ん？　アイツは……」

			　アフロスにめがけて突っ込んできたのは、Ｓ級の魔物の中でもトップクラスの防御力を誇ほこる【ガーディアン・ドラゴン】だった。

			　その鱗は並大抵の武器では傷一つ付かず、この場にいるＳ級冒険者の中ではユリーネやガルガンドとは相性が悪い魔物だった。

			「グオオオオオ！」

			「ふぅ……コイツ、確かメチャクチャ硬いんだっけナ～……」

			　面倒だと言わんばかりにため息を吐くアフロスをよそに、ガーディアン・ドラゴンはその防御力を活かした突進を繰り出してきた。

			　このまま激突すれば、いくらＳ級冒険者であろうと無事ではいられないような危険な突進なのだが、アフロスに焦った様子はない。

			「ま、関係ないけどナ」

			　アフロスとガーディアン・ドラゴンが激突するといったところで、アフロスは急に頭を下げた。

			　その結果、必然的にアフロスの超巨大アフロにガーディアン・ドラゴンが突っ込むことになり――――。

			「ん、入ったナ」

			　何と、ガーディアン・ドラゴンはそのままアフロに飲み込まれていった。

			　そして何事もなかったかのように頭を上げると、アフロスは自分のアフロ頭に手を突っ込み、何かを掴むとそのまま手を抜き出す。

			「よっと……やっぱりソコソコデカいナ」

			　出てきたのは、先ほどまで対たい峙じしていたガーディアン・ドラゴンの骨だった。

			「戦うのは面倒だガ、素材が集まるのは嬉しいんだよネ」

			　そう言うと、鼻歌でも歌いだしそうな雰囲気で次々と魔物をアフロの中に収納しては、骨だけにして取り出していく。

			　アフロス・ディノワール。

			　未開の地や魔境と呼ばれる場所を開拓する冒険者でありながら、その謎すぎるアフロから『魔境』という異名を与えられた珍しい冒険者だった。

			「ガルガンドはいかなくていいのか？」

			「あ？　人型の魔物がいねぇからな。俺はパスだ」

			「お前……相変わらずブレねぇな……とはいえ、この様子じゃ俺たちの出番はなさそうだな」

			　ガルガンドとオーヴァルは目の前の光景を眺めながら、そんなことを話していた。

			　事実、エレミナ、コーネリア、ユリーネ、アフロスの四人に加え、『黒の聖騎士』率いる【奈落の黒兵団】もいるため、魔物が全滅するのも時間の問題だった。

			　このように、Ｓ級冒険者たちはもれなく変態たちで構成されながらも、その実力は確かだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「これは……」

			「……確かに数だけで見れば絶望的だな……」

			『剣騎士』ルイエス率いる【剣聖の戦乙女】の下へと来ていた魔族軍の面々。

			　彼らは城壁の外に出て、そこに押し寄せる魔物の数に絶句した。

			　だが、ルイエスや【剣聖の戦乙女】の頑張りもあって、城壁付近への魔物の接近は許していなかった。その光景を眺めながら、レイヤはゼロスに訊きいた。

			「それで……どう？　何とか言うこと聞かせられそう？」

			「……無理だな。我々魔族軍の管轄にない魔物ばかりだ。それに、どうやら理性も失ってるようだ……」

			　魔族軍には魔物が多数所属している。

			　そのため、魔物の種類によっては強制的な命令で動きを止めることもできたのだが、襲い掛かって来る魔物の種類を見て、ゼロスは無理だと判断した。

			「まどろっこしいな。んなことしねぇでも殺せばいいんだろ？」

			　欠伸あくびをしながらゾルアがそう言うと、ゾルアの体を『闇やみ』が覆おおった。

			　闇やみを纏まとったゾルアは、真紅の瞳ひとみを魔物の群れに向ける。

			「貫つらぬけ」

			　すると、ゾルアの体を纏まとう闇やみの一部が鋭い槍やりのようになり、一気に魔物の群れを襲った。

			　闇やみの槍やりは途中で枝分かれしては数を増やし、どんどん魔物の群れを殲せん滅めつしていく。

			「おら、何ボサッとしてやがんだ？　テメェらも戦いやがれ」

			「……お前の言葉に従うのは不本意だが、そうだな」

			　そう言った瞬間、ゼロスは禍まが々まがしい魔力を噴出させた。

			「数が数だ。俺には魔力の限界があるが、貴様は大丈夫だろうな？」

			「ハッ！　テメェと違って、俺は魔力を消費しねぇからな。だが、一人でこの数は無理だ。せいぜい少ない魔力で消し飛ばせよ」

			「言われるまでもない」

			　ゼロスは両腕を前に掲げると、禍まが々まがしい魔力が集まり、最終的に両掌に収束した。

			「『消滅砲』」

			　両掌に収束した魔力が一気に解放され、すさまじい力の奔流が魔物の群れを包み込む。

			　ゼロスの魔法に当たった魔物は、その存在を保つことができず、完全に消滅する。

			「テメェの勝手だが、飛ばしすぎて早々にくたばんじゃねぇぞ？」

			「誰の心配をしている？　貴様こそ、油断して死ぬなよ？」

			　そんなやり取りをしながら、二人はどんどん魔物の数を減らしていった。

			「……相変わらず化物みたいな二人よね……」

			「そうであるな……で、どうするのだ？　吾輩たちも行くか？」

			「もし行くのであれば、護りの薄いところに行きましょ？　この大きな城壁を護りきるのは無理があるでしょうし……」

			　残されたレイヤたちは、ゼロスたちの戦いを眺めながらそんなことを話す。

			「そうね……護りの薄いところで私たちも頑張りましょう」

			　レイヤがそう決断し、移動を開始しようとした、そのときだった。

			「――――なかなかやるな」

			「ッ！　誰!?」

			　突然聞こえた声に、レイヤたちは周囲を見渡す。

			　すると、いつの間にか城壁の上に一人の男が立っていた。

			「アナタは……」

			「……そうだな。一応名乗らせてもらおう。俺はロディアス。【魔神教団】の使徒だ」

			「……使徒、ね……」

			　ロディアスと名乗った男は、どこか気配の掴みにくい存在だった。

			　右目が隠れるほどに伸びた紫の髪と、その間から覗のぞく鋭い視線がレイヤたちを射い貫ぬく。

			「その使徒様が何の用かしら？」

			「……レスターのヤツから聞いているだろう。俺たちの目的はただ一つ。魔神様の復活だけだ」

			「そう……そんなアナタがここにいるってことは……」

			　レイヤの視線が鋭くなると同時に、背後にいるリアレッタとウルスの視線も鋭くなった。

			「……お前たちが察している通り、排除しに来たのだ」

			「なら……やられる前にやってやるわよ……！」

			　レイヤは炎を纏まとい、ロディアスめがけて突っ込んで行く。

			「レイヤ、サポートするわね！　『ウィンド・ジェット』！」

			　リアレッタの唱えた魔法によってレイヤは加速した。

			「……ふむ、珍しいな。フェニックスの魔族か」

			「そうよ。だから、この炎で燃やし尽くしてあげるわ……！」

			「フッ……それはどうかな？」

			　レイヤの加速した攻撃を、ロディアスは簡単に避けた。

			「なっ!?」

			「……俺は使徒の中でも戦闘をメインとする実戦部隊の一人だ。残念だが、その程度の攻撃ではかすり傷一つ付けられないぞ？」

			「ならば、これはどうだ？」

			　すると、レイヤの攻撃を避けたロディアスの背後から、ウルスが体中に闘気を纏まとわせて飛び出した。

			「『王鬼の一撃』！」

			　全身の闘気を右腕に集中させると、ウルスはロディアスに殴りかかる。

			「……こちらは王鬼族か。面白い、力比べと行こう」

			「何!?」

			　しかし、ロディアスはウルスの攻撃を避けることもせず、真っ向から殴り返した。

			　本来なら、怪力の持ち主である鬼族……それも王鬼族であるウルスの攻撃を受け止められる存在などほとんどいない。

			　だが、ロディアスはウルスの拳に自身の拳をぶつけることで、ウルスの攻撃を完全に相殺したのだ。

			「吾輩の攻撃が……こうも簡単に……！」

			「ウルス、下がって！　『魅惑の眼差し』！」

			「……そしてサキュバスの女王か。魔族軍にはずいぶんと面白い面々がそろっているようだな」

			　リアレッタはサキュバス族の特徴である異性を魅了する術を使ったが、ロディアスには効果がなかった。

			「そんな……」

			「……どうした？　まだ戦いは始まったばかりだが？」

			「――――なら、これはどうでしょう？」

			「！」

			　不意に、ロディアスの頭上から声が聞こえた。

			　瞬間、ロディアスはその場から飛び退くと、先ほどまでロディアスが立っていた位置に『剣騎士』ルイエスが剣を振り下ろした。

			「……お前は……」

			「私ですか？　私はルイエス・バルゼ。『剣騎士』などと呼ばれています、そちらの方がご存じなのでは？」

			「……なるほど、ウィンブルグ王国の二大騎士の一人か。片方はどうやら逆側で奮闘しているようだが……」

			「ええ。『黒の聖騎士』ならば大丈夫でしょう。それに、Ｓ級冒険者の皆さまもいるようですし」

			　ルイエスの登場に驚くレイヤたちだが、すぐに体勢を立て直してロディアスから距離をとった。

			「見たところ、アナタは妙な力をお持ちのようで……」

			「……そこまで見抜くとはな。それで、どうする？　今度はお前が俺の相手をしてくれるのか？」

			　口調こそ変わらなかったがロディアスの雰囲気が一変し、全身から鋭い魔力が立ち上った。

			「……すみません、そこの三人。お手伝い願えますか？」

			「え？」

			「……どうやら、あの方は私一人では荷が重いようで。できれば手助けをしていただければ助かるのですが……」

			　そう言うルイエスの視線は厳しく、ロディアスを油断なく見つめていた。

			「……ええ。分かったわ」

			「ご協力、感謝いたします」

			　レイヤはルイエスの提案を受け入れ、リアレッタとウルスもそれぞれがロディアスを警戒しながら構えた。

			「……四人が相手か。だが……いいだろう。かかってこい」

			　ロディアスの言葉を合図に、四人はいっせいに飛びかかるのだった。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「さて、話してもらおうか？」

			「……一体何が目的だったの？」

			　取り押さえられた状態のレスターと影となって出現しただらしない男を前にして、ランゼとルーティアは聞いた。

			　レスターの身はジェイドが、だらしない男はユーストが押さえているため、二人とも身動きが取れない。

			　だが、そんな状況であるにもかかわらず、だらしない男は笑みを浮かべた。

			「クックックックック……お前ら、俺らを抑えただけで勝ったつもりでいるのか？」

			「何？」

			「負け惜しみはやめた方がいいんじゃない？　今の君にできることなんてないんだからさ」

			　ユーストが首筋に当てていた剣を少し強めに押し当てながらそう言う。

			　しかし、男の態度が変わることはなかった。

			「そうかもな。だが、【魔神教団】の使徒は俺たちだけじゃねぇ。魔神様が存在する限り、いくらでも現れる。それに、外では今ごろロディアスのヤツにお前らのお仲間はやられてるんじゃねぇか？」

			「バカなこと言うね。そのロディアスってのが誰だかは知らないけど、あれだけの戦力が向かって負けるわけないじゃないか」

			「さてね……どう思おうが自由だぜ？　だが、ロディアスは俺たちとは違って実戦部隊のヤツだ。殺されても文句言うんじゃねぇぞ？」

			　笑みを崩すことのない男の様子に、ランゼたちは顔を顰しかめた。

			「……話がズレたが、お前らの目的を語ってもらおうか？　もちろん、魔神とやらの復活について聞いてるんじゃねぇ。何故ここを襲撃したかを聞いてるんだ」

			「ケッ！　誰がテメェらなんかに――――」

			「ああ、そこにいる魔王の娘か、アンタの命が狙いだった」

			「エドマンド!?」

			　レスターが隠そうとしたことを、同じように取り押さえられていただらしない男、エドマンドがアッサリ答えたことで、レスターは驚きの声をあげた。

			「おや、こちらはずいぶんアッサリと答えるじゃねぇか」

			「これくらい、俺が教えなくてもすぐに分かるもんだろ？」

			「……で、なんで狙ったんだ？」

			　ランゼがそう言った瞬間、取り押さえるジェイドとユーストからも、すさまじい威圧が放たれた。

			　だが、エドマンドはそんな威圧を気にした様子もなく笑う。

			「クックックックック……何故狙ったか……ねぇ……」

			「ん？」

			　エドマンドの反応がおかしいことに気付いたランゼだったが、そのときにはすでにエドマンドが動いていた。

			「残念、まだ狙ってるんだよなぁ!?」

			　エドマンドが口を開くと、口内から短剣が出現した。

			　その短剣はランゼやルーティアに飛んでいくかと思われたが、何故かルーティアの影に突き刺さった。

			　突然短剣を出現させたことで、ユーストはエドマンドの頭を思いっきりつかみ、地面に叩き付けた。

			「……君、立場分かってるのかい？」

			「ルーティア様！　大丈夫ですか!?」

			　ユーストが拘こう束そくを強める中、ジェイドがそう尋ねた、そのときだった。

			「……っ……――――」

			『!?』

			　ルーティアが、その場に倒れた。

			　

			◆　◇　◆

			　

			「……他愛ない」

			「クッ……！」

			　ロディアスは、目の前で這いつくばるルイエスやレイヤたちを見下ろしながら、そう呟つぶやいた。

			　ロディアスの胸元には、以前誠一が戦ったデミオロスと同じ、邪悪な悪魔の描かれた紋章が浮かんでいる。

			「……かの『剣騎士』と戦えるとあって、多少の期待をしていたのだが……期待はずれだったな」

			　地面に倒れ伏すレイヤたちを見て、魔物の相手をしていたゼロスや、【剣聖の戦乙女】の面々が悲鳴を上げるように叫んだ。

			「レイヤ！」

			「おいおい……何やられてやがんだッ！」

			「ルイエス様!?」

			「クッ！　貴様！」

			　魔物たちの相手をしていた面々も、すぐさまルイエスたちを助けようと動くが、倒しても倒しても湧き出てくる魔物に行く手を阻まれ、助けに行くことができない。

			　その様子を無表情で見つめていたロディアスは、再び視線をルイエスたちに戻した。

			「……残念だが、お前たちへの救援はないようだ」

			「……そのようですね。ですが、私もただでやられるつもりはありません……！」

			「……ほう？」

			　ルイエスは力を振り絞って立ち上がると、神速の一太刀を振るった。

			「……確かに速く、受ければひとたまりもないだろうな……相手が俺でなければ」

			「なっ!?」

			　ロディアスはそう言うと、その場から動くこともせず片手に持ったナイフ一本でルイエスの攻撃を受け止めた。

			「……さて、そろそろレスターたちの様子も見に行きたいのでな。ここでの戦いも終わりにしよう」

			　そう言った瞬間、一瞬にしてルイエスやレイヤたちの周辺にナイフが何本も浮かび上がる。

			「……一息に殺してやろう」

			「ルイエス様あああああっ！」

			【剣聖の戦乙女】の誰かが、そう叫んだときだった。

			「――――ふむ、ここが王都テルベールだと思っていたのだが……」

			「っ!?　……誰だ？」

			　突然聞こえてきた声にロディアスはすぐさま反応した。しかし、それと同時に、魔物たちが謎の漆黒の槍やりに貫つらぬかれ、消し飛んだ。

			「これは……ゾルア、お前か？」

			「……いや、この『闇やみ』は俺のモノじゃねぇ」

			「じゃあ一体誰が……」

			　ゾルアの出現させた『闇やみ』とよく似たモノで、ゼロスは思わずゾルア自身に訊きくも否定される。その場にいる誰もが疑問符を浮かべていると、今度は違う声が聞こえてきた。

			「――――まったく、誠一君の紹介で来てみれば、まさか同胞が襲われてるなんてねぇ……」

			「……お前たちは……？」

			　圧倒的な存在感を放つ二人が、ゆっくりとした足取りでロディアスの前に現れた。

			「――――ゼアノス・ゼフォード。ただの勇者の師匠だ」

			「――――ルシウス・アルサーレ。ただの初代魔王だよ」

			『それで――――』

			「覚悟はいいか？」

			「覚悟はいいかい？」

			　――――最強の援軍が、到着した。

		

	
		
			番外　オリガの生活

			　

			「……んしょ、んしょ」

			　私――――オリガ・カルメリアは、誠一お兄ちゃんと並んでベアトリスさんから頼まれた教材を運んでいた。

			「オリガちゃん、本当に大丈夫？」

			「……いいの。私も、誠一お兄ちゃんのお手伝い、したい」

			「そう言ってくれるのは嬉しいんだけど……」

			　誠一お兄ちゃんはそう言うと、どこか微妙な顔をした。

			　……私、迷惑かな……？

			「……運んじゃ……ダメ……？」

			「うっ!?　そ、そんなことないよ!?　嬉しい、すごく嬉しいなぁ！」

			「……ん。よかった」

			「……でも、無理だけはしないでね？」

			「……ん」

			　そう言いながら誠一お兄ちゃんは私の頭を撫なでた。

		

	
		
			[image: p_247.jpg]
		

	
		
			　私は、誠一お兄ちゃんに撫なでられるのが好きだ。

			　誠一お兄ちゃんの手は優しくて、すごく安心する。

			　……こんな風に、優しい気持ちでいられる日々が来るなんて……思わなかった。

			　私はカイゼル帝国に買われて、ずっと人を殺す術だけを教えられてきた。

			　それだけが私の価値で、他には何もない。

			　本当は、私はこんな風に笑ったり、楽しいって感じちゃいけない。

			　だって、私はこの手で何人もの人間を殺してきた。

			　たとえ私自身が嫌だと思っても、その事実は変わらない。

			　だから、私の手は汚れてる。

			　誠一お兄ちゃんたちと一緒にいる資格なんて……。

			　誠一お兄ちゃんの隣を歩きながらそんなことを考えていると、不意に誠一お兄ちゃんが声をかけてきた。

			「ねぇ、オリガちゃん」

			「……ん？」

			「オリガちゃん、今は楽しい？」

			「……え？」

			　思わず誠一お兄ちゃんに視線を向けると、誠一お兄ちゃんは優し気な瞳ひとみで私を見ていた。

			「オリガちゃんはさ……俺たちと一緒に行動する前は、俺なんかじゃ想像もできないような過酷な環境で育ってきたんだと思う。だからこそ、今俺たちと一緒にいることで、それ以上に楽しいって思ってもらえたらなって……そう思ってたんだ」

			「……あ……」

			「それで……どう？　オリガちゃんは今、幸せかい？」

			　どこか不安げな様子で訊きいてくる誠一お兄ちゃんを、私は真っ直ぐに見つめた。

			「……ん。私、幸せだよ。誠一お兄ちゃんや、サリアお姉ちゃん。アルトリアお姉ちゃんに食いしん坊もいる……確かに前は辛つらかったけど、今こうしていられることが……本当に幸せだよ」

			「……そっか」

			　誠一お兄ちゃんはそう言って微ほほ笑えむと、また私の頭を撫なでた。

			　ベアトリスさんの指示通り教材を誠一お兄ちゃんの担当しているＦクラスに持っていくと、生徒の一人が出迎えた。

			「あ、兄貴！　お疲れ様っス！　何運んでるんスか？」

			「ん？　次の授業で使う教材だよ」

			「……すんません、ちょっとお腹痛くなったんで保健室に――――」

			「――――アグノス君？」

			「ひぃぃ!?　べ、ベアトリスの姐さん!?」

			　すると、いつの間にかベアトリスさんがそこにいて、生徒であるアグノス君を捕まえた。

			「勉強、しますよね？」

			「も、もちろんでさぁ！」

			　アグノス君は綺き麗れいな敬礼をすると、手と足を同時に出しながら自分の席に着いた。

			　その様子を見てベアトリスさんはため息を吐くと私たちの方に向き直る。

			「まったく……誠一さん、オリガちゃん。お手伝い、ありがとうございました」

			「いえ、また遠慮なく言ってください」

			「……ん。私も手伝う」

			「はい、それじゃあそのときはお願いしますね」

			　ベアトリスさんと別れた後、誠一お兄ちゃんはサリアお姉ちゃんたちが勉強しているところに視線を向け、その場所に向かった。

			「サリア、調子はどう？　分かるか？」

			　すると、サリアお姉ちゃんは顔を輝かせて私たちを見た。

			「あ、誠一！　オリガちゃん！　うん、大丈夫だよ！　ヘレンちゃんが分かりやすく教えてくれるから！」

			「そんなことないわよ。サリアさんの飲み込みが早いだけよ」

			「本当？　えへへへ、嬉しいな！」

			　少し照れくさそうに笑うサリアお姉ちゃんは本当に可愛かわいかった。

			　サリアお姉ちゃんは自分の気持ちを素直に表現できて、それでいて他人のこともよく見ているからすごいなって思う。

			　私も、大きくなったらサリアお姉ちゃんみたいに自分に素直になって、誰かを元気づけられるような人になれたらいいな。

			　それに比べて……。

			「またか……またこの手の問題なのか……!?　何だ、この『これらの材料のうち、どれを混ぜれば回復薬が作れるでしょう』とは!?　そんな面倒なことせずとも、一度に食べてしまえば一緒ではないか！」

			「一緒じゃねぇよ!?　混ぜることで効果が変わる素材だってあるんだからな!?　毒草も調合によっては薬になるの！　つか、ルルネ！　いい加減何でも口に入れれば大丈夫って考え方やめなさい！」

			「しかし主様！　私は大丈夫なんですよ!?」

			「それはルルネだけだよッ！」

			　食いしん坊の言葉に誠一お兄ちゃんが必死にツッコむ。

			　相変わらず食いしん坊の理論は理解できなかった。

			　私もカイゼル帝国にいたときは、サバイバルと称して毒草を食べることはあったけど、食べれば一緒なんて考えたことなかった。いや、考えたら死ぬだけ。

			「……食いしん坊、やっぱりおバカ？」

			「な、なんだと!?　と言うより、いい加減食いしん坊と呼ぶのはやめろ！　ルルネお姉ちゃんと呼びなさい！」

			「……分かった、食いしん坊」

			「何も分かってないではないかーッ！」

			　突っかかって来る食いしん坊を避けるために、私は誠一お兄ちゃんの背後に隠れる。

			　それだけで食いしん坊は悔しそうにしながらも席に戻った。

			　……こんな何気ない、くだらなくて意味のないやり取りが……本当に楽しい。

			　私には本当にもったいないことだと思う。

			　でも、こうして今、幸せに過ごせていられるのは――――。

			「ん？　どうかした？」

			「……誠一お兄ちゃん」

			「え？」

			「……私、頑張るね」

			「？」

			　私の言葉に、誠一お兄ちゃんは不思議そうに首を捻る。

			　だが、すぐに微ほほ笑えんで優しく言った。

			「何を頑張るのかは分からないけど……ゆっくりでいいんだよ」

			「……え？」

			「オリガちゃんの人生は、俺たちよりも長いんだしさ。辛つらいこともあるかもしれないけど、でも楽しいことだっていっぱいあるんだ。気負わずに、ゆっくりと自分なりに進んでいけばいいんだと思うよ」

			「……ん」

			　誠一お兄ちゃんに撫なでられながら、私は思う。

			　やっぱり私は、誠一お兄ちゃんたちが大好きだ。
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